
TOPIC
ふるさと納税　（特集）若者の雇用促進について　八代妙見祭　妙見祭を彩る人たち

児童虐待防止推進月間・女性に対する暴力をなくす運動月間　教育の充実に向けて

生活習慣病予防について　弾道ミサイルから身を守ろう

み
ん
な
で
バ
ス
に
乗
っ
た
よ

八
代
市
街
地
循
環
バ
ス
新
デ
ザ
イ
ン
お
披
露
目
式

　
　
　
　
　
　（32
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

平成 30年度保育園の入園申し込み　平成 30年度八代市立幼稚園園児募集

やつしろ No.155
2017.

広
報 11やつしろ広
報 2017.11

20171101_P1 表紙.indd   1 2017/10/18   8:57:03



3 Yatsushiro 2017.11

や
つ
し
ろ
で
働
く
。

特集　若者の雇用促進について

　本
市
で
は
、
１
９
５
５
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が

減
少
し
は
じ
め
、
増
加
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

１
９
８
０
年
以
降
は
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社
人
研
）
の
推
計

で
は
、
２
０
４
０
年
の
人
口
は
約
９
万
人
と
な
り
、

２
０
１
０
年
に
比
べ
約
30
％
減
少
し
ま
す
。
な
か
で

も
年
少
人
口
（
０
歳
～
14
歳
）
と
生
産
年
齢
人
口

（
15
歳
～
64
歳
）
が
著
し
く
減
少
し
、
高
齢
化
率
が

39
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
く
と
経
済
規
模

が
縮
小
し
、
行
政
を
含
め
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
き
、
自
治
体
と
し
て
の
持
続
性
す
ら
危
う
く
な

り
ま
す
。

　近
年
、
地
方
で
は
若
者
が
大
都
市
へ
流
出
し
、
地

元
へ
の
就
職
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
若
者
の
流
出

は
、
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
、
ま
ち

の
活
力
や
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　こ
の
問
題
は
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総

務
省
統
計
局
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
に
よ

る
と
、
15
～
24
歳
の
転
出
超
過
人
数
は
、
平
成
27
年

１
０
７
５
人
、
平
成
28
年
１
０
５
７
人
と
な
っ
て
お

り
、
進
学
や
就
職
を
機
に
本
市
を
離
れ
る
若
者
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
卒
業
後
に
就
職
す

る
人
の
う
ち
、
本
市
に
残
る
の
は
３
割
未
満
で
す
。

　こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
労
働
需
給
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
地
元
に
は
魅
力
的
な

仕
事
が
少
な
い
」「
地
元
に
戻
っ
て
も
働
き
口
が
限

ら
れ
る
」と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　し
か
し
、
実
際
に
は
本
市
に
は
た
く
さ
ん
の
働
き

働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
や
り
た
い
仕
事
は
な
ん
だ
ろ
う
。

都
市
部
で
働
く
、
そ
れ
と
も
地
元
で
働
く
か
。

就
職
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
若
い
世
代
へ
地
元
で
働
く
こ
と
を
選
ん
だ

人
の
声
や
地
元
就
職
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　本
市
が
平
成
27
年
に
市
内
の
高
校
生
や
高
専
生
ら

約
８
０
０
人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
男
性

50
・
２
％
、
女
性
49
・
６
％
が
「
八
代
市
に
住
み
た

い
」と
希
望
。
し
か
し
、そ
の
内
の
４
～
５
割
は「
市

に
住
み
た
い
が
市
外
に
住
む
と
思
う
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
本
市
に
住
み
た
く
て
も

市
外
に
転
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
外
に
転
出
し
て
も
「
将
来
八

代
市
に
住
み
た
い
（
戻
り
た
い
）」
と
考
え
て
い
る

学
生
は
、
男
性
63
・
３
％
、
女
性
55
・
８
％
で
あ
り
、

若
い
世
代
が
定
住
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で

Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　市
で
は
、
若
者
の
地
元
就
職
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

職
を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

地
元
就
職
を
希
望
す
る
若
者
と
地
元
企
業
を
繋
ぐ
た

め
に
、
地
元
企
業
の
合
同
説
明
会
や
八
代
圏
域
雇
用

促
進
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
な
ど
を
行
い
、情
報
提
供・発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
失
業
し
た
人
や
就
職
後
間
も
な
い
人
を
対

象
に
就
業
資
格
を
取
得
支
援
す
る
助
成
も
行
い
、
地

元
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

口
が
あ
り
、
人
手
不
足
で
悩
ん
で
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す
。
平
成
28
年
度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
管
内
の
有

効
求
人
数
は
３
１
８
７
人
に
対
し
、
有
効
求
職
者
数

は
２
３
１
２
人
で
有
効
求
人
倍
率
は
１・38
倍
で
す
。

　地
元
企
業
の
求
人
情
報
が
分
か
ら
な
い
と
就
職
活

動
の
選
択
肢
に
な
り
に
く
く
、
地
元
就
職
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
の
行
く
末

八
代
市
の
就
職
事
情

学
生
の
思
い

若
者
の
地
元
就
職
を
応
援

“八代市ふるさと納税”で
やつしろを魅力あるまちに
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　例
年
、
年
末
に
か
け
て
、
多
く
の
人
が
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
し
ま
す
。
本
市
で
も
、
平
成
27
年
８
月

か
ら
制
度
内
容
を
充
実
さ
せ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
寄

附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　「八
代
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
が
増
え
る
と
、

豊
か
な
や
つ
し
ろ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
八
代
市
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
市
へ
寄
附
を
す

る
こ
と
で
、「
ふ
る
さ
と
　
や
つ
し
ろ
」
を
応
援

す
る
気
持
ち
を
形
に
で
き
る
制
度
で
す
。
個
人
が

２
０
０
０
円
を
超
え
る
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
住
民

税
と
所
得
税
か
ら
一
定
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
市
外
在
住
の
人
で
、
１
万
円
以
上
を
寄
附
し
た
人

に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
本
市
特
産
品

１
０
０
種
類
以
上
の
中
か
ら
返
礼
品
を
贈
り
ま
す
。

「
八
代
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
す
る
と
、
と
て
も
お

得
で
節
税
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
市
外
在
住
の

家
族
や
親
戚
、
友
人
な
ど
に
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
八
代
市
ふ
る
さ
と
納
税
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

は
、
本
市
の
話
題
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
最
新
情
報
な

ど
を
毎
日
発
信
し
て
い
ま
す
。
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
の
申
し
込
み
が
簡
単
で
す
。
寄
附

金
の
支
払
い
は
、
①
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
②
納

付
書
払
い
③
現
金
書
留
④
直
接
窓
口
へ
持
参
、
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

　
寄
附
金
の
使
い
道
は
、
次
の
５
つ
か
ら
選
ん
で
指

定
で
き
ま
す
。

①
子
ど
も
の
未
来
づ
く
り

②
健
康
都
市
づ
く
り

③
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

④
や
さ
し
い
ふ
る
さ
と
環
境
づ
く
り

⑤
市
長
が
特
に
認
め
る
「
八
代
元
気
づ
く
り
」

・
平
成
26
年
度
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
や
薬
物

乱
用
防
止
教
室
の
開
催
な
ど
４
事
業
に
約
３
１
０
万

　
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

・
平
成
27
年
度
は
、
教
育
振
興
事
業
や
豊
か
な
心
を

育
む
た
め
の
講
演
会
実
施
事
業
な
ど
９
事
業
に
約

　
３
９
０
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

・
平
成
28
年
度
は
、
乳
幼
児
健
康
支
援
事
業
や
教
材

充
実
事
業
（
中
学
校
）な
ど
11
事
業
に
約
５
２
６
５

　
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

【facebook】 【市ホームページ】【ふるさとチョイス】

寄
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の
手
続
き

寄
附
金
の
活
用

活
用
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業
の
紹
介

S
N
S
を
活
用
し
て
情
報
発
信
中

ふ
る
さ
と
納
税 

制
度
と
は
？

返礼品は
　100種類を

超えて、

　　　　　　
　随時追加中

ク
に
「
い
い
ね
」
を
し
て
、
身
近
な
人
や
市
外
の
人

と
、“
や
っ
ち
ろ
”
の
情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
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や
つ
し
ろ
で
働
く
。

特集　若者の雇用促進について
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９
５
５
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。
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少
社
会
の
行
く
末

八
代
市
の
就
職
事
情

学
生
の
思
い

若
者
の
地
元
就
職
を
応
援
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八代圏域雇用促進センター

事務局長　木村健一郎さん

何事にも前向きに挑戦してほしい

◆八代圏域雇用促進センター　☎37-8772
　清水町2-94　八代職業訓練校内
と　き　月〜金曜日　午前９時〜午後６時

　本市と商工会議所、商工会が設立時社員と
なり発足。センターでは、八代圏域企業の魅
力発信や成長支援、八代圏域で就職したいと
いう若者の希望を叶えるため、域内外の学生
を対象としたインターンシップマッチング支
援などを行う。

近
年
は
新
規
就
職
者
の
離
職
率
が
高
い
こ
と

も
あ
り
、
全
国
的
に
人
手
不
足
が
進
ん
で

い
ま
す
。
大
企
業
も
地
方
か
ら
人
を
確
保
し
よ
う

と
奔
走
し
て
い
ま
す
。
八
代
市
に
お
い
て
高
校
卒

業
後
に
就
職
す
る
人
の
う
ち
、
市
内
に
残
る
の
は

３
割
未
満
で
す
。
市
外
に
出
て
行
っ
た
人
に
と
っ

て
は
、
八
代
市
が
魅
力
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
絶
対
的
価
値
判
断
で
魅
力
的
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
八
代
市
が
嫌
で
出
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
の

で
す
。
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
地
元
企
業
が
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
八
代
圏
域
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
地
元
企
業
の
魅
力

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
増
加
に
繋
げ
て

八
代
市
の
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
八
代
市
は
、
イ
ン
タ
ー
や
港
な
ど
の
交
通

網
が
充
実
し
て
お
り
、
事
業
を
行
う
に
は
向
い
て

い
る
環
境
で
す
。
ま
た
、
個
人
に
と
っ
て
も
住
み

や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
の
た

め
に
必
要
な
「
働
く
環
境
」
を
整
え
て
い
く
た
め

に
、
企
業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
い
企
業
の

成
長
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
方
の
企

業
だ
か
ら
で
き
な
い
で
は
な
く
、
企
業
の
事
業
を

い
か
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
と
い
う
競
争
意
識

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
の
企
業
で
も
都
市

部
の
企
業
と
同
じ
土
俵
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
ま

す
。
企
業
に
は
若
者
の
パ
ワ
ー
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
受
け
皿
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　若
者
に
は
、
何
事
に
も
前
向
き
に
挑
戦
し
て
ほ

し
い
で
す
。失
敗
を
恐
れ
て
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

失
敗
し
て
も
リ
カ
バ
リ
ー
が
利
く
の
で
、
ど
ん
ど

ん
挑
戦
し
て
可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
☎
33
３
７
５
６

　西
片
町
１
６
６
０
　八
代
地
域
振
興
局
１
階

　と
き
　月
～
金
曜
日
　午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　お
し
ご
と
そ
う
だ
ん
か
ふ
ぇ
☎
37
８
７
３
９

　大
手
町
２
－
１
－
13
－
２
Ｆ
　Ｂ
号

　と
き
　火
～
土
曜
日
　午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
八
代
市
職
業
相
談
室
☎
34
２
３
５
４

　日
置
町
６
９
２
－
１
　サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
内

　と
き
　月
～
金
曜
日
　午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　（第
２
月
曜
日
を
除
く
）

◆
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
つ
し
ろ
☎
31
８
６
０
９

　清
水
町
２
－
67

　と
き
　月
～
金
曜
日

　
　
　
　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

特集　若者の雇用促進について

あ
な
た
の
「
働
き
た
い
」
を
応
援
し
ま
す

　就
職
先
を
決
め
る
こ
と
は
大
き
な
決
断
で
す
。

　少
し
視
野
を
広
げ
て
見
る
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
新
し
い
可
能
性
も
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
収
集
の
機
会
や
相
談
す
る
場
を
有
効
に
活

用
し
、「
や
つ
し
ろ
で
働
く
」
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　本
市
で
は
、
若
者
が
働
き
た
い
と
思
う
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
八
代
の
将
来
を

担
う
若
者
の
地
元
就
職
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
未
来
は
や
つ
し
ろ
の
未
来
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ハローワーク八代
所長　岡田　新一さん

八代工業高校　機械科3年

笹本　怜
れん

志
し

郎
ろう

さん

企業を知ってもらう機会を増やしていきたい

地域貢献し、地元を盛り上げていきたい

　市内の求人は年々増加する一方で、企業では人手不足が進
んでいます。都市部と市内を比較すると、給料や福利厚生で
は見劣りすることが多いですが、生活する上で必要な費用は
抑えることができます。生活のしやすさや近くに家族や友人
がいる環境で暮らせることは八代で働く魅力のひとつです。
　市内にはたくさんの企業があり、その企業を知らずに市外
で働くという選択肢を選ぶのはもったいないと思います。た
くさんの情報を得た上でどこでどのような職業に就くのか
を考えてほしいです。
　ハローワークでは、初の取り組みとして高校生を対象と
した企業との意見交換会を12月11日㈪に予定しています。
皆さんの参加をお待ちしています。

　昔から八代が好きで、将来は八代市内で働くことをとおし
て地域貢献をしたいと思っていました。中学の時にエンジン
についての番組を見たことがきっかけで、エンジンに携わる
仕事に就きたいと思いました。高校では就職を意識し、原動
機の授業に力を入れて勉強し、企業が作っている船外機の違
いなども自分で調べました。
　周りの友人は市外就職希望の人が多いですが、できること
ならば、いつかまた八代に戻ってきて、一緒に八代を盛り上
げてくれると嬉しいです。
　来春からは社会人になるので、後輩たちのお手本になるよ
うに頑張っていきたいです。後輩たちにも自分の夢を追いか
けて叶えてほしいです。

就
職
を
希
望
す
る
学
生
、
働
き
始
め
た
社
会
人
、
就
職
を
支
援
す
る
３
つ
の
立
場
か
ら
八
代
で
働
く
こ
と
を
選
ん
だ
理
由
や
八
代
市
の
就
職
事
情
な
ど
に
つ
い
て
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。

特集　若者の雇用促進について

安心感があり、働きやすい環境
　慣れ親しんだ地元で働きたいとの思いから高校卒業後、市
内に就職することに決めました。会社を選ぶ際には、実際に
日本製紙で働いている人の声を聞いて参考にしました。
　実際に働いてみて、仕事での悩みなどを相談できる友人や
仲間が身近にいる安心感があり、働きやすい環境と感じてい
ます。また、親にとっても地元に残ることが嬉しいという気
持ちが大きく、安心してもらえたので、親孝行もできたので
はないかと思っています。
　現在、紙を製造する機械から出る排水を川に放流できるよ
うに浄化する排水処理を主に担当しています。環境規制値内
に収める責任のある仕事なので、今後円滑に仕事を進めてい
けるように技術を一日も早く習得していきたいです。

日本製紙　八代工場

平川　太一さん（21歳）
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。
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11
月
23
日
㈷ 

午
前
７
時
30
分
～

お
上の

ぼ

り
　
　行
列

P

P

P

P

八代駅

新
八
代
駅

新
八
代
駅

塩屋八幡宮（出発）
7:30  神 幸 行 列 出 発
8:00  亀蛇・飾馬 砥崎河原（演舞）

12:30  獅子舞
13:10  花　奴
　　　［行列順に演舞］
14:15  亀　蛇
14:30  飾　馬

※桟敷席・マス席（有料）

新八代駅、県地域振興局、球磨川河川緑地から
シャトルバスを運行します。（8:00～18:00）
雨天などの事情で一部の神幸行列が中止となる場合、
本町アーケード街で笠鉾などを展示し、近くに臨時
バス停を設置します。　※有料　片道200円／人

本町札の辻
19:30  獅子舞

妙見中宮
14:30  神輿・神馬・獅子舞

八代神社（妙見宮）
11:00  神輿到着
11:15  獅子舞
　～12:15 （境内および神社前）

宮地小学校グラウンド

10:00 ～ 16:00  妙見座
 （八代の食と物産フェア）
11:00 ～ 12:30  
笠鉾・亀蛇・木馬・籠を展示
13:00
神幸行列が砥崎河原へ出発

八代駅前（演舞）
  9:00  子供獅子・子供奴
  　　　［行列順に演舞］
10:20  亀蛇・飾馬
　～11:30
※桟敷席（有料・ハートフルゾーン）

ハーモニーホール（演舞）
8:30  行列先頭到着
　　　［行列順に演舞］

※ハートフルゾーン
9:15  亀蛇・飾馬

球磨川河川緑地

球磨川

本庁仮設庁舎

日本製紙グラウンド

追分三差路

追分三差路

県地域振興局

八代 IC

至熊本

御夜会場

神幸行列経路
シャトルバス運行経路

雨天時のシャトルバス運行経路
臨時駐車場

シャトルバスバス停

雨天時のシャトルバス運行経路

シャトルバスバス停

）地緑川河川磨球 ～ 停スバ時臨分追 ～ 局興振域地県 ～ ）口東（駅代八新（ 

お上り見どころマップ

（総合案内・実施本部）

新八代駅
（東口）

■
神
幸
行
列
　

　
　
40
の
出
し
物
１
７
０
０
人
が
塩
屋
八
幡
宮
か
ら

　
　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）・
砥
崎
河
原
ま
で
、
約

　
　 

６
㎞
を
練
り
歩
き
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト

そ
の
１

　塩
屋
八
幡
宮
（
出
発
）

　
　
　
　
７
時
30
分
に
神
幸
行
列
が
出
発
し
ま
す
。

　
　
　
　
塩
屋
八
幡
宮
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
街
へ
向
か

　
　
　
　
う
途
中
は
、
行
列
を
最
も
近
く
で
見
る
こ

　
　
　
　
と
が
で
き
る
場
所
の
１
つ
で
す
。

そ
の
２

　八
代
駅
前

　
　
　
　
臨
時
演
舞
場
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子
供

　
　
　
　
獅
子
を
ス
タ
ー
ト
に
、
神
幸
行
列
が
順
に

　
　
　
　
演
舞
を
行
い
ま
す
。
亀
蛇
の
演
舞
や
馬
追

　
　
　
　
い
な
ど
の
迫
力
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が

　
　
　
　
で
き
ま
す
。

そ
の
３

　宮
地
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
９
基
の
笠
鉾
が
展
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
飾
り
や
水
引
幕
の
刺
繍
、
細
工
な
ど
を

　
　
　
　
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
亀
蛇
や
木
馬
、
籠
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
４

　砥
崎
河
原

　
　
　
　
メ
イ
ン
の
演
舞
会
場
。
客
席
ま
で
乗
り
込

　
　
　
　
む
亀
蛇
や
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
馬
追
い
を

　
　
　
　
見
る
こ
と
が
で
き
、歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

23
日
の
交
通
規
制

　
　
　
　
　
　

塩
屋
八
幡
宮
付
近
　
午
前
６
時
30
分
～

　
建
馬
町
交
差
点
➡
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
方
面
は
車
両

　
進
入
禁
止

本
町
一
丁
目
付
近
　
午
前
７
時
30
分
～

　
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
方
面
へ
は
車
両
進
入
禁
止

大
手
町
～
八
代
駅
前
付
近

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

　
大
手
町
交
差
点
➡
八
代
駅
前
演
舞
会
場
へ
は
車
両

　
進
入
禁
止

宮
地
付
近
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
周
辺
は
車
両
進
入
禁
止

　
国
道
３
号
追
分
バ
ス
停
～
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）

　
の
県
道
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時
車
両
進
入
禁
止

　（
一
部
は
午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

砥崎河原（右岸側の一部）に
バスツアー専用観覧席を設置します
　八代妙見祭当日、砥崎河原右岸側の一部に熊本地
震復興応援バスツアー専用観覧席を設置します。設置
区域内の一般観覧や事前の場所取りは遠慮ください。

　　

問合せ　観光振興課　☎33–4115
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現
代
に
よ
み
が
え
る
・
・
・
時
代
絵
巻
「
神
幸
行
列
」

　
　３
８
０
年
の
歴
史
を
も
つ
八
代
妙
見
祭
の
神
幸

　行
列
は
、
絢
爛
豪
華
な
笠
鉾
や
神
輿
、
亀
蛇
や
獅

　子
な
ど
40
の
出
し
物
が
あ
り
、
約
１
７
０
０
人
が

　列
を
連
ね
て
練
り
歩
き
ま
す
。
19
世
紀
初
頭
に
当

　時
の
祭
り
の
様
子
が
描
か
れ
た
絵
巻
が
現
存
し
て

　お
り
、
現
在
の
行
列
は
そ
れ
を
忠
実
に
再
現
さ
れ

　て
い
ま
す
。

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
に

　
　平
成
28
年
12
月
、「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」

　は
全
国
32
の
祭
り
と
と
も
に
「
山
・
鉾
・
屋
台
行

　事
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

　れ
、
世
界
の
宝
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら

　を
保
存
・
継
承
に
努
め
、
守
り
続
け
る
こ
と
が
大   

　切
で
す
。

八
代

妙
見
祭

お
下
り

お
上
り

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

　
　国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

11
月
22
日
㈬

午
後
２
時

八
代
神
社
発

午
前
７
時
30
分

塩
屋
八
幡
宮
発

11
月
23
日
㈷

11
月
22
日
㈬

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

 

御ご

夜や

妙
見
祭
の
１
ヵ
月

（
11
月
１
日
～
12
月
１
日
）

11
月
１
日
㈬  

正
午  

注し
め
お
ろ
し

連
卸

　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
に
納
め
て
い
た
獅
子

頭
の
封
印
を
解
き
、
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

11
日
㈯  

午
前
７
時   

馬う
ま
ぞ
ろ揃

い

　
八
代
神
社
で
そ
の
年
に
奉
納
さ
れ
る
飾
馬
の

計
測
と
お
は
ら
い
を
し
ま
す
。

15
日
㈬  

午
前
11
時

　浅
井
神
社
大
祭

　
七
五
三
で
も
有
名
な
浅
井
神
社
（
八
王
社
）

の
祭
り
で
、
獅
子
舞
と
神
馬
を
奉
納
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
松
浜
軒
の
庭
園
で
も
獅
子
舞
が

見
ら
れ
ま
す
。

18
日
㈯  

午
前
11
時   

中
宮
祭

　砥
崎
河
原
上
流
の
妙
見
中
宮
で
祭
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

22
日
㈬  

午
後
２
時

　行
列（
お
下
り
）

　
神
輿
と
神
馬
の
一
行
が
八
代
神
社
か
ら
塩
屋

八
幡
宮
ま
で
行
列
を
行
い
ま
す
。

23
日
㈷  

午
前
７
時
30
分

　

 

行
列（
お
上
り
）

　
塩
屋
八
幡
宮
か
ら
八
代
神
社
に
向
け
て
出
発

し
ま
す
。

12
月
１
日
㈮  

午
前
11
時   

注し
め
お
さ
め

連
納

　
封
印
し
た
獅
子
頭
を
神
社
に
納
め
、
ま
た
翌

年
の
神
馬
奉
納
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
一
帯
に
出
し
物
が
勢
ぞ
ろ
い
し

ま
す
。
９
つ
の
笠
鉾
や
亀
蛇
、
獅
子
な
ど
の
展
示
の

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
御
夜
茶
会
（
肥
後
古
流
）

　
午
後
５
時
30
分
～
　
限
定
２
０
０
席
程
度
　
無
料

　
　
　
　
　
　
　（
本
町
一
丁
目
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
衆
）

■
雅
太
鼓
（
秀
岳
館
高
等
学
校
　和
太
鼓
部
）

　
午
後
５
時
30
分
～（
本
町
二
丁
目
　
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

■
笠
鉾
御
朱
印
め
ぐ
り

　
午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

　
各
笠
鉾
の
陣
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
デ
ザ
　

　
イ
ン
の
御
朱
印
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
御
朱
印
帳
…
１
冊
５
０
０
円

　
各
笠
鉾
展
示
場
所
な
ど
で
販
売

■
子
供
能

　
午
後
７
時
～
（
本
町
二
丁
目
　

イ
ベ
ン
ト
広
場
）

■
武
者
ん
よ
か
コ
ン
テ
ス
ト

　
午
後
７
時
～
（
本
町
一
丁
目
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
前
）

■
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
午
後
７
時
～
８
時
20
分

　
市
内
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
の
う
ち
４

　
団
体
に
よ
る
披
露
。

　
演
目
　
植
柳
の
盆
踊
（
植
柳
地
区
）・
植
柳
棒
踊

　
り
（
植
柳
地
区
）・
箱
石
雨
乞
い
踊
り
（
東
陽
町
）・

　
女
相
撲
（
千
丁
町
）

　
本
町
二
丁
目
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
本
町
二
丁
目
宗
弘
駐

　
車
場
（
旧
肥
後
銀
行
八
代
支
店
）
の
２
会
場
で
開
催

23
日
の
交
通
規
制
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11
月
23
日
㈷ 

午
前
７
時
30
分
～

お
上の

ぼ

り
　
　行
列

P

P

P

P

八代駅

新
八
代
駅

新
八
代
駅

塩屋八幡宮（出発）
7:30  神 幸 行 列 出 発
8:00  亀蛇・飾馬 砥崎河原（演舞）

12:30  獅子舞
13:10  花　奴
　　　［行列順に演舞］
14:15  亀　蛇
14:30  飾　馬

※桟敷席・マス席（有料）

新八代駅、県地域振興局、球磨川河川緑地から
シャトルバスを運行します。（8:00～18:00）
雨天などの事情で一部の神幸行列が中止となる場合、
本町アーケード街で笠鉾などを展示し、近くに臨時
バス停を設置します。　※有料　片道200円／人

本町札の辻
19:30  獅子舞

妙見中宮
14:30  神輿・神馬・獅子舞

八代神社（妙見宮）
11:00  神輿到着
11:15  獅子舞
　～12:15 （境内および神社前）

宮地小学校グラウンド

10:00 ～ 16:00  妙見座
 （八代の食と物産フェア）
11:00 ～ 12:30  
笠鉾・亀蛇・木馬・籠を展示
13:00
神幸行列が砥崎河原へ出発

八代駅前（演舞）
  9:00  子供獅子・子供奴
  　　　［行列順に演舞］
10:20  亀蛇・飾馬
　～11:30
※桟敷席（有料・ハートフルゾーン）

ハーモニーホール（演舞）
8:30  行列先頭到着
　　　［行列順に演舞］

※ハートフルゾーン
9:15  亀蛇・飾馬

球磨川河川緑地

球磨川

本庁仮設庁舎

日本製紙グラウンド

追分三差路

追分三差路

県地域振興局

八代 IC

至熊本

御夜会場

神幸行列経路
シャトルバス運行経路

雨天時のシャトルバス運行経路
臨時駐車場

シャトルバスバス停

雨天時のシャトルバス運行経路

シャトルバスバス停

）地緑川河川磨球 ～ 停スバ時臨分追 ～ 局興振域地県 ～ ）口東（駅代八新（ 

お上り見どころマップ

（総合案内・実施本部）

新八代駅
（東口）

■
神
幸
行
列
　

　
　
40
の
出
し
物
１
７
０
０
人
が
塩
屋
八
幡
宮
か
ら

　
　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）・
砥
崎
河
原
ま
で
、
約

　
　 

６
㎞
を
練
り
歩
き
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト

そ
の
１

　塩
屋
八
幡
宮
（
出
発
）

　
　
　
　
７
時
30
分
に
神
幸
行
列
が
出
発
し
ま
す
。

　
　
　
　
塩
屋
八
幡
宮
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
街
へ
向
か

　
　
　
　
う
途
中
は
、
行
列
を
最
も
近
く
で
見
る
こ

　
　
　
　
と
が
で
き
る
場
所
の
１
つ
で
す
。

そ
の
２

　八
代
駅
前

　
　
　
　
臨
時
演
舞
場
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子
供

　
　
　
　
獅
子
を
ス
タ
ー
ト
に
、
神
幸
行
列
が
順
に

　
　
　
　
演
舞
を
行
い
ま
す
。
亀
蛇
の
演
舞
や
馬
追

　
　
　
　
い
な
ど
の
迫
力
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が

　
　
　
　
で
き
ま
す
。

そ
の
３

　宮
地
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
９
基
の
笠
鉾
が
展
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
飾
り
や
水
引
幕
の
刺
繍
、
細
工
な
ど
を

　
　
　
　
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
亀
蛇
や
木
馬
、
籠
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
４

　砥
崎
河
原

　
　
　
　
メ
イ
ン
の
演
舞
会
場
。
客
席
ま
で
乗
り
込

　
　
　
　
む
亀
蛇
や
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
馬
追
い
を

　
　
　
　
見
る
こ
と
が
で
き
、歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

23
日
の
交
通
規
制

　
　
　
　
　
　

塩
屋
八
幡
宮
付
近
　
午
前
６
時
30
分
～

　
建
馬
町
交
差
点
➡
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
方
面
は
車
両

　
進
入
禁
止

本
町
一
丁
目
付
近
　
午
前
７
時
30
分
～

　
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
方
面
へ
は
車
両
進
入
禁
止

大
手
町
～
八
代
駅
前
付
近

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

　
大
手
町
交
差
点
➡
八
代
駅
前
演
舞
会
場
へ
は
車
両

　
進
入
禁
止

宮
地
付
近
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
周
辺
は
車
両
進
入
禁
止

　
国
道
３
号
追
分
バ
ス
停
～
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）

　
の
県
道
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時
車
両
進
入
禁
止

　（
一
部
は
午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

砥崎河原（右岸側の一部）に
バスツアー専用観覧席を設置します
　八代妙見祭当日、砥崎河原右岸側の一部に熊本地
震復興応援バスツアー専用観覧席を設置します。設置
区域内の一般観覧や事前の場所取りは遠慮ください。

　　

問合せ　観光振興課　☎33–4115
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１
獅
子

２
花
奴

３
木
馬

４
鉄
砲

５
毛
槍

８
笠
鉾
菊
慈
童

15
阿
須
波
神

22
対
の
槍

29
斎
主

９
神
馬

16
火
王・水
王・風
王

23
御
太
刀

30
笠
鉾
本
蝶
蕪

10
神
馬
奉
行

17
奏
楽
大
太
鼓

24
神
輿

31
笠
鉾
蘇
鉄

36
笠
鉾
松

11
甲
冑
武
者

18
奏
楽

25
長
刀

32
笠
鉾
西
王
母

37
笠
鉾
迦
陵
頻
伽

12
大
麻

19
四
神
旗

26
紫
翳

33
笠
鉾
猩
々

38
流
鏑
馬

６
白
和
幣

13
大
太
鼓

14
神
官

20
紙
幣

21
弓
矢

27
菅
翳

28
立
傘

34
笠
鉾
蜜
柑

35
笠
鉾
恵
比
須

39
亀
蛇（
ガ
メ
）

40
飾
馬（
花
馬
）

７
籠

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定
記
念

36 

笠か
さ
ぼ
こ鉾

　
松ま

つ

　

　
松
は
謡
曲
「
老
松
」
や
「
高
砂
」

に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
７
６
４
年
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
こ
の
頃
の
平
河
原
町
の
笠
鉾

は
「
孔
雀
」
で
、
１
８
０
０
年
代

に
「
松
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

平
河
原
町
笠
鉾
松
保
存
会

　
　
　
　
　
　浅
野

　幸
一
郎
さ
ん

　
今
後
は
妙
見
祭
を
い
か
に
維
持

し
て
い
く
か
、
50
年
後
、
１
０
０

年
後
の
後
世
に
残
し
て
い
く
か
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
八

代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
に
な
る
の

で
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
　

37 

笠
鉾

　
迦か

り
ょ
う
び
ん
が

陵
頻
伽

　
迦
陵
頻
伽
は
、
上
半
身
は
人
、

下
半
身
は
鳥
の
姿
を
し
た
想
像
上

の
生
物
で
す
。
謡
曲
「
羽
衣
」
に

も
登
場
し
、
こ
の
世
が
極
楽
世
界

さ
な
が
ら
で
あ
る
こ
と
を
祝
っ
た

も
の
で
す
。

塩
屋
町
笠
鉾
迦
陵
頻
伽
保
存
会

　

　
　
　
　
　
　小
林

　信
介
さ
ん
　

　
３
年
前
か
ら
八
代
小
で
公
開
寒か

ん

干ぼ
し

を
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、

引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
外
部
か
ら
の

視
線
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
意

識
し
て
参
加
し
た
い
で
す
。

38 

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬　

　

流
鏑
馬
神
事
に
出
場
す
る
射
手

は
鬼き

め
ん
あ
や
ひ
が
さ

面
綾
檜
笠
を
被
り
ま
す
。左

腕
に
は
各
射
手
の
家
紋
が
金
糸
で

縫
い
取
ら
れ
た
射い

ご

て
籠
手
を
つ
け
、

腰
に
は
鹿
の
夏
毛
で
作
ら
れ
た

行む
か
ば
き縢

を
履
き
ま
す
。

八
代
妙
見
祭
流
鏑
馬
保
存
会

　

　
　
　
　
　
　
鬼
塚

　千
弘
さ
ん

　
４
年
前
に
１
３
０
年
ぶ
り
の
復

活
を
成
し
遂
げ
た
流
鏑
馬
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
海
外
か
ら
の
観
光
客

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。　

　
熊
本
県
民
の
宝
で
あ
る
妙
見
祭

を
今
後
も
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

39 

亀き

　
蛇だ

　
亀
蛇
は
亀
と
蛇
が
合
体
し
た
想

像
上
の
動
物
で
す
。
そ
の
昔
、
妙

見
神
が
亀
蛇
に
乗
っ
て
海
を
渡
っ

て
き
た
と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
町
亀
蛇
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　志
垣

　明
生
さ
ん

　
亀
蛇
を
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
市

民
の
人
が
い
て
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、そ
れ
に
恥
じ
な
い
よ
う
な

振
る
舞
い
を
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

の
で
ま
ず
は
日
本
全
国
、そ
し
て

世
界
中
の
人
に
見
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
な
祭
り
に
し
た
い
で
す
。

40 

飾か
ざ
り　

馬う
ま

　

　
近
年
で
は
高
校
の
同
窓
会
や
地

区
の
団
体
な
ど
の
花
馬
好
き
が
集

ま
り
奉
納
し
て
い
ま
す
。
各
団
体

で
10
月
頃
か
ら
馬
主
の
牧
場
な
ど

で
馬
の
世
話
を
し
、
人
馬
一
体
と

な
る
よ
う
馬
追
い
の
練
習
を
行

い
、
安
全
に
奉
納
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

八は
っ
せ
い
か
い

青
會

　
　
　
　村
上

　浩こ
う
す
け亮

さ
ん

　
一
番
は
妙
見
祭
を
楽
し
む
こ
と
。

け
が
を
す
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で

楽
し
む
こ
と
を
毎
年
の
目
標
と
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。
今
年
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
初
め
て
の
妙
見
祭
な
の
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
40
あ
る
出
し
物
と
祭
り
を
彩
る
人
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。
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■
妙
見
祭
笠
鉾
特
別
展
示

　
　11
月
12
日
㈰
～
22
日
㈬（
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

　
12
日
㈰
か
ら
笠
鉾
（
蜜
柑
、
恵
比
須
、
迦
陵
頻
伽
）

　
を
、
13
日
㈪
か
ら
笠
鉾
本
蝶
蕪
を
、
19
日
㈰
か
ら

　
笠
鉾
（
菊
慈
童
、
蘇
鉄
、
西
王
母
、
猩
々
、
松
）

　
が
加
わ
り
９
基
す
べ
て
を
展
示
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
同
期
間
中
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
衆
（
本
町
一

　
丁
目
）
に
総
合
案
内
所
を
設
置
。
や
つ
し
ろ
観
光

　
ガ
イ
ド
協
会
が
八
代
妙
見
祭
の
紹
介
を
し
ま
す
。

■
笠
鉾
組
立
見
学
ツ
ア
ー
　〈参
加
無
料
〉

　
　11
月
19
日
㈰
　
　

　
受
　付
　
午
前
８
時
45
分
～
　
　

　
見
　学
　
午
前
９
時
～
正
午

　
集
合
場
所
　
本
庁
仮
設
庁
舎
駐
車
場

　
定
　員
　
20
人
程
度

　申
込
み
・
問
合
せ

　
　　
　
　
文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

　
妙
見
祭
の
由
来
や
各
出
し
物
の
紹
介
を
は
じ
め
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
妙
見
祭
の
１
カ
月
間
の
行

事
日
程
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
物
は
全
長

40
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
妙
見
宮
祭
礼
絵
巻
の
縮
小
版
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た

神
幸
行
列
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

桟
敷
席 

販
売
中 

　
　お

上
り（
11
月
23
日
）

 

八
代
妙
見
祭

　ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　

（
２
０
０
円
） 

 
関
連
行
事

八代妙見祭ホームページ

http://www.myouken.com/

参加者・ボランティアスタッフ
募集

砥
崎
河
原
マ
ス
席
　
※
１
マ
ス
６
人
ま
で
可

　
前
列 

２
万
４
０
０
０
円
　
中
列 

１
万
８
０
０
０
円

　
後
列 

１
万
５
０
０
０
円
　

八
代
駅
前
　（
１
６
８
席
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
ー
ト
フ
ル
ゾ
ー
ン
８
席
）

　
１
席 

２
０
０
０
円
　

販
売
・
問
合
せ

　
八
代
商
工
会
議
所
☎
32
６
１
９
１

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ハ
ー
ト
フ
ル
ゾ
ー
ン
（
無
料
）

　
車
い
す
利
用
者
（
介
助
者
１
人
含
む
）
優
先
エ
リ

ア
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
ち
び
っ
こ
妙
見
祭

　
　
11
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
一
帯
）

　
　
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
し
た
子
ど
も
に
よ

　
る
妙
見
祭
。

　
・
ち
び
っ
こ
行
列
、
が
め
さ
ん
ダ
ン
ス
、
ポ

　
　
ニ
ー
乗
馬
体
験
、
地
域
伝
統
芸
能
披
露

　
　（
日
本
民
謡
、
神
楽
巫
女
舞
）、
ヤ
ッ
チ
ロ

　
　
イ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

　
　
注
連
縄
作
り
、
オ
リ
ガ
メ
作
り
ほ
か
。

　
・
午
前
10
時
30
分
頃
く
ま
モ
ン
来
場
予
定
。

　
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
皆
で
が
め
さ
ん
ダ
ン
ス
を

　
　
踊
ろ
う「
が
め
さ
ん
ダ
ン
ス
カ
ー
ニ
バ
ル
」

　
　
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
１
３
０
人
が
参
加
。

　
　
　
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
※
妙
見
座
（
フ
ー
ド
コ
ー
ト
）、
本
町
マ
ル

　
　
シ
ェ
、
彦
一
商
店
街
も
同
時
開
催

八代妙見祭フォトコンテスト
題  　材  ：今年の八代妙見祭期間中（11/1～12/1）の
　　　　　行事や風景など　　　  ※ 1人3作品まで
応募締切：12月４日㈪　当日消印有効
結果発表：12月中旬
賞：グ ラ ン プ リ　1点    賞金10万円・賞状・副賞
　　準グランプリ　1点    賞金  5万円・賞状・副賞
　　部門賞　 10点程度　 賞状・副賞
提出先：〒 866-0844 旭中央通 3-11　ＴＳビル 3 階
　　八代妙見祭保存振興会（事務取次  文化振興課）
　　『八代妙見祭フォトコンテスト』係
※ドローンによる撮影は禁止です。

参加条件：20 歳以上の人
活　動　日：11 月 12 日㈰ちびっこ妙見祭
　　　　　11 月 22 日㈬御夜
　　　　　11 月 23 日㈷八代妙見祭（お上り）ほか
申込期限：11 月５日㈰
詳細は、八代妙見祭ホームページをご覧ください。

【完売
】

【完売
】【完売

】

八代妙見祭ホームページ
　http://www.myouken.com
　※ 23 日㈷は砥崎河原からライブ中継あり
　（午後 0 時 15 分から）
八代妙見祭 facebook　
　http://www.facebook.com/myokensai
 砥崎河原から実況ラジオ
　エフエムやつしろ　76.5MHz
　※インターネットサイマルラジオでも配信
問合せ　八代妙見祭保存振興会
　　　　（事務取次 文化振興課）
　　　　☎070-5819-8246
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１
獅
子

２
花
奴

３
木
馬

４
鉄
砲

５
毛
槍

８
笠
鉾
菊
慈
童

15
阿
須
波
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22
対
の
槍

29
斎
主

９
神
馬

16
火
王・水
王・風
王

23
御
太
刀

30
笠
鉾
本
蝶
蕪

10
神
馬
奉
行

17
奏
楽
大
太
鼓

24
神
輿

31
笠
鉾
蘇
鉄

36
笠
鉾
松

11
甲
冑
武
者

18
奏
楽

25
長
刀

32
笠
鉾
西
王
母

37
笠
鉾
迦
陵
頻
伽

12
大
麻

19
四
神
旗

26
紫
翳

33
笠
鉾
猩
々

38
流
鏑
馬

６
白
和
幣

13
大
太
鼓

14
神
官

20
紙
幣

21
弓
矢

27
菅
翳

28
立
傘

34
笠
鉾
蜜
柑

35
笠
鉾
恵
比
須

39
亀
蛇（
ガ
メ
）

40
飾
馬（
花
馬
）

７
籠

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定
記
念

36 

笠か
さ
ぼ
こ鉾

　
松ま

つ

　

　
松
は
謡
曲
「
老
松
」
や
「
高
砂
」

に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
７
６
４
年
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
こ
の
頃
の
平
河
原
町
の
笠
鉾

は
「
孔
雀
」
で
、
１
８
０
０
年
代

に
「
松
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

平
河
原
町
笠
鉾
松
保
存
会

　
　
　
　
　
　浅
野

　幸
一
郎
さ
ん

　
今
後
は
妙
見
祭
を
い
か
に
維
持

し
て
い
く
か
、
50
年
後
、
１
０
０

年
後
の
後
世
に
残
し
て
い
く
か
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
八

代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
に
な
る
の

で
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
　

37 

笠
鉾

　
迦か

り
ょ
う
び
ん
が

陵
頻
伽

　
迦
陵
頻
伽
は
、
上
半
身
は
人
、

下
半
身
は
鳥
の
姿
を
し
た
想
像
上

の
生
物
で
す
。
謡
曲
「
羽
衣
」
に

も
登
場
し
、
こ
の
世
が
極
楽
世
界

さ
な
が
ら
で
あ
る
こ
と
を
祝
っ
た

も
の
で
す
。

塩
屋
町
笠
鉾
迦
陵
頻
伽
保
存
会

　

　
　
　
　
　
　小
林

　信
介
さ
ん
　

　
３
年
前
か
ら
八
代
小
で
公
開
寒か

ん

干ぼ
し

を
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、

引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
外
部
か
ら
の

視
線
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
意

識
し
て
参
加
し
た
い
で
す
。

38 

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬　

　

流
鏑
馬
神
事
に
出
場
す
る
射
手

は
鬼き

め
ん
あ
や
ひ
が
さ

面
綾
檜
笠
を
被
り
ま
す
。左

腕
に
は
各
射
手
の
家
紋
が
金
糸
で

縫
い
取
ら
れ
た
射い

ご

て
籠
手
を
つ
け
、

腰
に
は
鹿
の
夏
毛
で
作
ら
れ
た

行む
か
ば
き縢

を
履
き
ま
す
。

八
代
妙
見
祭
流
鏑
馬
保
存
会

　

　
　
　
　
　
　
鬼
塚

　千
弘
さ
ん

　
４
年
前
に
１
３
０
年
ぶ
り
の
復

活
を
成
し
遂
げ
た
流
鏑
馬
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
海
外
か
ら
の
観
光
客

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。　

　
熊
本
県
民
の
宝
で
あ
る
妙
見
祭

を
今
後
も
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

39 

亀き

　
蛇だ

　
亀
蛇
は
亀
と
蛇
が
合
体
し
た
想

像
上
の
動
物
で
す
。
そ
の
昔
、
妙

見
神
が
亀
蛇
に
乗
っ
て
海
を
渡
っ

て
き
た
と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
町
亀
蛇
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　志
垣

　明
生
さ
ん

　
亀
蛇
を
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
市

民
の
人
が
い
て
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、そ
れ
に
恥
じ
な
い
よ
う
な

振
る
舞
い
を
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

の
で
ま
ず
は
日
本
全
国
、そ
し
て

世
界
中
の
人
に
見
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
な
祭
り
に
し
た
い
で
す
。

40 

飾か
ざ
り　

馬う
ま

　

　
近
年
で
は
高
校
の
同
窓
会
や
地

区
の
団
体
な
ど
の
花
馬
好
き
が
集

ま
り
奉
納
し
て
い
ま
す
。
各
団
体

で
10
月
頃
か
ら
馬
主
の
牧
場
な
ど

で
馬
の
世
話
を
し
、
人
馬
一
体
と

な
る
よ
う
馬
追
い
の
練
習
を
行

い
、
安
全
に
奉
納
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

八は
っ
せ
い
か
い

青
會

　
　
　
　村
上

　浩こ
う
す
け亮

さ
ん

　
一
番
は
妙
見
祭
を
楽
し
む
こ
と
。

け
が
を
す
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で

楽
し
む
こ
と
を
毎
年
の
目
標
と
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。
今
年
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
初
め
て
の
妙
見
祭
な
の
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
40
あ
る
出
し
物
と
祭
り
を
彩
る
人
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。
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保
育
料
決
定
に
必
要
な
書
類

　
・
入
所
申
込
書

　
・
保
育
料
納
付
誓
約
書

　
・
父
母
の
雇
用
証
明
書
　
な
ど

　
　
子
ど
も
の
父
母
が
、
八
代
市
外
に
居
住
の
場
合

　
や
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
八
代
市
へ
転
入
さ

　
れ
た
人
は
、
平
成
29
年
度
課
税
台
帳
記
載
事
項
証

　
明
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
　

公立保育園 私立保育園 八代市　公私立保育園一覧表
施 設 名 定員 所 在 地 電話番号

郡
築

郡築しおかぜ 70 郡築６番町 81-3 37-0426
白 島 ぎ ん が 45 郡築２番町 110-3 37-0202
昭 和 60 昭和明徴町 834-7 37-2393

宮
地

宮 地 さ く ら 45 宮地町 33 32-3470
バ 　 ン 　 ビ 70 西宮町 1452 34-3514

日
奈
久

み 　 ず 　 ほ 70 日奈久大坪町3680-1 38-0462
天 真 50 日奈久上西町372-4 38-0505

二
見

二 見 中 央 50 二見下大野町131 38-9420
光 嶺 50 二見本町 982 38-9032

坂

本

あ 　 さ 　 ひ 50 坂本町鶴喰 2207-2 45-8736
川 岳 60 坂本町川嶽 2371-2 45-8305
真 愛 20 坂本町百済来上2718-1 45-8809
わ か あ ゆ 50 坂本町西部ろ243-10 45-3117

千

丁

千 丁 み ど り 120 千丁町新牟田1357-3 46-0088
あ け ぼ の 100 千丁町新牟田141-1 46-0126
和 晃 60 千丁町古閑出2211-3 46-2638

鏡

鏡 120 鏡町鏡村 190-4 52-0453
鏡 第 二 45 鏡町芝口 1-3 52-1267
北 新 地 海 音 60 鏡町北新地 709-3 53-9426
有 佐 80 鏡町中島 1344 52-0508
鏡 し ら ぬ い 55 鏡町野崎 542 53-9304
文 政 115 鏡町両出 65-2 52-1055
文 政 第 二 55 鏡町貝洲 826-1 53-9454
若 葉 70 鏡町下有佐 252 52-1398

東
陽

河 俣 25 東陽町河俣 2620 65-2267
太 陽 50 東陽町南 3100-1 65-2214

泉 下 岳 45 泉町下岳 1687 67-2527

施 設 名 定員 所 在 地 電話番号
代
陽

白 鷺 90 本町２丁目 3-46 35-1820
つ る ま る 140 横手町 1648 34-1003

八

代

ゆかり乳児 70 八幡町 1-51-2 35-3093
八代ひかり 240 新地町 1-18 33-5391
ひかり夜間 20 新地町 1-27-4 33-5390
パ ー ル 80 築添町 1625-1 35-5782

太
田
郷

太田郷ひびき 60 日置町 308 32-3374
く お ん 90 上片町 1549 32-3051
夕 葉 70 若草町 3-5 32-7746
か ら た ち 40 萩原町 1丁目 7-36 33-3722
た か ら 100 清水町 4-7 33-5502
八代ひまわり 90 井上町 330 34-7008
い ず み 90 植柳元町 5940 32-6067

麦

島

や す ら ぎ 60 古城町 2264-3 33-3538
キューピー 50 迎町２丁目 13-7 33-3395
八 代 白 梅 60 千反町１丁目 3-3 34-4501

松

高

杉 の 実 100 井揚町 2274 33-5503
し ら ぬ い 120 高小原町 1507-1 34-1002
八 代 双 葉 90 松崎町 453-4 32-3279

八
千
把

八 千 把 90 上野町 1268-2 35-7725
わ か み や 90 古閑中町 1356 35-3115
海 士 江 140 海士江町 3428 33-0343
わ ら び 140 田中西町 14-10 35-6388

高

田

高田あけぼの 60 本野町 522 32-3923
高 田 東 部 130 豊原上町 2920-2-4 32-4690
八代つくし 130 高下西町 2283 34-5308

金

剛

金剛みどり 60 高植本町 1609-2 32-5380
ひ の で 150 三江湖町 1427 35-9501
あ げ ま ち 90 揚町 35-2 35-6666

植柳

昭和

平成 29年 9月 1日現在

■
子
ど
も
の
父
母
の
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
決
定
し

　
ま
す
。

　
　
４
月
～
８
月
の
保
育
料
は
平
成
29
年
度
の
市
民

　
税
課
税
額
、
９
月
以
降
の
保
育
料
は
平
成
30
年
度

　
の
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
　
※
父
母
の
収
入
の
合
計
が
２
０
０
万
円
以
下
の
場
合
と
、

　
　
　

ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯
で
収
入
が
１
３
０
万
円
以
下

　
　
　

の
場
合
は
、
同
居
の
祖
父
母
な
ど
の
う
ち
、
家
計
の

　
　
　
中
心
と
な
る
人
１
人
分
の
課
税
内
容
を
加
算
し
ま
す
。

■
同
一
世
帯
か
ら
、
同
時
に
２
人
以
上
入
園
す
る
場

　
合
は
、
保
育
料
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

　
第
３
子
以
降
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
か
ら
収
入
約
３
６
０
万
円
未
満
相
当

　
の
ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯
・
多
子
世
帯
に
つ
い
て

　
は
、
保
育
料
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
・
ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯

　
　
第
１
子
軽
減
　
第
２
子
以
降
無
料

　
・
多
子
世
帯
　

　
　
第
１
子
全
額
　
第
２
子
半
額
　
第
３
子
以
降
無
料

　
※
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
　

　
　
ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯
　
市
町
村
民
税
所
得
割
合
算
額

　
　
が
７
万
７
１
０
１
円
未
満

　
　
多
子
世
帯
　
市
町
村
民
税
所
得
割
合
算
額
　
　

　
　
が
５
万
７
７
０
０
円
未
満

　
※
保
育
料
は
、
公
立
・
私
立
と
も
同
額
で
す
。

●
利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

　
　
子
ど
も
の
父
母
が
、平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、

　
八
代
市
内
に
居
住
の
場
合
、
課
税
台
帳
記
載
事
項

　
証
明
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
の
他
、
保
育
の
必
要
性
に
よ
っ
て
書
類
の
提

　
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　園の
情
報
を
提
供

　
　
各
保
育
園
の
保
育
時
間
や
定
員
、
延
長
保
育
な

　
ど
の
実
施
状
況
、
保
育
方
針
と
内
容
、
給
食
や
お

　
や
つ
、
病
児
の
対
応
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
位

　
置
図
な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

　
す
。
こ
ど
も
未
来
課
や
各
支
所
健
康
福
祉
地
域
事

　
務
所
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
の
で
、利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
市
の
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
や
つ
し
ろ

　
あ
っ
た
か
ね
っ
と
」
に
も
各
保
育
園
の
詳
し
い
情

　
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
を
希

　
望
す
る
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
必
ず
見
学
し
て
く

　
だ
さ
い
。

URL

：http://attaka.city.yatsushiro.kum
am
oto.jp/

　
在
園
児
の
場
合

　
　
現
在
、
保
育
園
に
入
園
中
で
、
来
年
度
も
継
続

　
し
て
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
保
育
園
入
園

　
継
続
届
」
が
必
要
で
す
。
来
年
度
か
ら
園
の
変
更

　
を
希
望
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

　
　
届
出
書
類
は
、
11
月
上
旬
に
在
園
中
の
保
育
園

　
で
配
付
し
ま
す
の
で
、
12
月
１
日
㈮
ま
で
に
、
同

　
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
途
中
の
入
園
申
し
込
み

　
　
申
込
書
の
提
出
は
、
入
園
希
望
月
の
前
月
20
日

　
が
締
切
日
で
す
。
20
日
が
土
日
・
祝
日
の
場
合
は
、

　
そ
の
前
の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
平
成
30
年
２
月
・
３
月
の
入
園
申
し

　
込
み
は
、平
成
30
年
１
月
19
日
㈮
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
出
産
や
入
院
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
場

　
合
を
除
き
ま
す
。
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●指数と選考基準
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平成30年度

保育園の入園申し込み
保育園入園申し込み
　受付期間　平成29年11月13㈪～12月8日㈮
　受付場所　こども未来課（本庁仮設庁舎東棟１階）、
　　　　　　各支所内健康福祉地域事務所、入園希望の保育園
※番号法施行に伴い、申込時に「マイナンバーの確認」と「本人確認」をします
　ので、「個人番号カード」または「通知カードや運転免許証などの本人確認書類」
　を持参ください。
《マイナンバーの確認が必要な人》
　子ども本人、父母、同居祖父母

　

子
ど
も
を
保
育
で
き
な
い
家
族
に
代
わ
っ
て
保

育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
０
歳
児
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
、
年
齢
と
個
々

の
発
達
に
応
じ
て
適
正
な
乳
幼
児
保
育
（
養
護
と
教

育
）
を
し
ま
す
。

　
父
母
の
就
労
時
間
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
保
育
時

間
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
理
由
に
つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
て
、
標

　
準
・
短
時
間
を
認
定
し
ま
す
。

※
保
育
標
準
時
間
・
短
時
間
を
越
え
て
保
育
が
必
要

　
な
場
合
は
、
原
則
と
し
て
延
長
保
育
で
の
対
応
と

　
な
り
ま
す
。

入園の要件（保育の必要性の認定 指　数
出　産 母が出産前後（入園期間は出産日の前後３か月） 10

虐待・ＤＶ 児童虐待やＤＶの恐れがあり、社会的養護が必要 10
就　労 父母の就労（常勤、臨時、パート、自営など） 10～６
就　学 父母が就学中 10～６

疾病・障がい 父母が病気や障がい 10～３
看護・介護 家族の看護や介護 10～３
災　害 被災し、復旧中 10～３
育児期間 入園児以外の児童を対象に育児休業中であり、引

き続き入園が必要 ５
求　職 求職活動中（入園期間３カ月以内） ３
その他 その他、市が保育を必要と認める場合 10～３

保育の優先順位（家庭の状況） 指　数
母子・父子世帯 15
社会的養護が必要（虐待・ＤＶなど） 10
育児休業からの復職 10
生活保護世帯 ５
兄弟姉妹が既に在園している ５
失業に伴う求職活動 ３
障がいを有している ３
その他（入園が望ましいと認められる世帯） ５

入園の選考と決定　
　定員を上回る入園希望がある場合は、上表の入園の要件と優先基準に
基づいて点数化し、指数の合計が高い子どもから優先的に入園決定を行
います。
※例・・入園の要件が「求職中」より「現在就労中」の家庭の子どもが
　　　　優先

問合せ　こども未来課　☎ 33-8721

保
育
園
と
は

保
育
時
間
の
認
定

（
標
準
時
間
、
短
時
間
の
認
定
）

 

 

保育標準時間

（最長１日11時間）

保育短時間
（最長１日８時間）

就労時間が月１２０時間未満

妊娠・出産

災害復旧
DVや虐待

就労時間が月１２０時間以上

求職活動中

育児休業中の継続利用

保育時間の認定

認定の手続きが必要です

子どもが満3歳以上で

幼稚園を希望する場合

1号認定：幼稚園、認定こども園

子どもが満3歳以上で

保育が必要な場合

２号認定：保育園、認定子ども園

子どもが満3歳未満で

保育が必要な場合

３号認定：保育園、認定こども園、

　　　　　　地域型保育

　保育園の利用を希望される場
合、各家庭の希望や状況に応じ
た認定が必要です。
　手続きは入園手続きと一緒に
行います。

P10-11（保育園）.indd   10 2017/10/20   9:42
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込
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２
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鏡 120 鏡町鏡村 190-4 52-0453
鏡 第 二 45 鏡町芝口 1-3 52-1267
北 新 地 海 音 60 鏡町北新地 709-3 53-9426
有 佐 80 鏡町中島 1344 52-0508
鏡 し ら ぬ い 55 鏡町野崎 542 53-9304
文 政 115 鏡町両出 65-2 52-1055
文 政 第 二 55 鏡町貝洲 826-1 53-9454
若 葉 70 鏡町下有佐 252 52-1398

東
陽

河 俣 25 東陽町河俣 2620 65-2267
太 陽 50 東陽町南 3100-1 65-2214

泉 下 岳 45 泉町下岳 1687 67-2527

施 設 名 定員 所 在 地 電話番号
代
陽

白 鷺 90 本町２丁目 3-46 35-1820
つ る ま る 140 横手町 1648 34-1003

八

代

ゆかり乳児 70 八幡町 1-51-2 35-3093
八代ひかり 240 新地町 1-18 33-5391
ひかり夜間 20 新地町 1-27-4 33-5390
パ ー ル 80 築添町 1625-1 35-5782

太
田
郷

太田郷ひびき 60 日置町 308 32-3374
く お ん 90 上片町 1549 32-3051
夕 葉 70 若草町 3-5 32-7746
か ら た ち 40 萩原町 1丁目 7-36 33-3722
た か ら 100 清水町 4-7 33-5502
八代ひまわり 90 井上町 330 34-7008
い ず み 90 植柳元町 5940 32-6067

麦

島

や す ら ぎ 60 古城町 2264-3 33-3538
キューピー 50 迎町２丁目 13-7 33-3395
八 代 白 梅 60 千反町１丁目 3-3 34-4501

松

高

杉 の 実 100 井揚町 2274 33-5503
し ら ぬ い 120 高小原町 1507-1 34-1002
八 代 双 葉 90 松崎町 453-4 32-3279

八
千
把

八 千 把 90 上野町 1268-2 35-7725
わ か み や 90 古閑中町 1356 35-3115
海 士 江 140 海士江町 3428 33-0343
わ ら び 140 田中西町 14-10 35-6388

高

田

高田あけぼの 60 本野町 522 32-3923
高 田 東 部 130 豊原上町 2920-2-4 32-4690
八代つくし 130 高下西町 2283 34-5308

金

剛

金剛みどり 60 高植本町 1609-2 32-5380
ひ の で 150 三江湖町 1427 35-9501
あ げ ま ち 90 揚町 35-2 35-6666

植柳

昭和

平成 29年 9月 1日現在

■
子
ど
も
の
父
母
の
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
決
定
し

　
ま
す
。

　
　
４
月
～
８
月
の
保
育
料
は
平
成
29
年
度
の
市
民

　
税
課
税
額
、
９
月
以
降
の
保
育
料
は
平
成
30
年
度

　
の
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
　
※
父
母
の
収
入
の
合
計
が
２
０
０
万
円
以
下
の
場
合
と
、

　
　
　

ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯
で
収
入
が
１
３
０
万
円
以
下

　
　
　

の
場
合
は
、
同
居
の
祖
父
母
な
ど
の
う
ち
、
家
計
の

　
　
　
中
心
と
な
る
人
１
人
分
の
課
税
内
容
を
加
算
し
ま
す
。

■
同
一
世
帯
か
ら
、
同
時
に
２
人
以
上
入
園
す
る
場

　
合
は
、
保
育
料
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

　
第
３
子
以
降
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
か
ら
収
入
約
３
６
０
万
円
未
満
相
当

　
の
ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯
・
多
子
世
帯
に
つ
い
て

　
は
、
保
育
料
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
・
ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯

　
　
第
１
子
軽
減
　
第
２
子
以
降
無
料

　
・
多
子
世
帯
　

　
　
第
１
子
全
額
　
第
２
子
半
額
　
第
３
子
以
降
無
料

　
※
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
　

　
　
ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯
　
市
町
村
民
税
所
得
割
合
算
額

　
　
が
７
万
７
１
０
１
円
未
満

　
　
多
子
世
帯
　
市
町
村
民
税
所
得
割
合
算
額
　
　

　
　
が
５
万
７
７
０
０
円
未
満

　
※
保
育
料
は
、
公
立
・
私
立
と
も
同
額
で
す
。

●
利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

　
　
子
ど
も
の
父
母
が
、平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、

　
八
代
市
内
に
居
住
の
場
合
、
課
税
台
帳
記
載
事
項

　
証
明
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
の
他
、
保
育
の
必
要
性
に
よ
っ
て
書
類
の
提

　
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　園の
情
報
を
提
供

　
　
各
保
育
園
の
保
育
時
間
や
定
員
、
延
長
保
育
な

　
ど
の
実
施
状
況
、
保
育
方
針
と
内
容
、
給
食
や
お

　
や
つ
、
病
児
の
対
応
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
位

　
置
図
な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

　
す
。
こ
ど
も
未
来
課
や
各
支
所
健
康
福
祉
地
域
事

　
務
所
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
の
で
、利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
市
の
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
や
つ
し
ろ

　
あ
っ
た
か
ね
っ
と
」
に
も
各
保
育
園
の
詳
し
い
情

　
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
を
希

　
望
す
る
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
必
ず
見
学
し
て
く

　
だ
さ
い
。

URL

：http://attaka.city.yatsushiro.kum
am
oto.jp/

　
在
園
児
の
場
合

　
　
現
在
、
保
育
園
に
入
園
中
で
、
来
年
度
も
継
続

　
し
て
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
保
育
園
入
園

　
継
続
届
」
が
必
要
で
す
。
来
年
度
か
ら
園
の
変
更

　
を
希
望
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

　
　
届
出
書
類
は
、
11
月
上
旬
に
在
園
中
の
保
育
園

　
で
配
付
し
ま
す
の
で
、
12
月
１
日
㈮
ま
で
に
、
同

　
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
途
中
の
入
園
申
し
込
み

　
　
申
込
書
の
提
出
は
、
入
園
希
望
月
の
前
月
20
日

　
が
締
切
日
で
す
。
20
日
が
土
日
・
祝
日
の
場
合
は
、

　
そ
の
前
の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
平
成
30
年
２
月
・
３
月
の
入
園
申
し

　
込
み
は
、平
成
30
年
１
月
19
日
㈮
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
出
産
や
入
院
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
場

　
合
を
除
き
ま
す
。

P10-11（保育園）.indd   11 2017/10/20   9:42
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
月
間
で
す

問
合
せ
　こ
ど
も
未
来
課
（
本
庁
仮
設
庁
舎
東
棟
１
階
）
　☎

33
８
７
２
１

児
童
虐
待
の
状
況

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
件
数
は
年
々
増
え
て

お
り
、
平
成
28
年
度
の
全
国
の
児
童
相
談
所
で
の
対

応
件
数
は
12
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に

本
市
が
受
け
付
け
た
新
規
相
談
件
数
は
27
件
で
し
た
。

　
通
告
・
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、
通

告
・
相
談
を
し
た
人
や
そ
の
内
容
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、一
般
的
に
は「
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

（
事
実
婚
や
元
配
偶
者
も
含
む
）
な
ど
親
密
な
関
係

に
あ
る
か
あ
っ
た
人
か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
」
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。
多
く
は
男
性
か
ら
女
性
に

ふ
る
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
を
ひ
と
り
で
解
決
す
る
の
は
と
て
も
困
難
で

す
。
被
害
者
を
守
る
法
律
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
Ｄ
Ｖ
（
暴
力
）
の
本
質
は
『
支
配
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
す
る
）』
で
す
。
相
手

を
怖
い
と
思
っ
た
り
、
支
配
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
れ

ば
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
で
す
。
単
な
る
一
時
的
な
夫
婦
げ
ん

か
と
は
違
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
現
状

　
女
性
の
約
４
人
に
１
人
が
被
害
を
受
け
た
経
験
が

あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
相
談
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

い
ち
は
や
く

　
　知
ら
せ
る
勇
気

　
　
　
　
　つ
な
ぐ
声

Ｄ
Ｖ
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す

児童相談所
全国共通

３桁
ダイヤル
３桁
ダイヤル

いち

1
はや

８
く

９
※居住地域の児童相談所につながります。

※一部のＩＰ電話からはつながりません。

※通話料がかかります。

虐待を受けたと思われる子どもがいたら…

自身が出産や子育てに悩んだら…

子育てに悩む親がいたら…

児童相談所に連絡を

平成28年度　本市の児童虐待に関する相談
相談種類別割合 被虐待児年齢別割合

心理的虐待 
1 件 
(3%)

性的虐待 
なし

ネグレクト 
25 件
(71%)

０歳～就学前 
10 件 

（29%）

高校生他 
4 件 

（11%）
中学生 
8 件 

（23%）
小学生 
13 件 

（37%）

身体的虐待 
9 件 

(26%)

52,145
72,792

106,367

0

5

10

15

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

 

里親になりませんか
　～あなたを待っている
　　　子どもたちがいます～

こ　ど　も　未　来　課　☎ 33-8721
市 　民 　相 　談 　室　☎ 33-4452
県八代児童相談所　☎ 33-3247
八 　代 　警 　察 　署　☎ 33-0110
※緊急の場合は 110 番へ

オレンジリボンには、子ども
虐待を防止するというメッ
セージが込められています。

女性に対する暴力根絶のため
のシンボルマーク

　県では、里親家庭を募集しています。里親とは、
さまざまな事情によって家庭で暮らせなくなった子
どもたちを、自分の家庭に迎え入れて温かい愛情と
理解を持って養育する人のことです。里親制度に関
心がある人は、県八代児童相談所（☎ 33- ３２４７）
に問い合わせください。

子どもに関する相談
・児童虐待・ＤＶ被害

相談先一覧

虐待を受けたと思われる子どもがいたら…

自身が出産や子育てに悩んだら…

子育てに悩む親がいたら…

p12-P13レイアウト（児童虐待DV）.indd   13 2017/10/20   9:41

園 名 3 歳児 4 歳児 5 歳児 所在地 電話番号

代陽幼稚園 20人 70人 70人 西松江城町 2-41 32-2455

太田郷幼稚園 20人 70人 70人 上日置町 2164 32-2361

植 柳幼稚園 20人 35人 70人 植柳上町 340 32-3709

麦 島幼稚園 20人 35人 70人 迎町 1丁目 16-1-2 32-3937

松 高幼稚園 20人 70人 70人 永碇町 741 32-3257

千 丁幼稚園 20人 35人 35人 千丁町新牟田1340 46-2118

12Yatsushiro 2017.11

問合せ　学校教育課　☎ 30-1673

麦島幼稚園は「英語教育推進園」
として

「ハッピーイングリッシュタイム」
を行います！

・
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
子
ど
も
が
初
め
て
出
会
う

　「
学
校
」
で
す
。

・
子
ど
も
の
発
達
を
踏
ま
え
て
、
集
団
生
活
の
中
で

　
一
人
一
人
の
良
さ
や
可
能
性
を
伸
ば
し
、
生
涯
に

　
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
い
ま
す
。

　
学
年
始
休
業
日
　
　
４
月
１
日
～
７
日

　
夏
季
休
業
日
　
　
　
７
月
21
日
～
８
月
31
日

　
冬
季
休
業
日
　
　
　
12
月
27
日
～
１
月
７
日

　
学
年
末
休
業
日
　
　
３
月
末
に
５
日
以
内

　
・
園
内
見
学
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
・
親
子
体
験
入
園
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
園
へ

　
　
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
要
項
】

　
市
内
に
居
住
し(
平
成
30
年
４
月
か
ら
市
内
へ
の

居
住
が
確
実
な
場
合
も
含
む)
、
保
護
者
の
責
任
で

登
降
園
や
送
迎
が
で
き
れ
ば
、
ど
こ
の
園
へ
も
応
募

で
き
ま
す
。

　
応
募
数
が
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
八
代
市
立
幼
稚
園
と
の
掛
け

持
ち
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
園
児
総
数
が
応
募
の
あ
っ
た
園
児
を
含
め
18
人
に

満
た
な
い
場
合
は
、
教
育
効
果
を
考
慮
し
休
園
と
し

ま
す
。

【
対
象
児
】

３
歳
児
　
平
成
26
年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月
１
日
生

４
歳
児
　
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生

５
歳
児
　
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年
４
月
１
日
生

見
学
・
体
験
入
学

休
業
期
間

幼
稚
園
と
は

募
集
案
内

平成30年度

八代市立幼稚園
　　　　園児募集

【
受

　付
】

日
　時
　
11
月
13
日
㈪
～
11
月
24
㈮

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
※
土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

場
　所
　
各
幼
稚
園

持
参
品
　
は
が
き
１
枚(

表
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

　
　
　
　
保
護
者
名
を
記
入)

【
納
入
金
】

　［
参
考
］

•

平
成
29
年
度
　
保
育
料
上
限
　
５
９
０
０
円

※
市
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て
保
育
料
は
変

　
わ
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
の
保
育
料
は
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま

　
す
。

•

給
食
費
や
後
援
会
費
、
材
料
費
、
絵
本
代
な
ど
毎

　
月
５
０
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

　
※
各
園
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

　
※
入
園
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ALTと英語を使った手遊び

　社会のグローバル化により英語教育に関心
が高まっています。本市では市立の６つの幼稚
園にＡＬＴ（外国語指導助手）が訪問しており、
子どもたちはＡＬＴとの触れ合いを楽しんで
います。また、平成３０年度は麦島幼稚園に
おいてＡＬＴの訪問回数を増やし、英語を使っ
た遊びを通して、英語に慣れ親しむ取り組みに
も力をいれていきます。

八代白百合学園幼稚園　☎ 33-2329
八　千　把　幼　稚　園　☎ 35-7715
松　寿　幼　稚　園　☎ 37-0303
認定こども園聖愛幼稚園　☎ 32-3303

私立幼稚園の募集要項などは
各私立幼稚園へ直接問い合わせください

公立幼稚園の定員
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
月
間
で
す

問
合
せ
　こ
ど
も
未
来
課
（
本
庁
仮
設
庁
舎
東
棟
１
階
）
　☎

33
８
７
２
１

児
童
虐
待
の
状
況

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
件
数
は
年
々
増
え
て

お
り
、
平
成
28
年
度
の
全
国
の
児
童
相
談
所
で
の
対

応
件
数
は
12
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に

本
市
が
受
け
付
け
た
新
規
相
談
件
数
は
27
件
で
し
た
。

　
通
告
・
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、
通

告
・
相
談
を
し
た
人
や
そ
の
内
容
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、一
般
的
に
は「
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

（
事
実
婚
や
元
配
偶
者
も
含
む
）
な
ど
親
密
な
関
係

に
あ
る
か
あ
っ
た
人
か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
」
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。
多
く
は
男
性
か
ら
女
性
に

ふ
る
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
を
ひ
と
り
で
解
決
す
る
の
は
と
て
も
困
難
で

す
。
被
害
者
を
守
る
法
律
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
Ｄ
Ｖ
（
暴
力
）
の
本
質
は
『
支
配
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
す
る
）』
で
す
。
相
手

を
怖
い
と
思
っ
た
り
、
支
配
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
れ

ば
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
で
す
。
単
な
る
一
時
的
な
夫
婦
げ
ん

か
と
は
違
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
現
状

　
女
性
の
約
４
人
に
１
人
が
被
害
を
受
け
た
経
験
が

あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
相
談
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

い
ち
は
や
く

　
　知
ら
せ
る
勇
気

　
　
　
　
　つ
な
ぐ
声

Ｄ
Ｖ
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す

児童相談所
全国共通

３桁
ダイヤル
３桁
ダイヤル

いち

1
はや

８
く

９
※居住地域の児童相談所につながります。

※一部のＩＰ電話からはつながりません。

※通話料がかかります。

虐待を受けたと思われる子どもがいたら…

自身が出産や子育てに悩んだら…

子育てに悩む親がいたら…

児童相談所に連絡を

平成28年度　本市の児童虐待に関する相談
相談種類別割合 被虐待児年齢別割合

心理的虐待 
1 件 
(3%)

性的虐待 
なし

ネグレクト 
25 件
(71%)

０歳～就学前 
10 件 

（29%）

高校生他 
4 件 

（11%）
中学生 
8 件 

（23%）
小学生 
13 件 

（37%）

身体的虐待 
9 件 

(26%)

52,145
72,792

106,367
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里親になりませんか
　～あなたを待っている
　　　子どもたちがいます～

こ　ど　も　未　来　課　☎ 33-8721
市 　民 　相 　談 　室　☎ 33-4452
県八代児童相談所　☎ 33-3247
八 　代 　警 　察 　署　☎ 33-0110
※緊急の場合は 110 番へ

オレンジリボンには、子ども
虐待を防止するというメッ
セージが込められています。

女性に対する暴力根絶のため
のシンボルマーク

　県では、里親家庭を募集しています。里親とは、
さまざまな事情によって家庭で暮らせなくなった子
どもたちを、自分の家庭に迎え入れて温かい愛情と
理解を持って養育する人のことです。里親制度に関
心がある人は、県八代児童相談所（☎ 33- ３２４７）
に問い合わせください。

子どもに関する相談
・児童虐待・ＤＶ被害

相談先一覧

虐待を受けたと思われる子どもがいたら…

自身が出産や子育てに悩んだら…

子育てに悩む親がいたら…

p12-P13レイアウト（児童虐待DV）.indd   13 2017/10/20   9:41
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　い
き
い
き
と
元
気
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、運
動・

食
事
・
禁
煙
な
ど
に
つ
い
て
心
が
け
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　日
常
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　「健
康
寿
命
」
と
は
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
健
康
的
に
生
活
で
き
る
期
間
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
は
、
日
常
生

活
に
制
限
の
あ
る
「
不
健
康
な
期
間
」
を
意
味
し
ま

す
。
県
の
平
均
寿
命
を
み
る
と
、男
性
が
80
・
93
歳
、

女
性
が
87
・
35
歳
で
、
共
に
全
国
３
位
で
し
た
。

　し
か
し
、平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
み
る
と
、

男
性
は
９
・
18
年
、
女
性
は
12
・
95
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、全
国
平
均
を
上
回
る
長
さ
で
し
た
。

県
は
長
寿
の
県
で
あ
っ
て
も
、
介
護
や
入
院
な
ど
で

煙
者
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
に
も
影
響
が
あ
り

ま
す
。

４

　健
診
・
検
診
の
受
診
で
「
か
ら
だ
の
チ
ェ
ッ
ク
」

　特
定
健
診
な
ど
の
「
健
診
」
は
、
健
康
状
態
を
把

握
し
、
改
善
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
が
ん

検
診
な
ど
の
「
検
診
」
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
可
能
に
す
る
上
で
大
切
で
す
。
毎
年
定
期

的
に
健
診
・
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
期
間
が
長
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、

た
ば
こ
か
ら

出
る
煙
（
副

流
煙
）
に
多

く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
喫

１

　適
度
な
運
動

　「毎
日
プ
ラ
ス
10
分
の
運
動
」

　適
度
な
運
動
や
身
体
活
動
は
、高
血
圧
や
糖
尿
病
、

虚
血
性
心
疾
患
、
寝
た
き
り
な
ど
の
予
防
に
効
果
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　運
動
を
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
の
生

活
に
プ
ラ
ス
10
分
の
運
動
を
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
10
分
歩
く
と
約
１
０
０
０
歩
で

す
。
近
所
の
買
い
物
や
お
出
か
け
で
歩
く
こ
と
を
意

識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２

　適
切
な
食
生
活

　

｢

毎
日
プ
ラ
ス
１
皿
の
野
菜
」

　生
活
習
慣
の
予
防
の
観
点
か
ら
、
野
菜
は
１
日

３
５
０
ｇ
の
摂
取
が
理
想
で
す
が
、
あ
と
70
ｇ
ほ
ど

足
り
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
皿
ひ
と
つ
分
、

生
野
菜
や
温
野
菜
、
ス
ー
プ
を
食
事
に
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
朝
食
は
１
日
の
活
動
の
源
と
な
り

ま
す
。
し
っ
か
り
朝
食
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

３

　禁
煙

　「た
ば
こ
の
煙
を
な
く
す
」

　た
ば
こ
に
は
約
４
０
０
０
種
類
に
も
及
ぶ
有
害
物

「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
」
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

　健
康
的
に
歳
を
と
る
た
め
の
取
り
組
み
を
動

脈
硬
化
予
防
の
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

と

　き

　12
月
９
日
㈯

　
　
　
　午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

　や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

演

　題

　「健
全
な
る
加
齢
」

　
　
　
　～
自
分
の
健
康
を
考
え
て
み
よ
う
～

講

　師

　

　
　済
生
会
熊
本
病
院
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　副
部
長
　高
尾
　祐
治 

先
生

費

　用

　無
料

定

　員

　１
５
０
人
（
要
電
話
申
込
み
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

　
　八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

平
成
29
年
度

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

問合せ　鏡保健センター☎ 52-5277
　　　　八代市保健センター☎ 32-7200
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授業力を高めるために先生たちも授業
研究会などを通して互いに学び合い

�タブレット併用型パソコンを生徒が
活用した授業

　学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
向
け
、

教
員
が
授
業
を
参
観
し
合
う
な
ど
教
員
同
士
が
学
び

合
い
、
教
材
研
究
に
励
み
な
が
ら
授
業
改
善
に
努
め

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
市
で
は
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
に
お

い
て
段
階
的
に
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
併
用
型
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
分
か
り
や

す
い
授
業
の
実
現
の
た
め
、
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
ま
す
。

　小
学
校
で
は
30
年
度
、
中
学
校
で
は
31
年
度
か
ら

「
道
徳
」
が
教
科
化
さ
れ
、
道
徳
教
育
の
一
層
の
充

実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　授
業
で
は
、
教
科
書
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

　次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
３・
４
年
生

に
外
国
語
活
動
が
導
入
さ
れ
、
５・
６
年
生
で
は
教

科
化
さ
れ
外
国
語
科
と
な
り
ま
す
。
全
面
実
施
は
32

年
度
か
ら
で
す
が
、
本
市
で
は
、
来
年
度
か
ら
先
行

実
施
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
市
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

10
名
を
市
立
の
学
校
・
園
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
生
き
た
英
語
に
触
れ
、
学
習
へ
の

大
き
な
や
る
気
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
目
指
し
、

す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
分
か
り
や
す
い
ユ
ニ

学
級
の
中
で
議

論
し
た
り
、
交

流
し
た
り
す
る

中
で
自
己
を
見

つ
め
、
自
己
の

生
き
方
や
人
間

と
し
て
の
在
り

方
に
つ
い
て
の

考
え
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
に

基
づ
い
た
授
業

の
実
現
を
目
指

す
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
指
導
・
支

援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

学
力
向
上
に
向
け
た
授
業
改
善

道
徳
教
育
の
充
実

英
語
教
育
の
充
実

児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実

問合せ　学校教育課☎ 30-1673

�担任による英語の絵本の読み聞かせ複数の ALT を学校に派遣して交流
「Special�English�Time」

特別支援学級における少人数での
きめ細かな指導

�児童同士が自分の考えを交流し合い
考えを深める授業

　学校では、文部科学省が示す学習指導
要領に沿って教育活動を行っています。
10 年に一度の改訂の時期を迎えようと
している次期学習指導要領では、急速な
時代の変化に応じた教育が求められてい
ます。
　本市においても、八代の未来を担う人
材の育成を目指した教育の充実に向け、
さまざまな取り組みを行っています。
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　い
き
い
き
と
元
気
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、運
動・

食
事
・
禁
煙
な
ど
に
つ
い
て
心
が
け
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　日
常
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　「健
康
寿
命
」
と
は
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
健
康
的
に
生
活
で
き
る
期
間
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
は
、
日
常
生

活
に
制
限
の
あ
る
「
不
健
康
な
期
間
」
を
意
味
し
ま

す
。
県
の
平
均
寿
命
を
み
る
と
、男
性
が
80
・
93
歳
、

女
性
が
87
・
35
歳
で
、
共
に
全
国
３
位
で
し
た
。

　し
か
し
、平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
み
る
と
、

男
性
は
９
・
18
年
、
女
性
は
12
・
95
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、全
国
平
均
を
上
回
る
長
さ
で
し
た
。

県
は
長
寿
の
県
で
あ
っ
て
も
、
介
護
や
入
院
な
ど
で

煙
者
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
に
も
影
響
が
あ
り

ま
す
。

４

　健
診
・
検
診
の
受
診
で
「
か
ら
だ
の
チ
ェ
ッ
ク
」

　特
定
健
診
な
ど
の
「
健
診
」
は
、
健
康
状
態
を
把

握
し
、
改
善
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
が
ん

検
診
な
ど
の
「
検
診
」
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
可
能
に
す
る
上
で
大
切
で
す
。
毎
年
定
期

的
に
健
診
・
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
期
間
が
長
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、

た
ば
こ
か
ら

出
る
煙
（
副

流
煙
）
に
多

く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
喫

１

　適
度
な
運
動

　「毎
日
プ
ラ
ス
10
分
の
運
動
」

　適
度
な
運
動
や
身
体
活
動
は
、高
血
圧
や
糖
尿
病
、

虚
血
性
心
疾
患
、
寝
た
き
り
な
ど
の
予
防
に
効
果
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　運
動
を
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
の
生

活
に
プ
ラ
ス
10
分
の
運
動
を
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
10
分
歩
く
と
約
１
０
０
０
歩
で

す
。
近
所
の
買
い
物
や
お
出
か
け
で
歩
く
こ
と
を
意

識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２

　適
切
な
食
生
活

　

｢

毎
日
プ
ラ
ス
１
皿
の
野
菜
」

　生
活
習
慣
の
予
防
の
観
点
か
ら
、
野
菜
は
１
日

３
５
０
ｇ
の
摂
取
が
理
想
で
す
が
、
あ
と
70
ｇ
ほ
ど

足
り
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
皿
ひ
と
つ
分
、

生
野
菜
や
温
野
菜
、
ス
ー
プ
を
食
事
に
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
朝
食
は
１
日
の
活
動
の
源
と
な
り

ま
す
。
し
っ
か
り
朝
食
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

３

　禁
煙

　「た
ば
こ
の
煙
を
な
く
す
」

　た
ば
こ
に
は
約
４
０
０
０
種
類
に
も
及
ぶ
有
害
物

「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
」
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

　健
康
的
に
歳
を
と
る
た
め
の
取
り
組
み
を
動

脈
硬
化
予
防
の
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

と

　き

　12
月
９
日
㈯

　
　
　
　午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

　や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

演

　題

　「健
全
な
る
加
齢
」

　
　
　
　～
自
分
の
健
康
を
考
え
て
み
よ
う
～

講

　師

　

　
　済
生
会
熊
本
病
院
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　副
部
長
　高
尾
　祐
治 

先
生

費

　用

　無
料

定

　員

　１
５
０
人
（
要
電
話
申
込
み
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

　
　八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

平
成
29
年
度

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

問合せ　鏡保健センター☎ 52-5277
　　　　八代市保健センター☎ 32-7200
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イ
ベ
ン
ト

と
　
き

　11
月
４
日
㈯

　午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
　鏡
消
防
署

費
　
用
　無
料

内
　
容
　幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
演
技
、
音
楽
隊
演
奏
、

　
　
　
　放
水
体
験
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
な
ど

問
合
せ
　鏡
消
防
署
☎
52
１
３
１
３

■ 
第
二
部  

①
基
調
講
演

　演
題
「
消
滅
す
る
暴
力
団
」

　
　
　
　（暴
力
団
対
策
の
現
状
と
今
後
）

　講
師

　疋
田

　淳
弁
護
士（
大
阪
弁
護
士
会
所
属
）

②
肥
後
に
わ
か

　演
題
「
私
は
負
け
な
い
　パ
ー
ト
Ⅲ
」

　出
演
　劇
団
Ｕ  

問
合
せ
　市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　県
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
る
「
暴
力
の
な
い
明
る

く
住
み
よ
い
熊
本
県
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
熊
本

県
暴
力
追
放
県
民
大
会
を
本
市
で
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　11
月
10
日
㈮

　
　
　
　開
演
　午
後
１
時
30
分

　
　
　
　（開
場
　午
後
０
時
30
分
）

　
　
　
　終
了
予
定
　午
後
４
時

と
こ
ろ
　鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
や
乗
り
合
わ
せ
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
場
料

　無
料

大
会
次
第

■ 

第
一
部

　式
　典

と
　
き

　11
月
５
日
㈰
　午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　八
代
港
外
港

内
　
容�

　海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
き
り
さ
め
、
海
上
保

安
庁
巡
視
船
お
お
す
み
の
艦
船
内
見
学
や
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
、
佐
世
保
音
楽
隊
、

は
た
ら
く
き
か
い
な
ど
、
会
場
内
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
八
代
亜

紀
さ
ん
も
来
場
。

　
　
　 

　ま
た
、
国
土
交
通
省
「
海
煌
」
の
体
験
乗

船
や
、
ヨ
ッ
ト
・
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
体
験

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
当
日
申
込
可
）、
県
南
グ

ル
メ
と
物
産
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
日
楽
し
め
ま
す
。

　※ 

駐
車
場
は
会
場
か
ら
離
れ
て
お
り
、
ま
た
限
り
が
あ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
せ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　 

ま
た
、
会
場
ま
で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
２
コ
ー

ス
（
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
コ
ー
ス
・
イ
オ
ン
八
代
コ
ー
ス
）

運
行
し
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　国
際
港
湾
振
興
課
☎
33
８
７
７
７

費
　
用

　無
料

【
髙
橋
佐
知
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
】

と
　
き
　12
月
１
日
㈮
　午
後
１
時
～

※
出
演
者
、
随
時
募
集
。
プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

１
１
９
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
開
催

第
28
回

熊
本
県
暴
力
追
放
県
民
大
会
in
八
代

第
30
回

み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催

厚
生
会
館

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
の
相
談
受
付

副市長

田
た

中
なか

　浩
こう

二
じ

 氏（60 歳）

監査委員（常勤）

江
え

﨑
ざき

　眞
まさ

通
みち

 氏（66歳）

副
市
長
・
監
査
委
員
が
就
任

信

　条
　 

で
き
な
い
理
由
を
探
す
よ
り
、
ど
う
し
た
ら
で

き
る
か
を
考
え
よ
う

主
な
経
歴

　 

昭
和
56
年 

熊
本
県
庁
入
庁
、
平
成
19
年 

商
工

観
光
労
働
部
政
策
調
整
審
議
員
、
平
成
23
年 

知
事
公
室
広
報
課
長
、
平
成
25
年 

企
画
振
興

部
地
域
・
文
化
振
興
局
長
、
平
成
27
年 

熊
本

県
県
南
広
域
本
部
長
な
ど
を
歴
任

就
任
あ
い
さ
つ

　去
る
９
月
26
日
付
け
で
、
副
市
長
を
拝
命
し
ま

し
た
田
中
浩
二
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き
、
職
員
の
皆

さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
中
村
市
長
を
支
え
、
八
代

市
発
展
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

座
右
の
銘

　至
誠
通
天

主
な
経
歴

　 

昭
和
48
年 

旧
八
代
市
役
所
入
庁
、
平
成
９
年 

財
政
課
長
、
平
成
16
年 

企
画
財
政
部
長
、
平

成
18
年 

総
務
部
長
、
平
成
25
年 

八
代
市
監
査

委
員
な
ど
を
歴
任

就
任
あ
い
さ
つ

　こ
の
度
、
常
勤
監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
江

﨑
眞
通
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
の
行
政
運
営
が
、
公

正
で
合
理
的
、
効
率
的
に
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
様

の
福
祉
の
増
進
と
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
職
務
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　９
月
14
日
に
開
か
れ
た
臨
時
市
議
会
で
、
副
市
長
（
新
任
）
と
監
査
委
員
（
再
任
）
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
、
９
月
26
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

　任
期
は
、
平
成
29
年
９
月
26
日
か
ら
平
成
33
年
９
月
25
日
ま
で
で
す
。
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　北
朝
鮮
は
過
去
に
例
を
見
な
い
頻
度
で
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
、
予
告
す
る
こ
と
な
く
発
射
し
た
弾

道
ミ
サ
イ
ル
が
、
日
本
の
上
空
を
通
過
す
る
事
案
も

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
わ
ず
か
10
分
も
し

な
い
う
ち
に
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ミ
サ

イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

時
間
的
に
猶
予
の
な
い
緊
急
事
態
に
関
す
る
情
報
を

国
か
ら
瞬
時
に
伝
え
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し

て
、
防
災
行
政
無
線
を
自
動
起
動
し
、
特
別
な
サ
イ

レ
ン
音
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
ほ
か
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
の
領

土
・
領
海
に
落
下
ま
た
は
通
過
す
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
、
注
意
が
必
要
な
地
域
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
可

能
性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
地
域
に
は
、
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら

身
を
守
ろ
う

問
合
せ

　危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

メッセージが流れたら

落ち着いて、直ちに行動してください。

屋外に
いる場合

できる限り頑丈な建物や
地下に避難する。
地下：地下街や地下駅舎などの地下施設

建物が
ない場合

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

屋内に
いる場合

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

（例）�直ちに避難。直ちに避難。直ちに頑丈な建物や地
下に避難してください。ミサイルが落下する可能
性があります。直ちに避難してください。

J アラート発信

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

近くに
ミサイル
落下

●�屋外にいる場合：口と鼻をハンカチ
で覆い、現場から直ちに離れ、密閉
性の高い屋内または風上へ避難する。
●�屋内にいる場合：換気扇を止め、窓
を閉め、目張りをして室内を密閉する。

　一般財団法人自治総合センターが実施する平成 29 年度コ
ミュニティ助成事業助成金を活用し、消防団員の夜間活動時の
安全を確保するため市消防団にLEDバルーン投光器を２基整
備しました。この投光器は、一般的なスポット型投光器と異な
り全方位を照らすことが可能であり、持ち運びも容易なことか
ら、さまざまな場面で幅広く活用されることになります。

コミュニティ助成事業とは
　一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業
として、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安
全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化への支援や地域
の国際化の推進及び活力のある地域づくり等
に対して助成を行い、地域のコミュニティ活
動の充実・強化を図ることにより、地域社会
の健全な発展と住民福祉の向上に寄与する事
を目的とする事業です。

ＲＫＫ（３チャンネル）データ放送「デタポン」
テレビのリモコン操作で、
①データ放送ｄボタンを押す
②デタポンを選択
③青ボタンを押して八代市を選択
④防災情報を選択

データ放送 デタポン

情報収集の手段

①�携帯電話やスマートフォン・パソコンから
メールアドレスを入力し、空メールを送る。
　　alreg@ns2.yatsushiro.org
②仮登録のお知らせを受信
　→　http://…を選択しアクセス
③登録完了のお知らせを受信
　→　http://…を選択しアクセス
④�配信サービスの情報（火災・地震・気象・
台風など）にチェックを入れて設定を選択
※�インターネットからのメールを受信拒否し
ていると、メールが届きません。
　　alert@ns2.yatsushiro.org
　を受信可能な状態に設定してください。

緊急情報配信メールサービス

弾道ミサイルの情報が伝達されたとき、自動車
の車内にいる場合はどうすればよいですか？

　車は燃料のガソリンなどに引火するおそれがあります。
　車を止めて頑丈な建物や地下（地下街、地下駅舎などの地下施設）
に避難するか、それができない場合は、車から離れて地面に伏せ、
頭部を守ってください。

ワンポイント

宝くじの助成金で
LEDバルーン投光器を整備しました
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イ
ベ
ン
ト

と
　
き
　11
月
４
日
㈯
　午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
　鏡
消
防
署

費
　
用
　無
料

内
　
容
　幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
演
技
、
音
楽
隊
演
奏
、

　
　
　
　放
水
体
験
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
な
ど

問
合
せ
　鏡
消
防
署
☎
52
１
３
１
３

■ 

第
二
部  

①
基
調
講
演

　演
題
「
消
滅
す
る
暴
力
団
」

　
　
　
　（暴
力
団
対
策
の
現
状
と
今
後
）

　講
師
　疋
田
　淳
弁
護
士（
大
阪
弁
護
士
会
所
属
）

②
肥
後
に
わ
か

　演
題
「
私
は
負
け
な
い
　パ
ー
ト
Ⅲ
」

　出
演
　劇
団
Ｕ  

問
合
せ
　市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　県
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
る
「
暴
力
の
な
い
明
る

く
住
み
よ
い
熊
本
県
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
熊
本

県
暴
力
追
放
県
民
大
会
を
本
市
で
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　11
月
10
日
㈮

　
　
　
　開
演
　午
後
１
時
30
分

　
　
　
　（開
場
　午
後
０
時
30
分
）

　
　
　
　終
了
予
定
　午
後
４
時

と
こ
ろ

　鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
や
乗
り
合
わ
せ
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
場
料

　無
料

大
会
次
第

■ 

第
一
部
　式
　典

と
　
き
　11
月
５
日
㈰
　午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　八
代
港
外
港

内
　
容�

　海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
き
り
さ
め
、
海
上
保

安
庁
巡
視
船
お
お
す
み
の
艦
船
内
見
学
や
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
、
佐
世
保
音
楽
隊
、

は
た
ら
く
き
か
い
な
ど
、
会
場
内
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
八
代
亜

紀
さ
ん
も
来
場
。

　
　
　 

　ま
た
、
国
土
交
通
省
「
海
煌
」
の
体
験
乗

船
や
、
ヨ
ッ
ト
・
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
体
験

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
当
日
申
込
可
）、
県
南
グ

ル
メ
と
物
産
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
日
楽
し
め
ま
す
。

　※ 

駐
車
場
は
会
場
か
ら
離
れ
て
お
り
、
ま
た
限
り
が
あ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
せ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　 

ま
た
、
会
場
ま
で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
２
コ
ー

ス
（
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
コ
ー
ス
・
イ
オ
ン
八
代
コ
ー
ス
）

運
行
し
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　国
際
港
湾
振
興
課
☎
33
８
７
７
７

費
　
用
　無
料

【
髙
橋
佐
知
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
】

と
　
き
　12
月
１
日
㈮
　午
後
１
時
～

※
出
演
者
、
随
時
募
集
。
プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

１
１
９
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
開
催

第
28
回

熊
本
県
暴
力
追
放
県
民
大
会
in
八
代

第
30
回

み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催

厚
生
会
館

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
の
相
談
受
付

副市長

田
た

中
なか

　浩
こう

二
じ

 氏（60 歳）

監査委員（常勤）

江
え

﨑
ざき

　眞
まさ

通
みち

 氏（66歳）

副
市
長
・
監
査
委
員
が
就
任

信

　条
　 

で
き
な
い
理
由
を
探
す
よ
り
、
ど
う
し
た
ら
で

き
る
か
を
考
え
よ
う

主
な
経
歴

　 

昭
和
56
年 

熊
本
県
庁
入
庁
、
平
成
19
年 

商
工

観
光
労
働
部
政
策
調
整
審
議
員
、
平
成
23
年 

知
事
公
室
広
報
課
長
、
平
成
25
年 

企
画
振
興

部
地
域
・
文
化
振
興
局
長
、
平
成
27
年 

熊
本

県
県
南
広
域
本
部
長
な
ど
を
歴
任

就
任
あ
い
さ
つ

　去
る
９
月
26
日
付
け
で
、
副
市
長
を
拝
命
し
ま

し
た
田
中
浩
二
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き
、
職
員
の
皆

さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
中
村
市
長
を
支
え
、
八
代

市
発
展
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

座
右
の
銘

　至
誠
通
天

主
な
経
歴

　 

昭
和
48
年 

旧
八
代
市
役
所
入
庁
、
平
成
９
年 

財
政
課
長
、
平
成
16
年 

企
画
財
政
部
長
、
平

成
18
年 

総
務
部
長
、
平
成
25
年 
八
代
市
監
査

委
員
な
ど
を
歴
任

就
任
あ
い
さ
つ

　こ
の
度
、
常
勤
監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
江

﨑
眞
通
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
の
行
政
運
営
が
、
公

正
で
合
理
的
、
効
率
的
に
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
様

の
福
祉
の
増
進
と
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
職
務
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　９
月
14
日
に
開
か
れ
た
臨
時
市
議
会
で
、
副
市
長
（
新
任
）
と
監
査
委
員
（
再
任
）
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
、
９
月
26
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

　任
期
は
、
平
成
29
年
９
月
26
日
か
ら
平
成
33
年
９
月
25
日
ま
で
で
す
。



　　　　

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

　　
◇母子健康手帳交付
受付　9：45〜10：00
＜八代市保健センター＞

♦1歳6ヵ月児健診（鏡保）
H28.3/18～5/2生

熊本県女性相談センター
☎096-381-4340
月～土（除祝日）
9:00 ～ 20:00

妊娠と心の相談
思いがけない妊娠で悩ん
だら相談ください。

出産養育についての相談
子どもの出産・養育に不安
のある人は相談ください。
平日 8:30 ～ 17:15
熊本県中央児童相談所
☎096-381-5010
八代児童相談所
☎0965-32-4426
いずれも月～金（除祝日）

子宮頸がん
•乳がん検診（医療機関）は
11月末で終了します。
　まだ受けていない人は
早めに受けましょう。

夜間納税窓口  17:15～19:00

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

毎月19日は食育の日

夜間納税窓口  17:15～19:00

夜間納税窓口  17:15～19:00

文化の日

勤労感謝の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

旧八代市・坂本町の人は　◇八代市保健センター(八代保)☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆鏡 保 健 セ ン タ ー（鏡保）☎52-5277

　　
毎月第１日曜日は

「やつしろ健康の日」
生き生きと　体動かし
健康寿命

母子個別健康相談（要予約）
9：30〜12：00

＜八代保・鏡保健センター＞

　　
成人個別健康相談（要予約）
毎週月曜　13：00〜16：00
＜八代保・鏡保健センター＞

◇7ヵ月児健診（八代保）
H29.3/23 ～ 4/3生

　　◇母子健康手帳交付
受付　9：45〜10：00
＜八代市保健センター＞

　　◇母子健康手帳交付
受付　9：45〜10：00
＜八代市保健センター＞

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

◇3歳児健診（八代保）
H26.6/19 ～ 6/30生
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急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 を利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 〜 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 9月連休、年末年始は休診。

八代市保健センター ☎ 32-7200
鏡 保 健 セ ン タ ー ☎ 52-5277

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ち着きがないなど）のある人は、相談ください。
必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

ご相談ください

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）を利用ください。

11月7日㈫・21日㈫　 14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

◇4ヵ月児健診（八代保）
H29.7/6 ～ 7/15生

　　◆母子健康手帳交付
受付　9:45 〜 10:00
＜鏡保健センター＞

◇3歳児健診（八代保）
H26.7/1 ～ 7/10生

　　11月  ９ 日㈭　9:00 ～ 12:00（ 鏡 保 健 セ ン タ ー ）
　　　　　27日㈪ 13:30 ～ 16:30（八代市保健センター）
　　　要予約：鏡保健センター☎52-5277

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

不妊に関する相談
不妊に関する悩みなどをお持
ちの人は、気軽に相談ください。
熊本県女性相談センター
☎096-381-4340
電話相談：月～土（除祝日）
9：00 ～ 20：00
来所（面接）相談：第4金曜日
14：00～16：00（要予約）

◇４ヵ月児健診（八代保）
H29.6/24 ～ 7/5生

　　母子個別健康相談（要予約）
9：30〜12：00

＜八代保・鏡保健センター＞

◇７ヵ月児健診（八代保）
H29.4/4～4/12生

※休日在宅医は、変更になる場合があります。医師会のテ
　レホンサービスでご確認ください。

※日曜・祝祭日の医療機関と口腔保健センターの診療予定は
　市ホームページに掲載します

八代市医師会 ☎34-7001  八代郡医師会 ☎62-2212

　八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
　診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 〜 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

休 日 在 宅 当 番 医

診療時間 9:00 ～ 17:00

火 災 情 報

● 火災情報ダイヤル
　☎0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（9月分月計）
　火　災　　　  3 件
　救　急　　 509 件   

● 9月末日現在
人　口　 129,151 人
　男　　　60,082 人
　女　　　69,069 人
世帯数  　 55,663 戸

納 税 情 報
● 今月の納税　  納期限　11 月 30 日㈭

固定資産税　3 期 / 国民健康保険税　8 期
　 納付場所：本庁仮設庁舎、各支所、各出張所、市内の各銀行、
　　　　　　各信用金庫、信用組合、労働金庫、農業協同組合、
　　　　　　九州管内のゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）、
　　　　　　コンビニエンスストア各店舗
　　　　　　（対象店舗については納付書に別途記載）
　※市税の納付は、安心便利な口座振替を利用ください。
● 夜間納税窓口開設のお知らせ
　 2日㈭、9日㈭、16日㈭、30日㈭［17：15 ～ 19：00］

 場　 所  ：納税課（本庁仮設庁舎西棟１階）
問合せ　納税課 ☎ 33-4109

11月のごみ収集・施設受付

《問合せ》
 　廃棄物対策課（清掃センター内）☎32-4675
　各支所の市民サービス係
　 クリーンセンター（氷川町）☎62-3304

11月３日㈮　文化の日
◎「燃えるごみ」の収集
　・該当町内（泉地域を除く）は収集しません
　・泉地域の該当町内は11月２日㈭に振替
◎「資源の日」の収集
　・該当町内（鏡地域を除く）は11月４日㈯に振替
　・鏡地域の該当町内は収集しません

【一般のごみの持込受付】
　・清掃センター、クリーンセンター（氷川町）は休み

人口と世帯

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    鏡 保 健 セ ン タ ー☎52-5277

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。

ご確認ください♪

　　13:30～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ無料検査実施

　　17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ無料検査

　　◆複合検診（要予約）
＜鏡保健センター＞

　　◇複合検診（要予約）
＜八代市保健センター＞

◆2歳児歯科健診（鏡保）
H27.7/7 ～ 9/13生

◇４ヵ月児健診（八代保）
H29.6/11 ～ 6/23生

◆ 7ヵ月児健診（鏡保）
H29.3/11 ～ 4/16生

◆ 4ヵ月児健診（鏡保）
H29.6/23 ～ 7/20 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

受付　9:00〜12:00
＜清掃センター＞

受付　9:00〜12:00
＜清掃センター＞ ◇2 歳児歯科健診（八代保） 

H27.8/2 ～ 8/17生

日 病院名 町名 電話番号

3
日

田中泌尿器科外科医院 錦　 町 33-1100
ありの内科呼吸器科 （小児も可） 萩原町 1 32-5941
たかの呼吸器科内科クリニック 松 崎 町 32-2720
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310

5
日

ひらきクリニック 新 地 町 32-4990
まきたクリニック（小児も可） 竹 原 町 45-9120
保元内科クリニック 永 碇 町 34-3141
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715
尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011

12
日

あらき整形外科医院 旭中央通 32-2524
日 置 町 ク リ ニ ッ ク 日 置 町 31-5757
久 野 内 科 医 院 本 町 1 32-3408
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
松　本　医　院 鏡　町 52-0330
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

19
日

後藤胃腸科肛門科クリニック 迎 町 2 33-2661
うえの内科・胃腸内科 （小児も可） 本 町２ 33-1131
久原内科消化器科クリニック 植柳元町 32-2218
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
宮城循環器内科 千 丁 町 46-0007

23
日

持永外科内科胃腸科医院 平山新町 35-2772
鶴田胃腸科内科 日 置 町 31-5000
田渕内科クリニック 高下西町 33-6727
上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377
名 和 小 児 ク リ ニ ッ ク 鏡　町 52-7800
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

26
日

久原外科胃腸科医院 植柳上町 35-1161
前　田　医　院 長 田 町 32-3845
髙 田 胃 腸 内 科・内 科 大 村 町 37-7200
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091

　　◇母子健康手帳交付
受付　9：45〜10：00
＜八代市保健センター＞

◇1歳6ヵ月児健診
（八代保）
H28.4/4～4/13生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H28.3/18～4/3生

11月23日㈭　勤労感謝の日
◎「燃えるごみ」の収集
　・該当町内は収集しません
◎「資源の日」の収集
　・該当町内（鏡地域を除く）は11月18日㈯に振替
　・鏡地域の該当町内は収集しません

夜間納税窓口  17:15～19:00

特定不妊治療に助成金が出ます
　特定不妊治療（体外受精及び顕微授精による不妊治療）
を受ける夫婦に対し、その費用の一部を助成します。
1.対象者　次に掲げる要件を全て満たす者
　⑴助成金の申請日までに、熊本県特定不妊治療費助成事
　　業による助成の決定を受けていること
　⑵助成金の申請日現在において、夫婦のいずれか一方が
　　1 年以上前から引き続き、本市において住民基本台帳
　　（外国人含む）に記録されていること
　⑶夫婦のいずれも市税の滞納がないこと
2.助成内容
　⑴一組の夫婦に対する 1 回の治療につき、特定不妊治療
　　に係る自己負担額から熊本県特定不妊治療費助成金な
　　どを差し引いた額の 2 分の 1 を、5 万円を上限として
　　助成します。
　⑵助成対象となる特定不妊治療を実施する医療機関と特
　　定不妊治療費、助成の回数は、県の要項に準じます。
3.助成申請に必要な書類
　⑴八代市特定不妊治療費助成金給付申請書
　⑵熊本県特定不妊治療費助成事業承認通知書の写し
　⑶特定不妊治療費の領収書の写し
4.助成申請書の提出期限
　　原則として、年度の末日まで。ただし、県の助成決定
　日の翌日から起算して１年以内の場合は、年度末を過ぎ
　ても受け付けます。
　　申請書は、八代保健所、下記保健センター、市の子育
　て応援サイト「やつしろあったかねっと」で配布中です。

◇2歳児歯科健診（八代保）
H27.7/22 ～ 8/1生

　　◆母子健康手帳交付
受付　9:45 〜 10:00
＜鏡保健センター＞

20171101_P18-19市民カレンダー.indd   すべてのページ 2017/10/20   9:40
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全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

新
制
度

　農
業
経
営
収
入

保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　11
月
13
日
㈪
～
11
月
19
日
㈰
は
全
国
一
斉
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
で
す
。
夫・パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

に
よ
る
被
害
、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間
　11
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮

　
　
　
　
　
　午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　
　
　
　 

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話
　女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
で
も
あ
れ
ば
、
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
申
し
込
み

の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

制
度
の
特
徴

① 

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
家
（
個
人
・
法
人
）

が
加
入
で
き
ま
す

② 

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め

た
収
入
減
少
も
補
償
し
ま
す

③ 

品
目
の
限
定
が
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
農
作
物

を
カ
バ
ー
し
ま
す

④ 

最
高
で
補
償
限
度
９
割
、
支
払
率
９
割
ま
で
の
補

償
が
選
択
で
き
ま
す

⑤ 

納
め
る
「
保
険
料
」「
積
立
金
」
に
は
、
国
の
補

助
が
あ
り
ま
す

有
料
サ
イ
ト
未
納
料
金
の
メ
ー
ル
な
ど
に
注
意
く
だ

さ
い

相
談
内
容

　「有
料
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が
あ
る
の
で
本
日
中

に
連
絡
し
な
い
と
差
押
え
す
る
。」と
書
か
れ
た
メ
ー

ル
が
携
帯
電
話
に
届
い
た
。
大
手
通
販
会
社
の
名
前

で
の
メ
ー
ル
な
の
で
身
に
覚
え
は
な
い
が
、
無
視
す

る
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　本
当
に
大
手
通
販
会
社
か
ら
の
メ
ー
ル
だ
ろ
う

か
。
電
話
し
た
ほ
う
が
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ド
バ
イ
ス

　大
手
通
販
会
社
を
騙
っ
た
も
の
で
す
。
詐
欺
業
者

問
合
せ
　熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局☎

32
２
６
５
４

か
ら
の
メ
ー
ル
な
ど
に
返
信
し
た
り
、
電
話
を
か
け

た
り
す
る
と
、
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番

号
を
相
手
に
教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
不
振
な
請
求
に
は
、

返
信
や
連
絡
を
決
し
て
せ
ず
、
無
視
す
る
こ
と
を
助

言
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
案
は
更
に
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
十
分
に
注
意
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
事
案
以
外
に
も
、
契
約

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債

務
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
悩
ま

ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
　平
日
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　木
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
７
時

相
談
場
所
　市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
33
４
１
６
２

申込み・問合せ　サンライフ八代�☎３２－７１７１

平成 29年度サンライフ八代主催
講座追加募集

申し込みは、受講料を添えて、サンライフ八代へ申し込み。
（電話申込不可）

一度見学に来ませんか

期間：４月～翌年３月

曜�日 週 講座名 回数 /月 時　間 受講料／月

月曜 第1、3、4 骨盤体操 ３回 / 月 13:30 ～　
　 15:30 1,500 円

火曜

第1、2、3、4 すこやか体操 ４回 / 月 10:00 ～　
　 12:00 2,000 円

第1、3 デジカメ ２回 / 月 10:00 ～　
　 12:00 1,000 円

第1、3 パンとお菓子 ２回 / 月 13:00 ～　
　 15:30

1,000 円
( 材料費別 )

第2、4 はがき絵 ２回 / 月 13:30 ～　 
　 15:30 1,000 円

金曜
第1、2、3、4 社交ダンス ４回 / 月 10:00 ～　

　 12:00 2,000 円

第1、2、3 着物着付け ３回 / 月 13:30 ～　
　 15:30 1,500 円

土曜
第1、3 ヘルシー和食 ２回 / 月 9:30 ～　

　 12:00
1,000 円

( 材料費別 )

第2、3、4 囲  碁 ３回 / 月 13:30 ～　
　 15:30 1,500 円
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お
知
ら
せ

←←

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
開
催

　一
人
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

対
象
者

　 

県
内
（
熊
本
市
を
除
く
）
在
住
の
、
ひ
き

こ
も
り
で
お
悩
み
の
18
歳
以
上
の
本
人
や

家
族
、
そ
の
支
援
者

日
　
時

　11
月
10
日
㈮

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

場
　
所

　八
代
保
健
所
（
要
電
話
予
約
）

受
付
時
間
　月
曜
・
火
曜
・
木
曜
　（祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

問
合
せ
　県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　専
用
電
話
０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
７
７

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

私
道
の
復
旧
工
事
を
支
援

平
成
29
年 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

対
象
者
　私
道
を
管
理
す
る
自
治
会
や
集
落

対
象
工
事
　 

主
と
し
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
利

用
し
て
い
る
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

私
道
の
原
形
復
旧
工
事
（
調
査
、
設
計

費
を
含
む
）
で
50
万
円
以
上
の
も
の
。

　
　・
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　・
公
道
に
接
続
し
て
い
る
こ
と

　
　・
幅
員
が
お
お
む
ね
1.8
ｍ
以
上
あ
る
こ
と

　
　・ 

所
有
者
の
異
な
る
住
宅
が
連
た
ん
し
て
２
戸

以
上
建
ち
並
ん
で
い
る
こ
と

　
　・
集
落
な
ど
で
維
持
管
理
し
て
い
る
こ
と

補
助
額
　 

対
象
工
事
の
半
額

問
合
せ
　建
設
政
策
課
☎
33
４
１
１
６

　11
月
９
日
㈭
か
ら
15
日
㈬
ま
で
の
７
日
間
、
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
防
火
標
語

は
、「
火
の
用
心
　こ
と
ば
を
形
に
　習
慣
に
」
で
す
。

火
の
元
、火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
や
点
検
の
支
援
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
、
自
身
で
設
置
や
点

検
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ
　消
防
本
部
☎
32
９
２
２
７

問
合
せ
　熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局☎

32
２
６
５
４

【特別展示室】
★秋季特別展覧会　大笠鉾展 開催中～ 11/26 ㈰
【第１常設展示室】

◆考古　祈りのかたち～古代の信仰～
◆八代城　瓦からわかる麦島城・八代城
◆写真家・麦島勝の世界　八代の風物～秋～
◆古文書をよむⅣ　古文書が語る加藤正方
◆信仰のかたちⅡ　極楽浄土へのいざない
◆くまもとの金工　八代の金工師～釘谷洞石と聴石～
◆八代焼Ⅲ　在銘の八代焼
　　　　　　（作者や製作年のわかる八代焼）
◆民俗 1　むかしの道具
◆民俗 2　妙見祭の亀蛇
◆民俗 3　和紙作りの道具
◆米作りの道具

開催中～翌 3/25 ㈰
通年
開催中～ 12/24 ㈰
開催中～ 12/24 ㈰
開催中～翌 3/25 ㈰
開催中～翌 4/8 ㈰
開催中～翌 1/8 ㈷

開催中～ 12/17 ㈰
開催中～ 12/17 ㈰
開催中～ 翌 1/8 ㈷
通年

【第２常設展示室】
◆松井文庫Ⅲ　屏風絵の世界 11/28 ㈫～ 12/24 ㈰
【特別講演会】

日時：11 月 18 日㈯ 10 時 30 分～正午  
演題：笠鉾から山車へ
講師：西岡陽子氏（大阪芸術大学教授） 
場所：博物館　※聴講無料　定員 80 人　事前申込不要

博物館展示案内【11 月】

開館時間 午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
観�覧�料 11/26 ㈰まで《特別展料金》
　　　　　一般 600 円（480 円）、高大生 300 円（240 円）
　　　　 11/28 ㈫から《常設展料金》
　　　　　一般 300 円（240 円）、高大生 200 円（160 円）
　※中学生以下無料　※（　　）内は 20 人以上の団体料金 
休�館�日  ６日㈪、13 日㈪、20 日㈪、27 日㈪
問 合 せ 博物館　☎ 34-5555
博物館ホームページ
　　http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

施
設
利
用
調
整
会
議
日
程

使
用
月
　平
成
30
年
12
月

と
　
き
　12
月
４
日
㈪
　午
前
９
時
～

使
用
月
　平
成
31
年
１
月

と
　
き
　平
成
30
年
７
月
（
日
時
未
定
）

と
こ
ろ
　や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

※ 

平
成
30
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
調
整
会
議
は
行
い
ま
せ

ん
。
今
後
想
定
さ
れ
る
修
繕
期
間
確
保
の
た
め
平
成
31
年

１
月
以
降
に
使
用
す
る
分
の
事
前
予
約
を
「
半
年
先
ま
で
」

に
変
更
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
自
主
事
業

３
日
間
限
定

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
体
験
開
放

　中
高
年
の
皆
さ
ん
、
運
動
不
足
で
足
腰
は
弱
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
体
験
し
、
健

康
づ
く
り
の
一
歩
を
ス
タ
ー
ト
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

と
　
き
　11
月
28
日
㈫
～
30
日
㈭

　
　
　
　午
前
９
時
～
午
後
10
時

費
　
用

　無
料
（
要
事
務
局
受
付
）

対
　
象

　18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

準
備
物

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

　
　
　
　動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ
　サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１
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メ
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更
に
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
十
分
に
注
意
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
事
案
以
外
に
も
、
契
約

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債

務
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
悩
ま

ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
　平
日
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　木
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
７
時

相
談
場
所
　市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
33
４
１
６
２

申込み・問合せ　サンライフ八代�☎３２－７１７１

平成 29年度サンライフ八代主催
講座追加募集

申し込みは、受講料を添えて、サンライフ八代へ申し込み。
（電話申込不可）

一度見学に来ませんか

期間：４月～翌年３月

曜�日 週 講座名 回数 /月 時　間 受講料／月

月曜 第1、3、4 骨盤体操 ３回 / 月 13:30 ～　
　 15:30 1,500 円

火曜

第1、2、3、4 すこやか体操 ４回 / 月 10:00 ～　
　 12:00 2,000 円

第1、3 デジカメ ２回 / 月 10:00 ～　
　 12:00 1,000 円

第1、3 パンとお菓子 ２回 / 月 13:00 ～　
　 15:30

1,000 円
( 材料費別 )

第2、4 はがき絵 ２回 / 月 13:30 ～　 
　 15:30 1,000 円

金曜
第1、2、3、4 社交ダンス ４回 / 月 10:00 ～　

　 12:00 2,000 円

第1、2、3 着物着付け ３回 / 月 13:30 ～　
　 15:30 1,500 円

土曜
第1、3 ヘルシー和食 ２回 / 月 9:30 ～　

　 12:00
1,000 円

( 材料費別 )

第2、3、4 囲  碁 ３回 / 月 13:30 ～　
　 15:30 1,500 円
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※施行事例

「輝き・ニュータウン有佐」
分譲中

番 号 土地面積 価　　格

21 308.51㎡ (93.32 坪 ) 4,504,000 円

■問合せ　用地課
　　　　　八代市土地開発公社　☎33-6517

【所在地】鏡町下有佐二反田
【用途地域】第１種住居地域（建ぺい率 60％容積率 200％）
【道　路】県道 : 幅員８ｍ、分譲地内 : 幅員５～６ｍ
【上水道】八代生活環境事務組合　【下水道】公共下水道
【設　備】電気 : 九州電力、ガス : 各戸プロパン 
※上下水道は敷地まで敷設、敷地内は個人負担
※先着順での販売

東
陽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

利
用
再
開
の
お
知
ら
せ

宝
く
じ
助
成
事
業
で

植
柳
校
区
住
民
自
治
協
議
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

と
こ
ろ
　八
代
商
工
会
議
所

対
　
象
　市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど

費
　
用

　無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　
　
　
　八
代
商
工
会
議
所
☎
32
６
１
９
１

　
　
　
　
　
　
　商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

　11
月
１
日
㈬
か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
す
。
利
用
の

際
は
東
陽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
総
合
体
育
館

窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、便
利
な
ネ
ッ

ト
予
約
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
受
付
窓
口

・
東
陽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
65
２
２
１
０

・
総
合
体
育
館
（
市
体
育
協
会
）
☎
35
０
１
５
０

問
合
せ
　ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
33
４
１
６
４

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、
植
柳
校
区
住
民
自
治
協
議

会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

（
野
外
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
、
子
ど
も
用
法
被
、
音

響
機
器
な
ど
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
費
を

財
源
と
し
て
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
植
柳
校
区
住
民

自
治
協
議
会
の
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）・
肝
炎
・
性

感
染
症
の
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
　
き
　毎
週
木
曜
日
　午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
　
　第
３
木
曜
日
　午
後
５
時
～
７
時

　
　
　
　12
月
１
日
㈮
　午
後
１
時
30
分
～
７
時

と
こ
ろ
　八
代
保
健
所
（
要
電
話
予
約
）

検
査
項
目
　 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

※ 

肝
炎
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）
検
査
と
性
感
染
症
（
性
器
ク
ラ
ミ

ジ
ア
、
梅
毒
）
検
査
も
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
方
法
　血
液
検
査

結
果
通
知
　 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

は
採
血
し
て
約
１
時
間
後
、
肝
炎
検

査
と
性
感
染
症
検
査
は
約
１
週
間
後
。

問
合
せ
　八
代
保
健
所
☎
33
３
２
２
９

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

特
許
・
商
標
な
ど
の
無
料
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　感
染
を
心
配
さ
れ
て
い
る
人
は
、
大
切
な
人
へ
の

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
Ｈ
Ｉ

　特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標
登
録
な
ど
に
関

す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
県
知
財
総
合
支

援
窓
口
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
名
称
や
新
た
に
考
案
し
た
も
の
な
ど
が

あ
る
場
合
は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　12
月
５
日
㈫

　
　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
要
事
前
予
約
）

　人
権
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
相
談
は
無
料
で

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　11
月
２
日
㈭
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　泉
支
所

相
談
担
当
者
　人
権
擁
護
委
員
　

問
合
せ

　熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
☎
32
２
６
５
４

　泉
支
所
地
域
振
興
課
☎
67
２
１
１
１

　人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１
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←

放課後児童クラブの利用について
　放課後児童クラブは、保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学生を対象に、平日
の放課後や土曜日、長期休暇期間などに、保育所や学校敷地内の専用室などの施設で
実施しています。専任の支援員のもとで、適切な遊びと生活の場を提供し、その健全
な育成を図り、保護者の仕事と子育ての両立を支援することを目的としています。
実施クラブ　27 か所の児童クラブに市が委託して実施しています。
利用手続き　希望する児童クラブへ直接問い合わせください。
利用料　　　児童クラブごとに設定されています。
問合せ　こども未来課☎33-8721

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た
全
額
が
所
得
税・

市
県
民
税
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　ま
た
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
は
が
き
）や
領
収
証
書
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

証
明
書
を
紛
失
・
破
損
し
た
場
合
の
再
発
行
の
手
続
は
、

八
代
年
金
事
務
所
で
す
。

問
合
せ
　八
代
年
金
事
務
所
☎
35
６
１
４
３

と
こ
ろ
　八
代
児
童
相
談
所
・
八
代
保
健
所

相
談
内
容
　 

療
育
手
帳
の
新
規
判
定
、
療
育
手
帳
の

再
判
定
、
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
総

合
的
な
相
談
（
日
常
生
活
、
就
労
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

相
談
枠
数

　 

７
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
１・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

１
所
有
者
を
優
先
）

※
面
接
の
時
間
帯
は
、
決
定
後
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
締
切
　11
月
30
日
㈭

問
合
せ
　障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

【今回送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付時期など】

送付時期 対象者 証明内容

① 11月上旬
平成 29 年 1 月 1 日から
9 月 30 日の間に、国民
年金保険料を納付した人

平成 29 年１月１日から
9 月 30 日までに納付さ
れた国民年金保険料額と、
年内に納付が見込まれる
場合の納付見込額

②
平成 30年
2月上旬

平成 29 年 10 月 1 日か
ら12月31日までの間に、
今年初めて国民年金保険
料を納付した人
（①で送付された人には送
付されません。）

平成 29年 10月 1日から
12 月 31 日までに納付さ
れた国民年金保険料額

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

知
的
障
が
い
者
巡
回
相
談
実
施

　知
的
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
医
学
的
診
査
や
心
理

判
定
を
行
い
、
助
言
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

　予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
の
人
は
障
が
い

者
支
援
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
今
回
の
巡
回
相
談
は
、
直
接
、
福
祉
総
合

相
談
所
へ
の
来
所
が
で
き
な
い
18
歳
以
上
の
人
の
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

と
　
き
　平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

校　区 施設名 電　話

代陽 代陽児童クラブ 080-3986-1863
代陽
（松高） つるまる児童クラブ 34-1003

八代
（松高）

ひかり児童クラブ
第２ひかり児童クラブ 33-5391

松高 松高児童クラブ
第２松高児童クラブ 34-1002

太田郷 太田郷児童育成クラブ 070-2384-8220
龍峯 龍峯児童クラブ 090-7921-9643
植柳 いずみ児童クラブ 32-6067
高田
（植柳） つくし児童クラブ 34-5308

高田 高田放課後クラブ 32-0874
麦島 こむぎクラブ 35-6080
八千把 八千把児童育成こあらクラブ 32-6942
八千把 海士江児童クラブ 33-0343
八千把 八千把保育園ジュニアクラブ 35-7725

校　区 施設名 電　話
金剛 ひので児童クラブ 35-9501
金剛
（植柳） あげまち児童クラブ 35-6666

宮地 放課後児童クラブ
とら太 30-0701

日奈久 日奈久はぐくみ児童クラブ 38-0505

二見 二見中央児童クラブ
Ｆｒｉｅｎｄｓ 38-9420

二見 光嶺学童クラブ 38-9032
八竜 坂本町放課後児童クラブ 45-2275
八竜 真愛学童クラブ 45-8809

千丁 千丁町放課後
児童健全育成クラブ 090-9561-1645

鏡 鏡すくすくスクール 080-3952-2246
有佐 有佐学童クラブ 52-0508

東陽 東陽キッズクラブ
東陽健康福祉
地域事務所
65-2113
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※施行事例

「輝き・ニュータウン有佐」
分譲中

番 号 土地面積 価　　格

21 308.51㎡ (93.32 坪 ) 4,504,000 円

■問合せ　用地課
　　　　　八代市土地開発公社　☎33-6517

【所在地】鏡町下有佐二反田
【用途地域】第１種住居地域（建ぺい率 60％容積率 200％）
【道　路】県道 : 幅員８ｍ、分譲地内 : 幅員５～６ｍ
【上水道】八代生活環境事務組合　【下水道】公共下水道
【設　備】電気 : 九州電力、ガス : 各戸プロパン 
※上下水道は敷地まで敷設、敷地内は個人負担
※先着順での販売

東
陽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

利
用
再
開
の
お
知
ら
せ

宝
く
じ
助
成
事
業
で

植
柳
校
区
住
民
自
治
協
議
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

と
こ
ろ

　八
代
商
工
会
議
所

対
　
象

　市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど

費
　
用

　無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　
　
　
　八
代
商
工
会
議
所
☎
32
６
１
９
１

　
　
　
　
　
　
　商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

　11
月
１
日
㈬
か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
す
。
利
用
の

際
は
東
陽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
総
合
体
育
館

窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、便
利
な
ネ
ッ

ト
予
約
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
受
付
窓
口

・
東
陽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
65
２
２
１
０

・
総
合
体
育
館
（
市
体
育
協
会
）
☎
35
０
１
５
０

問
合
せ
　ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
33
４
１
６
４

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、
植
柳
校
区
住
民
自
治
協
議

会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

（
野
外
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
、
子
ど
も
用
法
被
、
音

響
機
器
な
ど
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
費
を

財
源
と
し
て
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
植
柳
校
区
住
民

自
治
協
議
会
の
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）・
肝
炎
・
性

感
染
症
の
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
　
き
　毎
週
木
曜
日
　午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
　
　第
３
木
曜
日
　午
後
５
時
～
７
時

　
　
　
　12
月
１
日
㈮
　午
後
１
時
30
分
～
７
時

と
こ
ろ
　八
代
保
健
所
（
要
電
話
予
約
）

検
査
項
目
　 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

※ 

肝
炎
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）
検
査
と
性
感
染
症
（
性
器
ク
ラ
ミ

ジ
ア
、
梅
毒
）
検
査
も
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
方
法
　血
液
検
査

結
果
通
知
　 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

は
採
血
し
て
約
１
時
間
後
、
肝
炎
検

査
と
性
感
染
症
検
査
は
約
１
週
間
後
。

問
合
せ
　八
代
保
健
所
☎
33
３
２
２
９

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

特
許
・
商
標
な
ど
の
無
料
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　感
染
を
心
配
さ
れ
て
い
る
人
は
、
大
切
な
人
へ
の

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
Ｈ
Ｉ

　特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標
登
録
な
ど
に
関

す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
県
知
財
総
合
支

援
窓
口
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
名
称
や
新
た
に
考
案
し
た
も
の
な
ど
が

あ
る
場
合
は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　12
月
５
日
㈫

　
　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
要
事
前
予
約
）

　人
権
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
相
談
は
無
料
で

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　11
月
２
日
㈭
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　泉
支
所

相
談
担
当
者
　人
権
擁
護
委
員
　

問
合
せ

　熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
☎
32
２
６
５
４

　泉
支
所
地
域
振
興
課
☎
67
２
１
１
１

　人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１
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人
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
２
人
分
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
み
・
問
合
せ

〒
８
６
９
－
４
７
０
３  

千
丁
町
新
牟
田
１
４
３
３

　生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

で
）
受
付
時
に
申
し
込
み
。

問
合
せ

　フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

と
　
き
　12
月
16
日
㈯
　午
前
10
時

と
こ
ろ
　八
代
市
公
民
館
（
パ
ト
リ
ア
千
丁
）

講
　
師
　舞
の
海 

秀
平 

氏
　

演
　
題
　可
能
性
へ
の
挑
戦
～
夢
は
必
ず
か
な
う
～

　受
講
希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
11
月
20
日
㈪
必

着
で
申
し
込
み
。
12
月
上
旬
に
返
信
は
が
き
で
代
表

者
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。（
返
信
裏
面
に
は
何
も

記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）
往
復
は
が
き
１
枚
で
２

　
　１
．
こ
ど
も
の
身
体
の
発
育
と
発
達

　
　２
．
こ
ど
も
の
暮
ら
し
と
ケ
ア

　
　３
．
保
育
の
心
と
子
育
て
支
援
の
現
況

　
　４
．
預
か
り
に
お
け
る
こ
ど
も
の
遊
び

　
　５
．
お
も
ち
ゃ
と
遊
ば
せ
方
（
実
践
）

　11
月
20
日
㈪
　午
前
９
時
～
午
後
５
時

千
丁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　１
．
こ
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
①

　
　２
．
こ
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
②

　
　３
．
提
供
会
員
の
事
例
発
表

　
　４
．
こ
ど
も
の
事
故
と
安
全
（
実
技
含
む
）

　
　５
．
援
助
活
動
に
備
え
て
　Ｑ
＆
Ａ 

　講
習
は
、
３
日
間
全
日
程
の
受
講
が
基
本
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
部
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
相
談
く

だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
顔
写
真
（
2.5
㎝

×
３
㎝
　２
枚
）
と
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　11
月
10
日
㈮

申
込
・
問
合
せ

　フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
０
４
０
４
　D 

32
０
４
０
６

　こ
ど
も
未
来
課 

☎ 

33
８
７
２
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は

　

　残
業
の
時
な
ど
の
保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
迎
え
や
そ
の
後
の
預
か
り
、
病
院
や
美
容
院
な

ど
の
用
事
を
済
ま
せ
る
間
の
預
か
り
な
ど
育
児
の
援

助
に
つ
い
て
、
会
員
相
互
の
連
絡
調
整
を
行
い
援
助

活
動
の
支
援
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

　会
員
に
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
「
利
用
会

員
」、
援
助
を
行
い
た
い
「
提
供
会
員
」、
そ
の
両
方

を
兼
ね
る
「
両
方
会
員
」
が
あ
り
、
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。

対
　
象

　今
回
の
講
習
会
は
援
助
を
行
い
た
い
提
供
会
員
と

両
方
会
員
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
安

全
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
満
20
歳
以
上

の
健
康
な
人
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　安
心
、
安
全
に
援
助
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
必

ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
援
助
活
動
は
受
講
後
の
会

員
証
交
付
後
か
ら
に
な
り
ま
す
。

日
　
程

　11
月
12
日
㈰
　午
前
９
時
～
午
後
５
時

代
陽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　１
．
子
ど
も
の
健
康
（
疾
患
と
症
状
）

　
　２
．
小
児
看
護
の
基
礎
知
識

　
　３
．
心
の
発
達
過
程
と
か
か
わ
り
方

　
　４
．
障
が
い
の
あ
る
こ
ど
も
の
理
解 

　
　５
．
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

　11
月
16
日
㈭

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

太
田
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

八
代
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

第
８
回
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
や
つ
し
ろ

「
舞
の
海
講
演
会
」
開
催

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会

　市
で
は
、
県
と
共
催
し
、
戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震

化
を
促
進
す
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
平

成
28
年
熊
本
地
震
で
は
19
万
５
千
棟
を
超
え
る
建
築

物
に
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
地
震
災
害
に
対
す
る
、
住
宅
の
リ
ス
ク
と
耐
震

化
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自
宅
の
「
耐
震
性
」
に
つ

い
て
検
討
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　11
月
25
日
㈯
　午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
　や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

演
　
題
　あ
な
た
の
す
ま
い
は
大
丈
夫
？

　～
地
震
被
害
か
ら
学
ぶ
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
～

講
　
師
　東
京
都
市
大
学
教
授
　大
橋
　好
光 

氏

費
　
用
　無
料
（
定
員
１
８
０
人
　先
着
順
）

申
込
み
　 

申
込
書
類
を
市
建
築
指
導
課
、
県
建
築
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

申
し
込
み
。

　〒
８
６
２
－
８
５
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）

　
　熊
本
県
建
築
課
安
全
推
進
班
　

　☎ 

０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
３
５

　D 

０
９
６
（
３
８
４
）
９
８
２
０

申
込
締
切
　11
月
17
日
㈮

問
合
せ

　建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
講
演
会
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講
演
・
講
座

講
座
名
　 

お
せ
ち
料
理
講
座
～
鯛
の
塩
釜
、
手
綱
す

し
、
お
雑
煮
、
田
作
り
、
松
風
、
き
ん
と

ん
、
た
た
き
牛
蒡
な
ど
～

　
　
　
　 

　手
軽
で
簡
単
、
豪
華
な
お
せ
ち
料
理
を

作
り
ま
す
。
お
重
を
使
わ
な
い
盛
り
つ
け

方
で
き
れ
い
に
彩
り
、
作
っ
た
料
理
を
み

ん
な
で
楽
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

と
　
き
　12
月
12
日
㈫

　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

講
　
師
　桜
田
　良
子 

氏

定
　
員
　20
人

費
　
用
　２
０
０
０
円
（
材
料
費
込
）

申
込
み
　11
月
２
日
㈭
　午
前
９
時
受
付
開
始
。

　
　
　
　（受
講
料
持
参
・
電
話
申
込
不
可
）

問
合
せ
　サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

基
本
の
お
せ
ち
講
座

～
後
世
に
つ
な
げ
よ
う
。
お
せ
ち
料
理
の
由
来
か
ら

お
料
理
ま
で
～

と
　
き
　12
月
12
日
㈫
　午
前
10
時
～
正
午

講
　
師
　吉
野
　啓
子 

氏

費
　
用

　２
１
０
０
円
（
材
料
費
込
）

定
　
員

　20
人

　

準
備
物

　エ
プ
ロ
ン･
三
角
巾･

布
巾
・
筆
記
用
具

申
込
み

　来
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　
　（定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

そ
の
他
　 

託
児
無
料
（
満
２
歳
か
ら
就
学
前
６
歳
ま

で
）
受
付
時
に
申
し
込
み
。

問
合
せ

　フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

平
成
29
年
度

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

短
期
講
座

←

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
つ
し
ろ
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

使
用
者
も
、
労
働
者
も
、

必
ず
確
認
、
最
低
賃
金

　ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
つ
し
ろ
は
、
就
職
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
の
無
料
相
談
室
で
す
。
就
職
活
動
の

仕
方
が
分
か
ら
な
い
、
適
性
診
断
を
受
け
て
み
た
い

な
ど
の
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
練
習
は
毎
週

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　 

　志
望
動
機
・
自
己
Ｐ
Ｒ
の
書
き
方
は
、
毎
週
火

曜
日
午
前
10
時
～
正
午

　
　面
接
練
習
は
、
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

　最
低
賃
金
制
度
と
は
、
働
く
人
す
べ
て
の
人
に
、

賃
金
の
最
低
額
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。
年
齢
や

パ
ー
ト
・
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
働
き
方
の
違
い

に
か
か
わ
ら
ず
、す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額

　７
３
７
円
（
10
月
１
日
か
ら
）

問
合
せ
　熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

と
こ
ろ
　八
代
地
域
振
興
局

問
合
せ
　ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
つ
し
ろ
☎
33
３
７
５
６

　
　
　
　商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

保護者のための就活セミナー
～親として、家族としてできること～

　就職活動は、就活生本人の頑張りはもちろんですが、親や家族の支えも
不可欠です。今の就職活動は、採用スケジュールだけでなく、情報収集に
Web やスマホを活用するなど、親の世代が経験したものとは大きく変化し
ています。
　そこで、最近の就職活動の実情を知り、親として、家族として適切なアド
バイスや支援を行うためのセミナーを開催します。
　若者の採用に積極的な県南エリアの「ブライト企業」のＰＲタイム、パネ
ルディスカッションもありますので、ぜひ、参加ください。
　※ ブライト企業とは、働く人がいきいきと輝き安心して働き続けられる企業の

ことです。
と　き　11 月 18 日㈯午後 1 時～ 4 時
ところ　やつしろハーモニーホール
対　象　 高校生、大学生、短大生、専門学校生の保護者（卒業から 3 年以内

の既卒者の保護者の参加も可）
定　員　30 人（申込先着順）
費　用　無料
申込方法　 代表者の郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号・就活生の学年・

参加希望人数を、はがき、メール、ＦＡＸ、電話のいずれかの方
法で連絡

申込先　熊日業務推進局「保護者のための就活セミナー」県南係
　　　　〒 860-8506（住所記載不要）
　　　　G oubo@kumanichi.co.jp
　　　　☎ 096（361）3344　D 096（372）8711
問合せ　県労働雇用創生課　☎ 096（333）2341
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人
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
２
人
分
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
み
・
問
合
せ

〒
８
６
９
－
４
７
０
３  

千
丁
町
新
牟
田
１
４
３
３

　生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

で
）
受
付
時
に
申
し
込
み
。

問
合
せ

　フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

と
　
き
　12
月
16
日
㈯
　午
前
10
時

と
こ
ろ
　八
代
市
公
民
館
（
パ
ト
リ
ア
千
丁
）

講
　
師
　舞
の
海 

秀
平 

氏
　

演
　
題

　可
能
性
へ
の
挑
戦
～
夢
は
必
ず
か
な
う
～

　受
講
希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
11
月
20
日
㈪
必

着
で
申
し
込
み
。
12
月
上
旬
に
返
信
は
が
き
で
代
表

者
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。（
返
信
裏
面
に
は
何
も

記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）
往
復
は
が
き
１
枚
で
２

　
　１
．
こ
ど
も
の
身
体
の
発
育
と
発
達

　
　２
．
こ
ど
も
の
暮
ら
し
と
ケ
ア

　
　３
．
保
育
の
心
と
子
育
て
支
援
の
現
況

　
　４
．
預
か
り
に
お
け
る
こ
ど
も
の
遊
び

　
　５
．
お
も
ち
ゃ
と
遊
ば
せ
方
（
実
践
）

　11
月
20
日
㈪
　午
前
９
時
～
午
後
５
時

千
丁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　１
．
こ
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
①

　
　２
．
こ
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
②

　
　３
．
提
供
会
員
の
事
例
発
表

　
　４
．
こ
ど
も
の
事
故
と
安
全
（
実
技
含
む
）

　
　５
．
援
助
活
動
に
備
え
て
　Ｑ
＆
Ａ 

　講
習
は
、
３
日
間
全
日
程
の
受
講
が
基
本
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
部
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
相
談
く

だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
顔
写
真
（
2.5
㎝

×
３
㎝
　２
枚
）
と
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　11
月
10
日
㈮

申
込
・
問
合
せ

　フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
０
４
０
４
　D 

32
０
４
０
６

　こ
ど
も
未
来
課 

☎ 

33
８
７
２
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は

　

　残
業
の
時
な
ど
の
保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
迎
え
や
そ
の
後
の
預
か
り
、
病
院
や
美
容
院
な

ど
の
用
事
を
済
ま
せ
る
間
の
預
か
り
な
ど
育
児
の
援

助
に
つ
い
て
、
会
員
相
互
の
連
絡
調
整
を
行
い
援
助

活
動
の
支
援
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

　会
員
に
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
「
利
用
会

員
」、
援
助
を
行
い
た
い
「
提
供
会
員
」、
そ
の
両
方

を
兼
ね
る
「
両
方
会
員
」
が
あ
り
、
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。

対
　
象

　今
回
の
講
習
会
は
援
助
を
行
い
た
い
提
供
会
員
と

両
方
会
員
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
安

全
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
満
20
歳
以
上

の
健
康
な
人
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　安
心
、
安
全
に
援
助
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
必

ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
援
助
活
動
は
受
講
後
の
会

員
証
交
付
後
か
ら
に
な
り
ま
す
。

日
　
程

　11
月
12
日
㈰
　午
前
９
時
～
午
後
５
時

代
陽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　１
．
子
ど
も
の
健
康
（
疾
患
と
症
状
）

　
　２
．
小
児
看
護
の
基
礎
知
識

　
　３
．
心
の
発
達
過
程
と
か
か
わ
り
方

　
　４
．
障
が
い
の
あ
る
こ
ど
も
の
理
解 

　
　５
．
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

　11
月
16
日
㈭
　午
前
９
時
～
午
後
５
時

太
田
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

八
代
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

第
８
回
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
や
つ
し
ろ

「
舞
の
海
講
演
会
」
開
催

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会

　市
で
は
、
県
と
共
催
し
、
戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震

化
を
促
進
す
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
平

成
28
年
熊
本
地
震
で
は
19
万
５
千
棟
を
超
え
る
建
築

物
に
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
地
震
災
害
に
対
す
る
、
住
宅
の
リ
ス
ク
と
耐
震

化
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自
宅
の
「
耐
震
性
」
に
つ

い
て
検
討
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　11
月
25
日
㈯
　午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
　や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

演
　
題
　あ
な
た
の
す
ま
い
は
大
丈
夫
？

　～
地
震
被
害
か
ら
学
ぶ
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
～

講
　
師
　東
京
都
市
大
学
教
授
　大
橋
　好
光 

氏

費
　
用
　無
料
（
定
員
１
８
０
人
　先
着
順
）

申
込
み
　 

申
込
書
類
を
市
建
築
指
導
課
、
県
建
築
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

申
し
込
み
。

　〒
８
６
２
－
８
５
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）

　
　熊
本
県
建
築
課
安
全
推
進
班
　

　☎ 

０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
３
５

　D 

０
９
６
（
３
８
４
）
９
８
２
０

申
込
締
切

　11
月
17
日
㈮

問
合
せ

　建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
講
演
会
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八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　小
椋
佳
コ
ン
サ
ー
ト
「
歌
紡
ぎ
の
会
」
開
催
に
伴

い
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日
　12
月
３
日
㈰

勤
務
地
　厚
生
会
館

業
務
内
容
　荷
物
搬
出
入
な
ど
の
裏
方
業
務

募
集
人
数
　８
人
（
賃
金
あ
り
）

対
　
象
　18
歳
以
上
で
運
搬
業
務
が
得
意
な
人

申
込
期
限
　11
月
15
日
㈬

問
合
せ
　厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
な
ど
を
対
象

に
、
介
護
技
術
や
介
護
方
法
を
学
ん
だ
り
、
介
護
者

同
士
が
意
見
交
換
し
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
交
流
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　11
月
17
日
㈮
　午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　坂
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

定
　
員
　25
人
程
度
（
要
事
前
申
込
）

申
込
み
・
問
合
せ

　八
代
市
第
６
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
れ
ん
じ
☎
38
３
３
７
３

小
椋
佳
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
紡
ぎ
の
会
」

当
日
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
家
族
介
護
者
交
流
教
室
」

参
加
者
募
集

　高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
介
護
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　11
月
22
日
㈬
　午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ
　八
千
把
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　 

清
潔
保
持
の
ケ
ア
、
食
事
・
口
腔
ケ
ア
の

介
助
に
つ
い
て

定
　
員
　20
人
程
度

費
　
用

　無
料

申
込
み

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
熊
本
☎
37
７
０
３
１

問
合
せ

　長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

内
　
容
　 

英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
歌
、
ク
ッ
キ
ン

グ
な
ど

参
加
費

　５
０
０
円

　
　
　
　（調
理
代
、
道
具
代
、
保
険
代
な
ど
）

申
込
方
法

　 

学
校
を
通
じ
て
、
実
施
要
項
な
ど
を
配

付
し
ま
す
。
参
加
申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
持
参
に
て
提
出

申
込
締
切
　11
月
27
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ
　学
校
教
育
課
☎
30
１
６
７
３

介
護
技
術
教
室
参
加
者
募
集

【
会
員
募
集
】

　次
の
仕
事
が
で
き
る
人
を
募
集
中
で
す
。

　
　 

清
掃
、
家
事
サ
ー
ビ
ス
、
農
作
業
、
除
草
、
介

護
施
設
内
作
業
、
調
理
関
係
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

な
ど
の
運
転

【
入
会
説
明
会
】

と
　
き
　11
月
１
日
㈬
・
15
日
㈬
、

　
　
　
　12
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬

　
　
　
　午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ
　シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品
　 

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
本
人
名
義

の
も
の
）

年
会
費
　月
額
２
０
０
円

　
　
　
　（た
だ
し
夫
婦
で
入
会
す
る
場
合
は
半
額
）

入
会
資
格
　 

市
内
在
住
で
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に

60
歳
以
上
に
な
る
人

問
合
せ

　八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

寺
が
あ
る
泉
町
・
古
園
地
区

で
、
里
山
を
散
策
す
る
「
里

山
さ
ん
ぽ
」
と
お
寺
で
の

ヨ
ー
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
「
寺
ヨ
ー
ガ
」
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
山
の
味
覚
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き
　12
月
３
日
㈰

　【午
前
の
部
】
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　【午
後
の
部
】
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ
　泉
町
古
園
地
区
（
法
浄
寺
と
そ
の
周
辺
）

集
合
場
所
　法
浄
寺
（
泉
町
栗
木
４
９
７
２
）

講
　
師
　立
迫
　な
ぎ
さ 

氏

定
　
員
　午
前
・
午
後
の
部
　各

15
人
程
度

　
　
　
　（先
着
順
）

申
込
受
付
期
間
　11
月
１
日
㈬
～
22
日
㈬
ま
で

　※
土
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

費
　
用

　【午
前
の
部
】
２
０
０
０
円

（
ヨ
ー
ガ
指
導
料
、
山
の
お
弁
当
、
保
険
料
）

　【午
後
の
部
】
１
５
０
０
円

（
ヨ
ー
ガ
指
導
料
、
山
の
お
や
つ
、
保
険
料
）

　※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
参
品
　ヨ
ー
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、

　
　
　
　フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
本
、
飲
み
物
、

　
　
　
　雨
具
（
雨
天
時
）

　※
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
☎
67
２
０
２
９

泉
町
で
“
寺
ヨ
ー
ガ
”

参
加
者
募
集

　泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
茶
畑
や
歴
史
的
な
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募

　集

←

【
脳
の
活
性
化

　60
歳
か
ら
の
そ
ろ
ば
ん
教
室
】

 

そ
ろ
ば
ん
は
集
中
力
や
記
憶
力
な
ど
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
、
第
２
の
脳
と
言
わ
れ
て
い
る
指
を
動
か

し
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
予
防
と
し
て
期

待
で
き
ま
す
。

と
　
き
　12
月
６
日
・
13
日
・
20
日
　毎
週
水
曜
日

　
　
　
　全
３
回
　午
前
10
時
～
11
時
半

と
こ
ろ
　宮
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

定
　
員
　10
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
　
用
　無
料

持
参
物
　筆
記
用
具
、
そ
ろ
ば
ん

講
　
師
　白
濱
珠
算
教
室
　白
濱
　伊
都
子 

氏

申
込
締
切
　11
月
20
日
㈪
　必
着

【
は
じ
め
て
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

コ
イ
ン
ケ
ー
ス
製
作
】

　革
を
使
っ
て
あ
な
た
だ
け
の
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
を
作

成
し
ま
す
。新
し
い
趣
味
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　12
月
５
日
・
12
日
・
19
日
　毎
週
火
曜
日

　
　
　
　全
３
回
　午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ
　龍
峯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

定
　
員
　10
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
　
用
　２
０
０
０
円

持
参
物

　は
さ
み
・
エ
プ
ロ
ン

講
　
師

　マ
ツ
ナ
ガ
工
芸

　松
永

　幸
子 

氏

申
込
締
切

　11
月
20
日
㈪

　必
着

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

（
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
）
講
座
受
講
生
募
集
】

　自
然
の
草
花
を
使
っ
て
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
を

平
成
29
年
度

「
ウ
イ
ン
タ
ー 

チ
ャ
レ
ン
ジ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

in
や
つ
し
ろ
」

参
加
者
募
集

制
作
す
る
講
座
で
す
。新
た
な
価
値
観
の
創
造
と
花
か
ら

学
ぶ
ア
ー
ト
感
覚
を
駆
使
し
た
作
品
を
つ
く
り
ま
す
。

と
　
き

　11
日
13
日
㈪

　 

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
　日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　市
内
在
住
の
人

費
　
用
　２
０
０
０
円
（
材
料
代
）

持
参
品
　エ
プ
ロ
ン 

、
タ
オ
ル

定
　
員
　20
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
　
師
　熊
本
県
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
職
業
訓
練
指
導
員

　
　
　
　岡
村
　ゆ
か
り 

氏 

申
込
締
切
　11
月
７
日
㈫
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
方
法
　 

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

性
別
、電
話
番
号
、○
○
講
座
受
講
希
望

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０
　D 

30
１
１
２
０

　〒
８
６
９
－
４
７
０
３
　千
丁
町
新
牟
田
１
４
３
３ 

　G syogai@
city.yatsushiro.lg.jp

　市
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
10
人
の
先
生
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

英
語
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
や
料
理
を
し
、
楽
し
い
１
日

を
過
ご
し
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

　12
月
17
日
㈰

と
こ
ろ

　千
丁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

　 

市
内
の
小
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
在

籍
す
る
４
年
生
～
６
年
生

定
　
員
　40
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

お
で
か
け
公
民
館
講
座

講
座
内
容
　「多
様
な
性
を
生
き
る
こ
と
」

講
　
師
　熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
講
師

　
　
　
　今
坂
　洋
志 
氏

　※
全
８
回
講
座
の
第
６
回
目
で
す
。

と
　
き
　11
月
25
日
㈯
　午
前
10
時
～

と
こ
ろ
　肥
後
銀
行
八
代
支
店

費
　
用
　無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　八
代
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
人
権
政
策
課
内
）

☎
30
１
７
１
１
　D 

46
１
９
５
０

平
成
29
年
度

「
人
権
お
も
い
や
り
ミ
ニ
講
座
」

　「認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と

で
す
。

　こ
の
講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防

や
接
し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

と
　
き
　11
月
14
日
㈫
　午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　二
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
　
員
　30
人
程
度
（
要
事
前
申
込
）

費
　
用
　無
料

そ
の
他

　 

受
講
者
に
は
テ
キ
ス
ト
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
で
あ
る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
渡
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　

　八
代
市
第
６
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
れ
ん
じ 

☎
38
３
３
７
３

　長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

参
加
者
募
集
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八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　小
椋
佳
コ
ン
サ
ー
ト
「
歌
紡
ぎ
の
会
」
開
催
に
伴

い
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日
　12
月
３
日
㈰

勤
務
地
　厚
生
会
館

業
務
内
容
　荷
物
搬
出
入
な
ど
の
裏
方
業
務

募
集
人
数
　８
人
（
賃
金
あ
り
）

対
　
象
　18
歳
以
上
で
運
搬
業
務
が
得
意
な
人

申
込
期
限
　11
月
15
日
㈬

問
合
せ
　厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
な
ど
を
対
象

に
、
介
護
技
術
や
介
護
方
法
を
学
ん
だ
り
、
介
護
者

同
士
が
意
見
交
換
し
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
交
流
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　11
月
17
日
㈮
　午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　坂
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

定
　
員
　25
人
程
度
（
要
事
前
申
込
）

申
込
み
・
問
合
せ

　八
代
市
第
６
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
れ
ん
じ
☎
38
３
３
７
３

小
椋
佳
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
紡
ぎ
の
会
」

当
日
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
家
族
介
護
者
交
流
教
室
」

参
加
者
募
集

　高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
介
護
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　11
月
22
日
㈬
　午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ
　八
千
把
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
　
容

　 

清
潔
保
持
の
ケ
ア
、
食
事
・
口
腔
ケ
ア
の

介
助
に
つ
い
て

定
　
員

　20
人
程
度

費
　
用

　無
料

申
込
み
　福
祉
サ
ー
ビ
ス
熊
本
☎
37
７
０
３
１

問
合
せ
　長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

内
　
容

　 

英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
歌
、
ク
ッ
キ
ン

グ
な
ど

参
加
費

　５
０
０
円

　
　
　
　（調
理
代
、
道
具
代
、
保
険
代
な
ど
）

申
込
方
法
　 

学
校
を
通
じ
て
、
実
施
要
項
な
ど
を
配

付
し
ま
す
。
参
加
申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
持
参
に
て
提
出

申
込
締
切
　11
月
27
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ
　学
校
教
育
課
☎
30
１
６
７
３

介
護
技
術
教
室
参
加
者
募
集

【
会
員
募
集
】

　次
の
仕
事
が
で
き
る
人
を
募
集
中
で
す
。

　
　 

清
掃
、
家
事
サ
ー
ビ
ス
、
農
作
業
、
除
草
、
介

護
施
設
内
作
業
、
調
理
関
係
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

な
ど
の
運
転

【
入
会
説
明
会
】

と
　
き
　11
月
１
日
㈬
・
15
日
㈬
、

　
　
　
　12
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬

　
　
　
　午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ
　シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品
　 

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
本
人
名
義

の
も
の
）

年
会
費

　月
額
２
０
０
円

　
　
　
　（た
だ
し
夫
婦
で
入
会
す
る
場
合
は
半
額
）

入
会
資
格

　 

市
内
在
住
で
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に

60
歳
以
上
に
な
る
人

問
合
せ

　八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

寺
が
あ
る
泉
町
・
古
園
地
区

で
、
里
山
を
散
策
す
る
「
里

山
さ
ん
ぽ
」
と
お
寺
で
の

ヨ
ー
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
「
寺
ヨ
ー
ガ
」
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
山
の
味
覚
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き
　12
月
３
日
㈰

　【午
前
の
部
】
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　【午
後
の
部
】
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ
　泉
町
古
園
地
区
（
法
浄
寺
と
そ
の
周
辺
）

集
合
場
所
　法
浄
寺
（
泉
町
栗
木
４
９
７
２
）

講
　
師
　立
迫
　な
ぎ
さ 

氏

定
　
員
　午
前
・
午
後
の
部
　各

15
人
程
度

　
　
　
　（先
着
順
）

申
込
受
付
期
間
　11
月
１
日
㈬
～
22
日
㈬
ま
で

　※
土
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

費
　
用

　【午
前
の
部
】
２
０
０
０
円

（
ヨ
ー
ガ
指
導
料
、
山
の
お
弁
当
、
保
険
料
）

　【午
後
の
部
】
１
５
０
０
円

（
ヨ
ー
ガ
指
導
料
、
山
の
お
や
つ
、
保
険
料
）

　※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
参
品

　ヨ
ー
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、

　
　
　
　フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
本
、
飲
み
物
、

　
　
　
　雨
具
（
雨
天
時
）

　※
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
☎
67
２
０
２
９

泉
町
で
“
寺
ヨ
ー
ガ
”

参
加
者
募
集

　泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
茶
畑
や
歴
史
的
な
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ロ
ー
ド
後
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
提
出
。

問
合
せ

　障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

　
　
　
　D 

33
４
２
７
９

　
　G syofuku@city.yatsushiro.lg.jp

卒
業
（
見
込
含
）
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
含
））

で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に

顕
著
な
実
績
が
あ
り
、
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
人

受
付
期
間
　11
月
１
日
㈬
～
12
月
１
日
㈮

試
験
日
　 

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
～
１
月
８
日
㈪
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

【
一
般
採
用
試
験
】

受
験
資
格
　 

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
平
成
30
年
３
月
に
中
学
校

卒
業
（
見
込
含
）
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
含
）

受
付
期
間
　11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

第
１
次
試
験
日
　平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

　※
年
齢
基
準
日
は
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

問
合
せ
　自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
八
代
出
張
所

☎
33
７
０
０
１

　市
で
は
、
体
が
不
自
由
な
人
や
小
さ
な
子
ど
も
が

い
る
人
な
ど
、
多
く
の
人
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る

た
め
の
施
設
を
紹
介
す
る
「
や
つ
し
ろ
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

事
業
所
や
店
舗
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
施
設
を

追
加
掲
載
し
ま
す
の
で
、「
や
つ
し
ろ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
調
査
票
」の
提
出
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
施
設

　車
い
す
な
ど
で
の
利
用
が
可
能
な
ト
イ
レ
や
ス

ロ
ー
プ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
済
み
の
市
内
の
医

療
・
保
健
施
設
、
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
・
飲
食
店
、

教
育
・
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、

宿
泊
施
設
、
金
融
機
関
な
ど

提
出
方
法

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
調
査
票
を
ダ
ウ
ン

や
つ
し
ろ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

掲
載
施
設
募
集

マイナンバー
Ｑ＆Ａ⑯

マイナちゃん

質問　 海外へ転出する場合は通知カードや
マイナンバーカードはどうなるの？

答え　長期の留学や仕事などで、国外へ転
出する人は、通知カードやマイナンバーカー
ドは返納いただくことになります。転出後、
これらのカードは失効しますが、返納され
た人が自分のマイナンバーを把握すること
ができるよう、カードに返納を受けたこと
を表示してお返しします。
　なお、国外からの再転入後も、転出前と
同じマイナンバーを使用します。ただし、
転出前のカードは失効していますので、引
き続きの使用はできません。国外転入の場
合は、後日、通知カードが届きます。マイ
ナンバーカードが必要な場合は、再交付申
請が必要となります。
問合せ　企画政策課☎ 33-4104

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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　　初診の方はご予約を
　　お願いします。看護師・准看護師・看護助手

　　（正社員・パート）募集
看護師・准看護師・看護助手
　　（正社員・パート）募集

内科も

軽症・寝たきり・年令に関係なく、どなたでもご相談を承ります軽症・寝たきり・年令に関係なく、どなたでもご相談を承ります軽症・寝たきり・年令に関係なく、どなたでもご相談を承ります

●介護度に関係なく、自立の方・重度認知症の方でも入院できます。
●全病床、終身型の入院が可能です。入院期間の制限はありません。
●内科も、付添不要です。病状の程度に関係なく看護いたします。

　市
立
保
育
所
で
は
、
入
園
児
童
の
増
加
な
ど
に
よ

り
保
育
士
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
臨
時
保
育
士
を

名
簿
登
録
者
の
中
か
ら
採
用
し
て
い
ま
す
。
市
立
保

育
所
で
の
就
労
を
希
望
す
る
人
は
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

必
要
書
類

　履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し

受
付
期
間

　随
時
受
付

申
込
み
・
問
合
せ
　こ
ど
も
未
来
課
☎
33
８
７
２
１

申
込
期
間
　随
時

そ
の
他
　 

勤
務
日
数
、
時
間
に
つ
い
て
は
別
途
相
談

可
。

問
合
せ
　市
立
病
院
☎
33
３
６
２
０

G hospital@
city.yatsushiro.lg.jp

　防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
11
月
１
日
か
ら
、
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生
徒
に
な
る
た
め
の
願
書
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

【
推
薦
採
用
試
験
】

受
験
資
格

　 

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
平
成
30
年
３
月
に
中
学
校

雇
用
形
態
　臨
時
職
員

業
務
内
容
　外
来
診
療
で
の
内
服
・
注
射
調
剤
、

　
　
　
　
　医
薬
品
情
報
、薬
剤
管
理
指
導
業
務
な
ど

採
用
人
数
　１
人
（
要
薬
剤
師
免
許
）

採
用
期
間
　平
成
30
年
１
月
～
３
月
31
日

　
　
　
　
　（以
降
６
カ
月
毎
更
新
）

勤
務
時
間

　午
前
９
時 

～
午
後
１
時

　
　
　
　
　（週
３
～
５
日
）

休
　
日

　土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
有
給
休
暇
有

賃
　
金

　日
額
１
万
３
２
０
円

申
込
方
法
　市
立
病
院
事
務
部
へ
履
歴
書
を
提
出

選
考
方
法
　書
類
選
考
、
面
接
な
ど

八
代
市
立
保
育
所

臨
時
保
育
士
登
録
者
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

市
立
病
院
臨
時
職
員
（
薬
剤
師
）

募
集

←

第
23
回

　水
と
み
ど
り
の

ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

と
　
き
　12
月
２
日
㈯
　午
前
９
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ
　水
無
川
ほ
た
る
の
里
公
園
（
妙
見
町
）

対
　
象
　市
内
の
小
学
生

　（要
保
護
者
（
団
体
の
場
合
は
引
率
者
）
と
参
加
）

定
　
員
　１
０
０
人
程
度
（
保
護
者・引
率
者
含
む
）

内
　
容
　 

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
山
の
散

策
研
修
、枝
打
ち
間
伐
な
ど
の
見
学
研
修
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
山
の
食
体
験
な

ど
（
準
備
の
都
合
上
、
内
容
を
変
更
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
）

費
　
用
　３
０
０
円
（
体
験
費
・
傷
害
保
険
料
込
）

申
込
み
　 

各
小
学
校
に
配
布
さ
れ
た
申
込
書
、
ま
た

は
事
務
局
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
八
代
市
み

ど
り
推
進
協
議
会
へ
申
し
込
み

申
込
締
切
日
　11
月
10
日
㈮

問
合
せ
　八
代
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
事
務
局

（
水
産
林
務
課
内
）

☎
33
４
１
１
９
　D 

33
４
４
７
２

八代港クルーズ客船
寄港予定表（11月）

※ 入出港予定は、天候、運行スケジュールなどの事情により、変更するこ
とがあります。

※ 寄港当日は、岸壁周辺に車両進入規制があり、また、一般開放も実施さ
れません。

※ 寄港当日は、多くのツアーバスが市内を訪れるため、渋滞が発生する恐
れがあります。
問合せ　国際港湾振興課　☎３３－８７７７

入出港予定 船　　名

11/1 ㈬ 8:00 ～ 20:00 マジェスティック・プリンセス

11/2 ㈭ 7:00 ～ 19:00 クァンタム・オブ・ザ・シーズ

11/5 ㈰ 19:30 ～ 23:00 飛鳥Ⅱ

11/16 ㈭ 8:00 ～ 20:00 クァンタム・オブ・ザ・シーズ

11/25 ㈯ 8:00 ～ 20:00 クァンタム・オブ・ザ・シーズ

11/29 ㈬ 7:00 ～ 19:00 クァンタム・オブ・ザ・シーズ
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ロ
ー
ド
後
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
提
出
。

問
合
せ

　障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

　
　
　
　D 

33
４
２
７
９

　
　G syofuku@city.yatsushiro.lg.jp

卒
業
（
見
込
含
）
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
含
））

で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に

顕
著
な
実
績
が
あ
り
、
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
人

受
付
期
間
　11
月
１
日
㈬
～
12
月
１
日
㈮

試
験
日
　 

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
～
１
月
８
日
㈪
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

【
一
般
採
用
試
験
】

受
験
資
格
　 

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
平
成
30
年
３
月
に
中
学
校

卒
業
（
見
込
含
）
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
含
）

受
付
期
間
　11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

第
１
次
試
験
日
　平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

　※
年
齢
基
準
日
は
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

問
合
せ
　自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
八
代
出
張
所

☎
33
７
０
０
１

　市
で
は
、
体
が
不
自
由
な
人
や
小
さ
な
子
ど
も
が

い
る
人
な
ど
、
多
く
の
人
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る

た
め
の
施
設
を
紹
介
す
る
「
や
つ
し
ろ
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

事
業
所
や
店
舗
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
施
設
を

追
加
掲
載
し
ま
す
の
で
、「
や
つ
し
ろ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
調
査
票
」の
提
出
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
施
設

　車
い
す
な
ど
で
の
利
用
が
可
能
な
ト
イ
レ
や
ス

ロ
ー
プ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
済
み
の
市
内
の
医

療
・
保
健
施
設
、
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
・
飲
食
店
、

教
育
・
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、

宿
泊
施
設
、
金
融
機
関
な
ど

提
出
方
法

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
調
査
票
を
ダ
ウ
ン

や
つ
し
ろ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

掲
載
施
設
募
集

マイナンバー
Ｑ＆Ａ⑯

マイナちゃん

質問　 海外へ転出する場合は通知カードや
マイナンバーカードはどうなるの？

答え　長期の留学や仕事などで、国外へ転
出する人は、通知カードやマイナンバーカー
ドは返納いただくことになります。転出後、
これらのカードは失効しますが、返納され
た人が自分のマイナンバーを把握すること
ができるよう、カードに返納を受けたこと
を表示してお返しします。
　なお、国外からの再転入後も、転出前と
同じマイナンバーを使用します。ただし、
転出前のカードは失効していますので、引
き続きの使用はできません。国外転入の場
合は、後日、通知カードが届きます。マイ
ナンバーカードが必要な場合は、再交付申
請が必要となります。
問合せ　企画政策課☎ 33-4104

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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0120-191-598
詳しくはフリーダイヤルをご利用ください。

〒866-0052 八代市麦島西町7-15

0965-34-0500㈹
0965-34-0600

TEL：
FAX：

HP：http://h-daikokuya.jp/

大大 黒黒 屋屋

7,000円で飲み放題！で飲み放題！（税・サービス料込）（税・サービス料込）

会席
プラン

旬の食材で美しく、おいしく、ゆったりと。
　　　　たっぷり美味しいお料理が自慢です。

10名様以上のお客様には、

マイクロバスにて
送迎致します。

◆無料駐車場80台収容。大型バスも可。 ◆本町までへのお送りは随時行います。

1月中旬～／（水）

11
1

行　　　事 と　　　　　き 内　　　　　容

図
書
館
本
館

えいご deおはなし会 ４日㈯  午前 11 時 30 分～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会 14 日㈫  午前 11 時～ 赤ちゃん向けおはなし会

０・１・２歳児向けおはなし会 ９日㈭  午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 4・11・18・25 日㈯  午後 3 時～

大人のためのおはなし会 ６日㈪  午後 2 時～ 3 時 語り手：萌の会

図書館シネマ 12 日㈰  午後 2 時～ 上映「一命」　監督：三池崇史　2011 年 / 日本　127 分

図書館講座「大人のぬりえ」 8 日㈬  午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 ※定員先着 20 人（要申込み） 　参加者限定アロマスプレーのお土産有り

図書館講座「人に伝わる話し方」 14 日㈫ 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 講師：上野　留美　氏

おはなしバイキング 19・26 日㈰  午前 11 時～ 絵本の読み聞かせなど

おはなしバイキングデラックス 5・12 日㈰  午前 11 時～正午 絵本の読み聞かせや工作など

毎月DVD 24 日㈮  午前 10 時 30 分～ DVD「プロ野球　昭和の名選手」を上映（30 分）

ブックリサイクル 1 日（水）～開館時間中 ※リサイクル本がなくなり次第終了

せ
ん
ち
ょ
う
分
館

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

20 日㈪  午前 10 時 30 分～
語り手：いないいないばぁの会

27 日㈪  午後 2 時 30 分～

幼児・小学生向けおはなし会
4・25 日㈯  午後 2 時～ 絵本の読み聞かせなど

18 日㈯  午後 2 時～ 語り手：山猫軒

スペシャルおはなし会 3 日㈷・23 日㈷  午後 2 時～ 3 時 絵本の読み聞かせや工作など

どようびおはなし会スペシャル 11 日㈯  午後 2 時～３時 絵本の読み聞かせや工作など

図書館講座「新聞紙で作るコサージュ」 12 日㈰  午前 10 時～午後 3 時 ※事前申込不要　開催時間中いつでも作れます

図書館講座「電子図書の使い方」 26 日㈰  午後 2 時～ 電子図書を借りる、読むなどの基本的な操作の仕方について

か
が
み
分
館

あかちゃん向けおはなし会（おはなしぴよぴよ） 3 日㈷・17 日㈮  午前 11 時～ 絵本の読み聞かせや手遊びなど

幼児・小学生向けおはなし会 5 日㈰ ・11・25 日㈯  午後 2 時～ 語り手：ぐるんぱ

どんかちゃんおはなし会 4・18 日㈯  午前 11 時～ 絵本の読み聞かせなど

電子図書のおはなし会 3 日㈷  午後 2 時～ デジタル絵本の読み聞かせ

図書館講座「大人のぬりえ」 11 日㈯  午前 10 時～ ※定員先着 10 人（要申込み）　参加者限定お土産有り

【施設点検休館日】 市立図書館本館：22 日㈬　せんちょう分館：14 日㈫　かがみ分館：22 日㈬

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

▶ 1 日㈬ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛コミセン  10:45 ま心苑　　 ▶ 2 日㈭ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 6 日㈪ 9:40 麦島コミセン 10:15 植柳コミセン 10:45 偕老苑 ▶ 7 日㈫ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 8 日㈬ 13:15 日奈久小 14:00 日奈久コミセン 14:30 保寿寮 ▶ 9 日㈭ 13:15 郡築小 14:05 八千把コミセン 14:30 海士江西村ビル
▶ 13 日㈪ 13:25 二見小 14:10 二見コミセン 14:55 光嶺保育園 ▶ 14 日㈫ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地 
▶ 16 日㈭ 13:15 八竜小 14:10 ＪＡ坂本 14:50 グリーンパーク ▶ 17 日㈮ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12 番八協連 14:35 井揚団地
▶ 20 日㈪ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ ▶ 21 日㈫ 13:20 泉小中 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 27 日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう ▶ 28 日㈫ 9:40JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 29 日㈬ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園 ▶ 30 日㈭ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶ 図書の貸出期間は、借りた日を含めて 15 日間です。 多くの人が利用できるよう、早めの返却をお願いします。

問合せ　図書館本館 ☎３２－３３８５　せんちょう分館 ☎４６－１９０１　かがみ分館 ☎５２－５５６７　

施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は�返却ポストへお願いします。

図 書 館　催し物案内（11月）　　　 午前 9 時 30 分～午後 8 時（土日・祝日午後 7 時）
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

防災意識の向上
金剛地区住民参加型防災訓練

交通事故防止を呼びかけ
秋の全国交通安全運動出発式

長年の功労
献血功労団体表彰伝達式

下水道の普及促進
「下水道ポスターコンクール」表彰式

世界は広い
おしえて青年海外協力隊

思い出に残る1日
八代市金婚夫婦表彰式

▲消防署職員によるお手本　▲市内のパトロールに出発するパトカー隊▲八代地方法人会の皆さんと記念撮影

▲市長賞を受賞した今村優さん▲講師へ質問する児童▲中村市長が表彰状を授与

   

9
月
24
日
、
イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
、「
下
水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
９
月
10
日
の
下
水
道
の
日
に
合
わ
せ
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら

作
品
を
募
集
し
、
下
水
道
の
普
及
と
活
用
促
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
１
２
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

入
選
作
品
31
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
市
長
賞
を
受
賞
し
た
今
村
優
さ
ん
（
松
高
小

6
年
）
は
「
下
水
道
の
役
目
を
理
解
し
、
き
れ
い
な
水

を
描
く
こ
と
に
努
力
し
ま
し
た
。
市
長
賞
が
と
れ
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
9
月
26
日
、
八
代
小
学
校
で
「
お
し
え
て
青
年
海
外

協
力
隊
」
が
実
施
さ
れ
、
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
へ
小
学
校

教
育
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
前
田
藍
莉
さ
ん
が
児
童
約
50

人
に
セ
ネ
ガ
ル
で
の
経
験
を
話
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
八
代
小
学
校
6
年
生
を
世
界
の
人
口
に

見
た
て
て
、
各
大
陸
で
の
人
口
の
割
合
や
富
の
配
分
な

ど
世
界
情
勢
を
目
に
見
え
る
形
で
学
習
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ネ
ガ
ル
の
民
族
衣
装
を
児
童
が
着
用
し
、

現
地
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
衣
装
を
着

た
西
田
優
良
さ
ん(

6
年)

は
「
と
て
も
か
わ
い
い
衣

装
で
し
た
。
セ
ネ
ガ
ル
は
暑
い
と
聞
い
た
の
で
こ
の
衣

装
だ
と
暑
く
て
大
変
そ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

   

9
月
27
日
、本
市
と
熊
本
日
日
新
聞
社
と
の
共
催
で
、

第
59
回
八
代
市
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
厚
生
会
館
で
開
催

さ
れ
、
市
内
居
住
者
の
金
婚
夫
婦
２
３
５
組
が
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
各
地
区
代
表
5
組
の
夫
婦
に
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
た
後
、
中
村
博
生
市
長
が
「
市
と
し
て
も
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
る
と
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
千
丁
町
在
住

の
荒
木
丞じ

ょ
う
じ治
・
朋
子
さ
ん
夫
婦
が
、「
こ
れ
か
ら
は
、培
っ

て
き
た
経
験
を
い
か
し
、
微
力
な
が
ら
社
会
の
発
展
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

   

9
月
10
日
、
第
六
中
学
校
で
金
剛
地
区
住
民
参
加
型

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
中
村
博
生

市
長
が
「
今
年
は
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
日
の
訓
練
を
災
害
時
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
町
内
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
、
応
急
担
架
訓
練
、
三
角
巾
法
訓
練
、

消
火
訓
練
、
地
震
体
験
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の

訓
練
で
も
講
師
に
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱

心
に
説
明
を
聞
き
、
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
団
員
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
披

露
さ
れ
、
ポ
ン
プ
始
動
か
ら
放
水
ま
で
、
一
連
の
動
作

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
9
月
21
日
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
で
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
9
月
21
日

か
ら
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　
出
発
式
で
は
、
八
代
警
察
署
の
田
中
亨
署
長
が
「
八

代
地
区
で
の
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
に
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
一
日

八
代
警
察
署
長
を
務
め
た
タ
レ
ン
ト
の
か
め
き
ち
さ
ん

は
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
思
い
や
り
を
持
っ
て

運
転
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

   

9
月
22
日
、
市
役
所
鏡
支
所
で
献
血
功
労
団
体
に
対

す
る
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
八
代
地
方
法
人
会
に
日

本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
10
年
以
上
継
続
的
に
献
血
に
協
力
あ
る
い

は
献
血
の
推
進
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
団
体
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
山
田
忍
健
康
福
祉
部
長
が
「
今
後
も
献
血
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
協
力
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
話
す
と
、
表
彰
を
受
け
た
同
法
人

会
の
梶
尾
博
さ
ん
は
「
社
会
貢
献
を
一
つ
の
大
き
な
目

標
に
お
い
て
い
ま
す
。
社
会
貢
献
の
一
助
と
し
て
今
後

も
献
血
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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10
月
1
日
、
振
興
セ
ン
タ
ー
五
家
荘
で
第
7

回
五
家
荘
の
日
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約

２
５
０
人
が
来
場
し
秘
境
の
楽
し
い
1
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
五
家
荘
の
日
は
、
２
０
１
０
年
に
人
吉
市
か

ら
の
路
線
バ
ス
が
延
伸
し
た
こ
と
を
記
念
し
て

始
ま
っ
た
住
民
手
づ
く
り
の
お
祭
り
で
す
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
伝
統
芸
能
の
神
楽
や
久
連
子
古

代
踊
り
の
荘
厳
な
舞
の
披
露
の
ほ
か
、
四し

は
ん
ま
と

半
的

弓
道
大
会
や
そ
う
め
ん
早
食
い
大
会
な
ど
、
来

場
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
弓
矢
を
引
く
参
加
者
の
姿
に
、
会
場

は
笑
い
声
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
家
荘
の
特
産
品
や
手
づ
く
り
惣
菜

の
販
売
も
あ
り
、
柚ゆ

ず子
胡ご

し
ょ
う椒
粉
末
や
干
し
椎
茸

な
ど
の
人
気
商
品
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

   

9
月
30
日
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
店
で
市
街
地

循
環
バ
ス
の
新
デ
ザ
イ
ン
お
披
露
目
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
公
共
交
通
の

再
編
を
広
く
周
知
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
中
村
博
生
市
長
は
「
よ
り
多
く
の
人
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

網
を
形
成
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

   

式
典
後
に
は
、
ひ
か
り
保
育
園
の
園
児
が
バ

ス
の
乗
車
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

   

ま
た
、東
町
で
は
バ
ス
路
線
の
再
編
に
よ
り
、

路
線
バ
ス
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
移
行
す
る
こ

と
に
伴
う
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、

地
域
住
民
約
30
人
が
最
後
の
路
線
バ
ス
に
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
運
転

手
へ
の
花
束
贈
呈
や
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
参

加
者
全
員
で
「
57
年
間
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

   

10
月
11
日
、
泉
小
中
学
校
で
文
化
芸
術
に
よ

る
子
ど
も
の
育
成
事
業
「
め
ば
え
寄
席
」
が
行

わ
れ
、
生
徒
児
童
89
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

   

こ
れ
は
、
文
化
芸
術
団
体
が
小
中
学
校
な
ど

で
公
演
し
、
発
想
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
、
将
来
の
芸
術
家
の
育
成
や
芸
術

鑑
賞
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

   

事
前
に
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
寄

席
の
名
称
を
「
石し

ゃ
く
な
げ
て
い

楠
花
亭
」
と
生
徒
児
童
た
ち

が
考
案
し
、
落
語
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま

し
た
。
生
徒
児
童
た
ち
が
司
会
進
行
を
務
め
、

開
演
時
の
一
番
太
鼓
や
大
喜
利
を
披
露
す
る
な

ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
岩
本
圭け

い
し
ん慎
さ
ん
（
中
学
3
年
）
は
「
太
鼓
の

音
が
『
ど
ん
ど
ん
と
こ
い
』
と
聞
こ
え
る
よ
う

に
打
ち
ま
し
た
。
寄
席
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

   

10
月
3
日
、
日
奈
久
小
学
校
で
洋
式
ト
イ
レ

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
と
正
し
い
排

便
意
識
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
林

製
薬
が
２
０
１
０
年
か
ら
社
会
貢
献
活
動
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
小
学
校
に
洋
式
ト
イ
レ
プ

レ
ゼ
ン
ト
！
」
に
よ
る
も
の
で
、
同
校
の
男
女

ト
イ
レ
1
カ
所
が
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
に

変
わ
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
は
全
国
で
20
校

に
洋
式
ト
イ
レ
が
贈
呈
さ
れ
、
同
校
が
記
念
す

べ
き
１
０
０
校
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
小
林
章あ

き
ひ
ろ浩

代
表
取
締
役
社
長
か
ら

寄
贈
パ
ネ
ル
が
贈
呈
さ
れ
る
と
、
上
原
礼あ

や

さ
ん

（
6
年
）
が
「
洋
式
ト
イ
レ
を
い
た
だ
い
た
の

で
清
潔
に
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
洋
式
ト
イ
レ
に
感
謝
し
大
切
に
使

い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲笑い声と歓声に包まれた四半的弓道大会

▲春風亭柳橋さんの江戸落語 ▲トイレが快適な空間になり、笑顔がいっぱいになりました

秘境の楽しい1日
第 7 回 五家荘の日

利用しやすい公共交通網を目指して

文化芸術を体験
めばえ寄席「石楠花亭」鑑賞

トイレを快適な空間に
小学校に洋式トイレプレゼント！贈呈式

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
八代市街地循環バス新デザインお披露目式

と路線バスお別れセレモニー

▲57年間、住民の移動手段とし
て活躍した路線バスと記念撮影

▲新デザインの市街地循環バス
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

防災意識の向上
金剛地区住民参加型防災訓練

交通事故防止を呼びかけ
秋の全国交通安全運動出発式

長年の功労
献血功労団体表彰伝達式

下水道の普及促進
「下水道ポスターコンクール」表彰式

世界は広い
おしえて青年海外協力隊

思い出に残る1日
八代市金婚夫婦表彰式

▲消防署職員によるお手本　▲市内のパトロールに出発するパトカー隊▲八代地方法人会の皆さんと記念撮影

▲市長賞を受賞した今村優さん▲講師へ質問する児童▲中村市長が表彰状を授与

   

9
月
24
日
、
イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
、「
下
水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
９
月
10
日
の
下
水
道
の
日
に
合
わ
せ
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら

作
品
を
募
集
し
、
下
水
道
の
普
及
と
活
用
促
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
１
２
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

入
選
作
品
31
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
市
長
賞
を
受
賞
し
た
今
村
優
さ
ん
（
松
高
小

6
年
）
は
「
下
水
道
の
役
目
を
理
解
し
、
き
れ
い
な
水

を
描
く
こ
と
に
努
力
し
ま
し
た
。
市
長
賞
が
と
れ
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
9
月
26
日
、
八
代
小
学
校
で
「
お
し
え
て
青
年
海
外

協
力
隊
」
が
実
施
さ
れ
、
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
へ
小
学
校

教
育
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
前
田
藍
莉
さ
ん
が
児
童
約
50

人
に
セ
ネ
ガ
ル
で
の
経
験
を
話
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
八
代
小
学
校
6
年
生
を
世
界
の
人
口
に

見
た
て
て
、
各
大
陸
で
の
人
口
の
割
合
や
富
の
配
分
な

ど
世
界
情
勢
を
目
に
見
え
る
形
で
学
習
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ネ
ガ
ル
の
民
族
衣
装
を
児
童
が
着
用
し
、

現
地
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
衣
装
を
着

た
西
田
優
良
さ
ん(

6
年)

は
「
と
て
も
か
わ
い
い
衣

装
で
し
た
。
セ
ネ
ガ
ル
は
暑
い
と
聞
い
た
の
で
こ
の
衣

装
だ
と
暑
く
て
大
変
そ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

   

9
月
27
日
、本
市
と
熊
本
日
日
新
聞
社
と
の
共
催
で
、

第
59
回
八
代
市
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
厚
生
会
館
で
開
催

さ
れ
、
市
内
居
住
者
の
金
婚
夫
婦
２
３
５
組
が
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
各
地
区
代
表
5
組
の
夫
婦
に
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
た
後
、
中
村
博
生
市
長
が
「
市
と
し
て
も
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
る
と
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
千
丁
町
在
住

の
荒
木
丞じ

ょ
う
じ治
・
朋
子
さ
ん
夫
婦
が
、「
こ
れ
か
ら
は
、培
っ

て
き
た
経
験
を
い
か
し
、
微
力
な
が
ら
社
会
の
発
展
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

   

9
月
10
日
、
第
六
中
学
校
で
金
剛
地
区
住
民
参
加
型

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
中
村
博
生

市
長
が
「
今
年
は
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
日
の
訓
練
を
災
害
時
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
町
内
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
、
応
急
担
架
訓
練
、
三
角
巾
法
訓
練
、

消
火
訓
練
、
地
震
体
験
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の

訓
練
で
も
講
師
に
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱

心
に
説
明
を
聞
き
、
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
団
員
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
披

露
さ
れ
、
ポ
ン
プ
始
動
か
ら
放
水
ま
で
、
一
連
の
動
作

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
9
月
21
日
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
で
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
9
月
21
日

か
ら
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　
出
発
式
で
は
、
八
代
警
察
署
の
田
中
亨
署
長
が
「
八

代
地
区
で
の
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
に
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
一
日

八
代
警
察
署
長
を
務
め
た
タ
レ
ン
ト
の
か
め
き
ち
さ
ん

は
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
思
い
や
り
を
持
っ
て

運
転
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

   

9
月
22
日
、
市
役
所
鏡
支
所
で
献
血
功
労
団
体
に
対

す
る
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
八
代
地
方
法
人
会
に
日

本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
10
年
以
上
継
続
的
に
献
血
に
協
力
あ
る
い

は
献
血
の
推
進
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
団
体
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
山
田
忍
健
康
福
祉
部
長
が
「
今
後
も
献
血
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
協
力
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
話
す
と
、
表
彰
を
受
け
た
同
法
人

会
の
梶
尾
博
さ
ん
は
「
社
会
貢
献
を
一
つ
の
大
き
な
目

標
に
お
い
て
い
ま
す
。
社
会
貢
献
の
一
助
と
し
て
今
後

も
献
血
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・愛
好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）で行う活
動などの情報を掲載するコーナーです。仲間募集
やイベント告知などにご利用ください。内容に関
するお問合せは、直接情報提供者へ。
★１月号の掲載申込締切は、11/1 ㈬〜 20 ㈪です。

伝言板

◎誰にでもできる楽学空手拳法教室開講
日時／毎週土曜日　午後 7 時～ 9 時
場所／総合体育館
対象／小学生、中学生、30 歳～ 60 歳
　　　親子、兄弟での参加歓迎
問合せ／塚本☎ 090-8839-1860

◎英語対訳で読む「源氏物語」
日時／隔週土曜日
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
場所／八千把コミュニティセンター
費用／ 1回 700円（テキスト・会場費込み）
問合せ／坂本☎ 090-8297-1407

◎働くことや将来の就職に悩みを
　　　　抱えている皆さんとその家族へ
日時／毎週火曜日～土曜日　
　　　午前 10 時～午後 5 時
場所／若者サポートステーションやつしろ
内容／皆さんの心配事や不安に寄り添い
　　　「はたらきたい」という気持ちを応

　援します。
対象／ 15 歳～ 39 歳までの求職中の人

　とその家族
問合せ／若者サポートステーションやつしろ
　　　　　☎ 37-8739

◎ボランティア園児無料英会話クラス募集
日時／毎週火・木曜日　
　　　午後 4 時 50 分～ 5 時 20 分
　　　午後 5 時 40 分～ 6 時 10 分
場所／ IEC 熊本国際大学校
対象／ 3 歳～ 6 歳
定員／各クラス 20 人
費用／補助教材 2,000 円／年、
　　　諸経費 1,000 円／月
問合せ／同学校☎ 35-5430

◎第26回熊本奎星会書道展
日時／ 11 月 2 日㈭～ 8 日㈬　
　　　午前 10 時～午後 5 時
　　 (8 日は午後 4 時まで )
場所／シャディ東京画廊
費用／無料
問合せ／中村☎ 090-9560-5614

◎親子で遊ぼうin宮地東小学校
日時／ 11月3日㈮　午前10 時～午後 4 時
場所／旧宮地東小学校
対象／生後 2 カ月～小学校低学年の親子
定員／先着 30 組 ( 要申込 )
費用／無料 ( 一部有料 )
問合せ／やつしろ助産師の会
　　　　橋本☎ 090-7855-8387

◎2017八代市さかもと国際児童画展
日時／ 11 月 3 日㈷～ 19 日㈰
場所／道の駅坂本など坂本町 7 カ所
内容／世界 20 カ国、全応募作 1300 点

　を展示
その他／ 11 月 3 日はくまモンとお絵か

　　き開催
問合せ／上村☎ 080-6534-4428

◎不登校の悩みを語りましょう
日時／ 11 月 4 日㈯　
　　　午後 2 時～ 4 時 30 分
場所／八代教育会館
内容／グループカウンセリングや情報交

　換会、専門機関による情報提供
費用／ 200 円
問合せ／清田☎ 070-5535-1719

◎「ビリギャル」こと小林さやか講演会
日時／ 11 月 9 日㈭　午後 6 時開演
場所／厚生会館
費用／ 2,000 円
その他／収益金は返済不要の奨学金に使

　　われます
問合せ／守田☎ 090-8668-1544

◎チャリティーバザー
日時／ 11 月 11 日㈯　午前 11 時～
場所／宗弘駐車場前（本町２丁目）
内容／野菜、衣類、日用品などを出品します
　　　収益金はナザレ園とこどもエコク

　ラブに寄付します
問合せ／野尻写真場☎ 32-4092

◎第２回八代退職校長会文化祭
日時／ 11 月 11 日㈯～ 17 日㈮
　　　午前 10 時～午後 5 時　
　　　（17 日は午後 4 時まで）
場所／シャディ東京画廊
内容／絵画、書道、写真、工芸など
問合せ／田浦☎ 33-6420

◎八代白百合学園　特別講演会
日時／ 11 月 13 日㈪　
　　　午後 1 時 20 分～午後 3 時
場所／八代白百合学園高校
内容／演題　「可能性の実現　祈りとともに」
　　　　講師　加藤　一二三　九段
その他／要整理券
申込／同高校☎ 32-2354

◎八代史談会研修会　参加者募集
日時／ 11 月 14 日㈫～ 15 日㈬　
内容／宗像・沖ノ島と関連遺産群、
　　　筥崎宮、九州国立博物館を訪ねます
定員／ 10 人
費用／ 35,000 円
問合せ／原岡☎ 090-2688-2441　
　　　　11 月 7 日まで

◎「水俣病展2017」
　Minamata Disease Exhibition
日時／ 11 月 16 日㈭～ 12 月 10 日㈰
　　　午前 9 時 30 分～午後 6 時 30 分
場所／県立美術館分館
費用／一般当日券 ( 大人 )1200 円
　　　グリーンコープ組合員 800 円
問合せ／グリーンコープくまもと
　　　　県南センター☎ 34-4211

◎八代メンネルコール第39回定期演奏会
日時／ 11 月 18 日㈯　午後 6 時 30 分開演
場所／やつしろハーモニーホール
定員／ 500 人程度
費用／ 500 円
問合せ／八代メンネルコール事務局
　　　　緒方☎ 32-6786

◎本町アーケードの笠鉾のガイドをします
日時／ 11 月 19 日㈰　午後 1 時～ 3 時
場所／本町アーケードのがらっぱ広場
内容／ガイド協会会員が笠鉾を解説します
費用／ 500 円
問合せ／やつしろ観光ガイド協会
　　　　有馬☎ 090-9793-8641

◎平成29年度「八代地域福祉交流の集い」
日時／ 11 月 26 日㈰　正午開演
場所／やつしろハーモニーホール
内容／第1部　式典・福祉功労賞表彰など
　　 　第2部　アトラクション「響け心の祭典」
定員／ 500 人　要入場整理券
問合せ／柴田☎ 090-4585-1991

◎ちなもい古文書会成果報告会
日時／ 11 月 26 日㈰　午前 10 時 30 分～正午
場所／西宮・上日置集会所
内容／江戸時代の八代の庶民たちがどん

　な暮らし、どんな仕事をしていた
　のかなどを報告・発表します

費用／ 500 円
問合せ／人権 NPO ちなもい
　　　　有馬☎ 090-9793-8641

◎自然保護セミナー　シカ食害を考える
日時／ 12 月 3 日㈰午前 10 時～
場所／川田町東公民館と竜峰山 5 合目付近
定員／ 50 人
費用／ 500 円 ( 資料、保険代 )
問合せ／鶴崎☎ 090-3195-2952

◎アレルギー基礎勉強会X’masスペシャル
日時／ 12 月 7 日㈭　午後 6 時～ 7 時 30 分
場所／熊本労災病院
内容／小児看護専門看護師の講演です
対象／教育、保育、栄養に携わる人、保護者
定員／ 50 人
問合せ／同病院総務課☎ 33-4151

◎放射線測定実習と放射線飛跡の観察
日時／ 12 月 23 日㈯　午前 10 時～午後 4 時
場所／熊本高等専門学校八代キャンパス
内容／身近に存在する放射線に慣れ親しむ
定員／ 20 人
費用／ 1,000 円 ( 中学生は無料 )
問合せ／同校熊本キャンパス
　　　　☎ 096-242-6433

◎熊本総合病院「糖尿病週間」、
　　　　　「第57回市民公開講座」
日時／ 11 月 8 日㈬
場所／熊本総合病院
内容／午後 1 時 30 分～無料健診　
　　　午後 6 時～特別講演
　　　「糖尿病について」
問合せ／同病院☎ 32-7111
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Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

犯罪は許さない
八代警察署長感謝状の贈呈

ふるさと八代を応援　
ふるさと納税寄附

天気は不思議がいっぱい
親子で体験！お天気教室

▲表彰を受けた野田さん ( 左 )、河津さん ( 右 )▲寄附金を手渡した田口武さん（中央）▲雨粒の形を観察する参加者

   

10
月
4
日
、
八
代
警
察
署
で
南
日
本
銀
行
八
代
支
店

の
河
津
佐
和
子
さ
ん
と
野
田
明
美
さ
ん
に
、
特
殊
詐
欺

被
害
の
未
然
防
止
に
対
す
る
署
長
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
80
歳
代
女
性
か
ら「
現
金
を
引
き
出
し
た
い
」

と
の
依
頼
を
受
け
た
野
田
さ
ん
が
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
事

案
で
あ
る
こ
と
を
推
察
し
河
津
さ
ん
に
報
告
。
２
人
は

同
女
性
客
の
家
族
や
警
察
へ
の
通
報
と
と
も
に
女
性
を

説
得
し
、
被
害
を
未
然
に
防
止
し
た
も
の
で
す
。

　
河
津
さ
ん
は
「
お
客
様
の
預
金
が
犯
罪
に
使
わ
れ
る

の
は
悲
し
い
で
す
。
今
後
も
、
お
客
様
の
お
金
を
守
る

た
め
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

   

10
月
6
日
、
千
丁
町
出
身
で
東
京
都
在
住
の
田
口
武

さ
ん
が
市
役
所
鏡
支
所
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
寄
附
金
１
０
０
万
円
を
中
村
博
生
市
長
へ
手
渡
し
ま

し
た
。
今
回
で
10
回
目
の
寄
附
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
の
地
方
税
法
改
正
に
よ
り
自
治
体
な
ど
に

寄
附
を
し
た
場
合
、
翌
年
度
の
個
人
住
民
税
が
一
定
額

ま
で
控
除
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
近
年
、
日

本
中
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
始
ま
る
前
か
ら
寄
附
を
続
け

て
き
た
田
口
さ
ん
は
、「
行
政
も
会
社
の
経
営
も
人
材

と
効
率
性
が
大
事
。
こ
れ
か
ら
も
八
代
市
発
展
の
た
め

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
10
月
7
日
、
八
代
市
公
民
館
で
「
親
子
で
体
験
！
お

天
気
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
防
災
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
大
雨
や

落
雷
、
河
川
が
増
水
し
た
時
の
危
険
を
映
像
で
確
認
。

○
×
ク
イ
ズ
で
災
害
へ
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
特
殊
な
機
器
を
使
っ
て
雨
粒
の
形
を
見
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
竜
巻
や
雲
を
作
る
実
験

な
ど
、
楽
し
く
天
気
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
平
松
尊
さ
ん
（
植
柳
小
4
年
）
親
子
は
、「
子
ど
も

に
災
害
や
防
災
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
参
加
し

ま
し
た
」「
竜
巻
の
仕
組
み
を
実
験
や
映
像
で
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

   

坂
本
町
に
10
人
き
ょ
う
だ
い
の
3
番
目
と

し
て
生
ま
れ
た
ミ
ツ
エ
さ
ん
。現
在
は
、週
2

回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
算
数
や
国
語
、ぬ
り

え
を
楽
し
み
、特
に
算
数
の
問
題
は
成
績
も

い
い
そ
う
で
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で

も
食
べ
る
こ
と
」。

   

郡
築
校
区
で
８
人
き
ょ
う
だ
い
の
次
男
と

し
て
育
っ
た
静
雄
さ
ん
。趣
味
で
始
め
た
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
は
、審
判
の
資
格
を
取
得
す
る
な

ど
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
欠
か
せ
な
い

存
在
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
、「
ゆ
っ
く
り
と
し
た
マ
イ

ペ
ー
ス
を
心
が
け
る
こ
と
」。

　
千
丁
町
で
生
ま
れ
、21
歳
の
時
に
結
婚
し
2

人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
秋
雄
さ
ん
。平
成
8

年
に
は
金
婚
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
日
曜
大
工
が
趣
味
で
、物
干
し
台
な
ど
を
工

夫
し
て
製
作
し
て
い
ま
し
た
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
「
庭
の
手
入
れ
や
畑
仕
事

な
ど
体
を
動
か
し
て
い
た
こ
と
」。

　
二
見
下
大
野
町
で
生
ま
れ
、5
人
の
子
ど
も

に
恵
ま
れ
た
重
德
さ
ん
。施
設
で
は
毎
日
、新

聞
を
読
ん
だ
り
、リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
り
今
の
生

活
が
楽
し
い
そ
う
で
す
。

　
と
て
も
陽
気
な
性
格
の
重
德
さ
ん
の
長
寿

の
秘
訣
は
「
く
よ
く
よ
せ
ず
、楽
し
く
暮
ら
す

こ
と
」。

100歳おめでとうございます

山本 ミツエ さん
（日奈久下西町）

大正 6 年 9 月 20 日生

吉澤 静雄 さん
（郡築八番町）

大正 6 年 9 月 28 日生

上村 秋雄 さん
（千丁町）

大正 6 年 10 月 9 日生

廣末 重德 さん
（二見下大野町）

大正 6 年 10 月 15 日生
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伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・愛
好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）で行う活
動などの情報を掲載するコーナーです。仲間募集
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日時／毎週土曜日　午後 7 時～ 9 時
場所／総合体育館
対象／小学生、中学生、30 歳～ 60 歳
　　　親子、兄弟での参加歓迎
問合せ／塚本☎ 090-8839-1860

◎英語対訳で読む「源氏物語」
日時／隔週土曜日
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
場所／八千把コミュニティセンター
費用／ 1回 700円（テキスト・会場費込み）
問合せ／坂本☎ 090-8297-1407

◎働くことや将来の就職に悩みを
　　　　抱えている皆さんとその家族へ
日時／毎週火曜日～土曜日　
　　　午前 10 時～午後 5 時
場所／若者サポートステーションやつしろ
内容／皆さんの心配事や不安に寄り添い
　　　「はたらきたい」という気持ちを応

　援します。
対象／ 15 歳～ 39 歳までの求職中の人

　とその家族
問合せ／若者サポートステーションやつしろ
　　　　　☎ 37-8739

◎ボランティア園児無料英会話クラス募集
日時／毎週火・木曜日　
　　　午後 4 時 50 分～ 5 時 20 分
　　　午後 5 時 40 分～ 6 時 10 分
場所／ IEC 熊本国際大学校
対象／ 3 歳～ 6 歳
定員／各クラス 20 人
費用／補助教材 2,000 円／年、
　　　諸経費 1,000 円／月
問合せ／同学校☎ 35-5430

◎第26回熊本奎星会書道展
日時／ 11 月 2 日㈭～ 8 日㈬　
　　　午前 10 時～午後 5 時
　　 (8 日は午後 4 時まで )
場所／シャディ東京画廊
費用／無料
問合せ／中村☎ 090-9560-5614

◎親子で遊ぼうin宮地東小学校
日時／ 11月3日㈮　午前10 時～午後 4 時
場所／旧宮地東小学校
対象／生後 2 カ月～小学校低学年の親子
定員／先着 30 組 ( 要申込 )
費用／無料 ( 一部有料 )
問合せ／やつしろ助産師の会
　　　　橋本☎ 090-7855-8387

◎2017八代市さかもと国際児童画展
日時／ 11 月 3 日㈷～ 19 日㈰
場所／道の駅坂本など坂本町 7 カ所
内容／世界 20 カ国、全応募作 1300 点

　を展示
その他／ 11 月 3 日はくまモンとお絵か

　　き開催
問合せ／上村☎ 080-6534-4428

◎不登校の悩みを語りましょう
日時／ 11 月 4 日㈯　
　　　午後 2 時～ 4 時 30 分
場所／八代教育会館
内容／グループカウンセリングや情報交

　換会、専門機関による情報提供
費用／ 200 円
問合せ／清田☎ 070-5535-1719

◎「ビリギャル」こと小林さやか講演会
日時／ 11 月 9 日㈭　午後 6 時開演
場所／厚生会館
費用／ 2,000 円
その他／収益金は返済不要の奨学金に使

　　われます
問合せ／守田☎ 090-8668-1544

◎チャリティーバザー
日時／ 11 月 11 日㈯　午前 11 時～
場所／宗弘駐車場前（本町２丁目）
内容／野菜、衣類、日用品などを出品します
　　　収益金はナザレ園とこどもエコク

　ラブに寄付します
問合せ／野尻写真場☎ 32-4092

◎第２回八代退職校長会文化祭
日時／ 11 月 11 日㈯～ 17 日㈮
　　　午前 10 時～午後 5 時　
　　　（17 日は午後 4 時まで）
場所／シャディ東京画廊
内容／絵画、書道、写真、工芸など
問合せ／田浦☎ 33-6420

◎八代白百合学園　特別講演会
日時／ 11 月 13 日㈪　
　　　午後 1 時 20 分～午後 3 時
場所／八代白百合学園高校
内容／演題　「可能性の実現　祈りとともに」
　　　　講師　加藤　一二三　九段
その他／要整理券
申込／同高校☎ 32-2354

◎八代史談会研修会　参加者募集
日時／ 11 月 14 日㈫～ 15 日㈬　
内容／宗像・沖ノ島と関連遺産群、
　　　筥崎宮、九州国立博物館を訪ねます
定員／ 10 人
費用／ 35,000 円
問合せ／原岡☎ 090-2688-2441　
　　　　11 月 7 日まで

◎「水俣病展2017」
　Minamata Disease Exhibition
日時／ 11 月 16 日㈭～ 12 月 10 日㈰
　　　午前 9 時 30 分～午後 6 時 30 分
場所／県立美術館分館
費用／一般当日券 ( 大人 )1200 円
　　　グリーンコープ組合員 800 円
問合せ／グリーンコープくまもと
　　　　県南センター☎ 34-4211

◎八代メンネルコール第39回定期演奏会
日時／ 11 月 18 日㈯　午後 6 時 30 分開演
場所／やつしろハーモニーホール
定員／ 500 人程度
費用／ 500 円
問合せ／八代メンネルコール事務局
　　　　緒方☎ 32-6786

◎本町アーケードの笠鉾のガイドをします
日時／ 11 月 19 日㈰　午後 1 時～ 3 時
場所／本町アーケードのがらっぱ広場
内容／ガイド協会会員が笠鉾を解説します
費用／ 500 円
問合せ／やつしろ観光ガイド協会
　　　　有馬☎ 090-9793-8641

◎平成29年度「八代地域福祉交流の集い」
日時／ 11 月 26 日㈰　正午開演
場所／やつしろハーモニーホール
内容／第1部　式典・福祉功労賞表彰など
　　 　第2部　アトラクション「響け心の祭典」
定員／ 500 人　要入場整理券
問合せ／柴田☎ 090-4585-1991

◎ちなもい古文書会成果報告会
日時／ 11 月 26 日㈰　午前 10 時 30 分～正午
場所／西宮・上日置集会所
内容／江戸時代の八代の庶民たちがどん

　な暮らし、どんな仕事をしていた
　のかなどを報告・発表します

費用／ 500 円
問合せ／人権 NPO ちなもい
　　　　有馬☎ 090-9793-8641

◎自然保護セミナー　シカ食害を考える
日時／ 12 月 3 日㈰午前 10 時～
場所／川田町東公民館と竜峰山 5 合目付近
定員／ 50 人
費用／ 500 円 ( 資料、保険代 )
問合せ／鶴崎☎ 090-3195-2952

◎アレルギー基礎勉強会X’masスペシャル
日時／ 12 月 7 日㈭　午後 6 時～ 7 時 30 分
場所／熊本労災病院
内容／小児看護専門看護師の講演です
対象／教育、保育、栄養に携わる人、保護者
定員／ 50 人
問合せ／同病院総務課☎ 33-4151

◎放射線測定実習と放射線飛跡の観察
日時／ 12 月 23 日㈯　午前 10 時～午後 4 時
場所／熊本高等専門学校八代キャンパス
内容／身近に存在する放射線に慣れ親しむ
定員／ 20 人
費用／ 1,000 円 ( 中学生は無料 )
問合せ／同校熊本キャンパス
　　　　☎ 096-242-6433

◎熊本総合病院「糖尿病週間」、
　　　　　「第57回市民公開講座」
日時／ 11 月 8 日㈬
場所／熊本総合病院
内容／午後 1 時 30 分～無料健診　
　　　午後 6 時～特別講演
　　　「糖尿病について」
問合せ／同病院☎ 32-7111
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毒キノコに要注意毒
夏の気温が高く、その後の適度な降雨があり、朝晩の気温が低下すると、
多くのキノコが発生することが考えられます。

毎年、有毒キノコを原因とする食中毒が発生しています。
食用のキノコと確実に判断できないキノコは

ニガクリタケ

キノコを食べて体調が悪くなったら、すぐに医師の診察を

【中毒症状】
ニガクリタケは食後 3時間程度で、強
い腹痛、激しい嘔吐、下痢、悪寒など
の中毒を起こす。
重症の場合は、脱水症状、けいれんな
どの症状

【間違えやすい植物】
　・ナメコ
　・クリタケ
　・ナラタケ

テングタケ

【中毒症状】
テングタケは食後30 分程で嘔
吐、下痢、腹痛など胃腸消化器
の中毒症状が現れる。
そのほかに、神経系の中毒症状、
瞳孔の収縮、発汗、めまい、痙攣
などで、呼吸困難になる場合も
あり、1日程度で回復するが、古
くは死亡例もある。

ツキヨタケ

【中毒症状】
ツキヨタケは食後 30分～ 1時
間程度で嘔吐、下痢、腹痛など
の中毒を起こす。　
　　　　
【間違えやすい植物】
　・ヒラタケ
　・ムキタケ
　・シイタケ
　

クサウラベニタケ

【中毒症状】
クサウラベニタケは食後20分～
1時間程度で嘔吐、下痢、腹痛など
消化器系の中毒を起こす。
唾液の分泌、瞳孔の収縮、発汗など
の症状も現れる。

【間違えやすい植物】
　・ウラベニホテイシメジ
　・ホンシメジ
　・ハタケシメジ

絶 対 に
採らない　食べない　売らない　人にあげない

鏡文化センター自主文化事業
　　　　　　　　　　（アウトリーチ事業）

ケロポンズ 
　ファミリーコンサート
　　　　　　inやつしろ
保育園や幼稚園で大人気の
　　　ケロポンズのファミリーコンサート。
　　　　　　さぁーみんなで一緒に踊ろう。
と　き　平成30年 1月 20日㈯
開　演　午後2時（開場　午後1時 30分）
ところ　八代市公民館ホール（パトリア千丁）
料　金　全席指定　大人2,000 円　高校生以下 1,000 円
　　　　（当日券　各500円増）
その他　0歳児から入場できますが、全席指定のため、チケット
　　　　が必要です。一人で4枚まで購入できます。
　　　　前売りで完売の場合、当日券の販売はありません。
窓口販売　11月 12日㈰午前 10時～
　　　　　（電話受付11月13日㈪午前10時～）

プレイガイド
　鏡文化センター、厚生会館、
　庄野学生堂鏡店、アーバンショッピングティ、
　やつしろ子ども劇場
　（やつしろ子ども劇場は11月13日㈪から販売）
　※八代市公民館ホール（パトリア千丁）では、
　　販売しません。

問合せ　鏡文化センター　☎52-1114
　　　　（平日午前9時～午後 5時）

鏡文化センター自主文化事業

三遊亭小遊三・林家三平

　　　　　落語会

チケット残りわずか
人気テレビ番組でもお馴染みの三遊亭小遊三と林家三平が登場。
注目の豪華落語会をお見逃しなく。
と　き　12月 10日㈰
開　演　午後2時（開場午後1時 30分）
ところ　鏡文化センター
料　金　全席指定席　3,000 円（当日券 3,500 円）
　　　　※未就学児の入場はできません。
　　　　※前売りで完売の場合、当日券の販売はありません。
プレイガイド	
　鏡文化センター、厚生会館、やつしろ子ども劇場、
　（アーバンショッピングシティ、庄野学生堂鏡店は完売しました）
　※プレイガイドによっては、完売がありますので、各プレイガイド
　　に問い合わせください。
問合せ　鏡文化センター☎52-1114
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